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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■１







「九く条じょうさん、九条さん」

　下校時刻です。

　がらんとした玄関。下駄箱にうわばきをシュートして、あわてて追いかけます。

「いっしょに帰ろ？」

「帰らない」

「そんなこと言わっ、ないっ、でっ、さあっ」

　玄関の石段を飛び降りながら呼びとめても、相手は立ちどまりません。

「部活動してないのって、私のほかは九条さんだけだし」

「だから？」

　九く条じょう織おり江えは無表情でふりむきました。

「入学した時から、あたしは部活動はしないって決めてた。あなたこそ部活やればいいじゃない」

「えーっ……？」

　肩をくねらせると、九条さんのこめかみはピクッとひきつります。

　きびすをかえして校門へ向かいます。追いかける方の彼女は犬っぽい。

「先週はつきあってくれたのに」

「あなたといると用もないのに男子が寄ってくるのがイヤ」

「べつにいいじゃない」

「あたしはイヤなの」

「そんなあ。ひどいよ。同じ音おと羽わ中出身じゃない。仲間でしょ友達でしょう？」

「ともだち？」

　校門脇のとても立派な樹の下で、ようやく九条さんは立ち止まります。

　調子っぱずれなブラスバンド部の演奏が風にのって聞こえてきます。

「そもそもあたしたち、ほとんど会話したことないよね」

「……だっけ？」

　と、首をかしげる仕草に、また九条さんのこめかみはピクピクッ。

「音羽中ではあなたは一年三組、二年三組、三年二組だった。あたしの組おぼえてる？」

「やだなあ、中三は同じだったじゃない。その前は……えっとごめん、忘れちゃった」

「同じクラスだった。三年間ずっと」

「マジで」

「マジで……って、ああその反応、ネタじゃないんだ。すごいな」

　力無く落ちた九条さんの額がぺたっと掌てのひらに載ります。

「日ノ岡さん。あなたはあたしのこと、ほとんど知らないでしょうけど、あたしはよく知ってるの。あなたがどんな人か」

「もしかして嫌われてる？」

「嫌いじゃないけど──」

　ハァ、と腰に手をやってため息をつく九条さん。

「──好きってわけでもない。あなたとあたしは合わないってだけ」

「九条さんってハッキリ言うんだ。へえー」

　感心しきりの彼女。

　予想外な即答だったのか、九条さんはためらいがちに、でもキツい眼差しのまま言います。

「あなたはおしゃべりだけど、なんにも本当のことは口にしない。あたしはそういうのは──」

「ブックオフでまるまる休日つぶすみたいな？」

「なにそれ」

「人生の無駄遣い」

「かもね」

　九条織江が立ち去って、ぽつんと校門前に残されました。

　バレー部の背の高い男子たちが声をはりあげて、ランニングから帰ってきました。通り抜けざまに彼女をちらちらと見てます。彼女もニコッと微笑み返します。

　そしてまたひとりに戻ってみれば、微笑みはするりと落ちています。

「あっそう」

　お嬢様持ちしていたカバンを背中にかつぎあげます。

「ならいいわ」

　校門から車道に出て、ふだんの通学路とは反対方向に歩きだしました。

　一応そちらにも駅はあります。あるけれど峠の切り通しがキツかったり、コンビニのひとつもなかったりで生徒たちには人気がありません。夕方の今も、多少の車の通りはあっても通行人はぜんぜんいないです。

　道脇の林の青々とした枝ぶりは、そろそろ手入れの時期ですね。




　なだらかな上り坂を百メートルもいかないうちに、ほむらは不平をこぼしはじめます。

「たるい」

　そう。

「あー、かったる」

　日ひノの岡おか穂ほ群むらはたるい。

　疲れるばかりの部活なんてもってのほか。

　そのわりに、一人おさびしく下校する姿なんかは世間様に見せてはいけないものだと思ってます。この青せい藍らん高校ときたら、強制でもないのに生徒の部活動参加率はほぼ百パーセント。運動部も文化部もその活動ぶりはいたって活発ときています。さすが県下一の進学校。

「『ほんまちのかふぇでふるーつたるとでもどうかいな』と」

　携帯でメール。

　ぷらぷら揺れるカバンが重そうです。

　押しつける相手でもいないかなーと、意味もなく見渡してみる。と、針金みたいに細いフレームの自転車が追い越していきます。

　うちの男子の制服ですね。

　自転車はくるりと輪を描いて戻り、ほむらの目前でブレーキ。それがまたずいぶんと急な制動だったのでちょっと面くらいました。

「ヒノオカか？」

　こくりと頷くほむら。いつのまにかカバンはお嬢様持ちに戻してます。

「俺、東とう野やっつーんだけどさ！　Ｃ組の。あ、一年な！」

　見ればわかります。初めて話す男子ですよね。

　自転車のハンドルにふと、目が。

　衣替えしたばかりの半袖からのぞく二の腕。ねじって束ねたワイヤーみたいな、ぎっちりとした筋肉。子供っぽい顔つきにはぜんぜん似あわない。眼鏡もなんだか不自然な気がします。

　跳馬の選手みたいにサドルから跳ね降りた男子は、もういちど名前を呼んで確認しました。

「日ノ岡穂ほ群むれだよな？　一年Ａ組の」

「ほむれじゃなくて、ほむら。ひのおかほむら」

「あ、わりぃ。ほむらか。面白い名前だな」

　男子生徒はしげしげとほむらを見て、感心しきりに頷きます。

「なあに」

「学年で一番可愛いからすぐわかるって言われたけど、ホントだな。映画のワンシーンみたいだった」

「普通に歩いてただけでしょ。いったいどんな場面よ」

「フラれたところ」

「…………」

　照れ隠しもせず、度胸があるのか天然なのか。

　こんなふうに呼び止められるのは珍しくなく、もっと浮ついた言葉がかけられることもよくあります。

　自転車に乗せてもらったらラクそう。

「……それで東野くん。なにか用？」

「じつは部活の勧誘でさ。俺、探検部に入ってるんだ」

「探検部？　そんな部活があるの？」

「あんだよ。部員はふたりしかいねーけどな」

「ふたりだけ？　あなたも入れて？」

　頷く東野。

　それで一年坊主なのに、部員の勧誘なんかしてるんですね。

「日ノ岡は帰宅部だろ」

「そうだけど。部活に入ってない子なら、うちのクラスもう一人いる」

「いや、おめーじゃなきゃダメ」

「ダメって」

　強引というかもう意味不明。

　わざわざ追いかけてきたくらいだから、必死なのはわかりますが。

「私、部活はやる気ないんだけどね。一応、理由を聞かせてもらえる？」

「うちの部、部員が二人しかさ───」

「それは聞いた。そうじゃなくて、なんで私なの？」

　腑に落ちない表情で頭をかく男子。

　不可解なのはほむらのほう。が、そんなのは意に介さず、東野は歩み寄って両肩にぽんと手を置きました。

「おめー魔法使いやんねー？」

　マホ？

　……なに言ってるんだ、こいつ。

「もう一回言って」

「魔法使いやってほしいんだ。探検部で」

　マホーツカイ？

　頭を抱えるのはこらえました。それじゃあこっちがマンガみたいですから。これだったら自衛隊の勧誘のほうがまだ現実みがありますね。

「ゲームのハナシね」
















「普通そう思うよな。でもゲームじゃないんだ。現実のハナシ」

「妙なことを言ってる自覚はあるんだ？」

「うん」

　ずっと真顔だった東野は、噴き出して笑いました。

「でもな、楽しいぞ探検部！　日ノ岡もきっと気に入ると思う」

　そう言ってばんばん肩を叩きます。

　どんな根拠で断言するのか。

　進学校は変人ばっかりというほむらの印象はまた強まりました。

　東野はザックから何やらとりだします。

「これ部活のパンフレットな。いま決められないようだったら読んでみてくれ」

　決められるか！……とは言い返せないまま、けっこう厚めの冊子を受け取ります。たった二人の部でそんな本格的な冊子だけは準備してあるとか───

「じゃ頼んだ。また明日訊きにくっから」

「あ、明日？　ね、ちょっと！」

　自転車に戻ってサドルにまたがりかけた東野がこちらを向きます。

　ほむらはためらいながら自転車を指さします。

「乗せてよ」

「俺は学校戻る。それでいいなら乗せてもいいけど」

　よくみれば自転車には荷台が無く、乗ったとしても立ち乗り。

「つーかそもそも、おまえ帰るの皇おう子じ堂どう駅側なの？　珍しいよな。こっちの道キツいだろ。さっき日ひケが窪くぼ駅まで行って戻ってきちまった」

「きょうは単なる気まぐれよ」

「ならいいじゃん。じゃあ明日な」

「ええ。さよなら」

　軽快に駆けていく東野の背を、憮然として見送ります。

　それからは道を間違えたりなんだりで、彼女の足では駅まで五十分かかりました。




　帰路の電車が駅にすべりこんだところで待ちかねたメールの返信。

　ホームへ踏み出しながら携帯をフリップ。

　ここからメールした本町駅までとって返すなら階段を登って逆ホームですが、たいした時間のロスじゃありません。

　けれど期待に緩んでいたほむらの表情は返信文の前で固まります。

『ごめんっ。しばらく遊べない。また今度埋め合わせするからホントゴメン』

「……今度……」

　別の高校に行った中学時代の友人もあてにならない。

　いや、ちがうか。見放されたのかな。

　地元の駅の改札を出ると、いつもの女性がチラシをくばっています。水色のサマーセーター。毛玉だらけの。そのまま無視して通り過ぎます。

　帰宅して部屋着に着替えるなり、ぐんにゃりとベッドと一体化します。

　程なくしてノック。

「ほむらー？」

　ドアが開いてもつっぷしたまま。

「カレシから電話あった」

　枕に向かってもごもごと呟きますがおそらく未知の言語です。

　ゲル状生物にあきれながら少女は続けます。

「なんか御免とか別れたいとか言ってたけど？　こっちが人違いだって言ってるのに聞く耳持たなくて」

　日ノ岡家の次女。ほむらの妹の月つゆは、姉妹で声が似ていてしばしば姉と間違えられます。

「ていうか、どうして家の番号教えてあんの？　やめてよね。電話に出るのいつもあたしなんだから。ちょっと聞いてる？」

「んー」

　観念して顔の片っぽだけ妹に向ける不定形の姉。

　あいかわらず迷惑そうな顔つきの眼鏡がドアにもたれてます。

「もうその人とは別れたし」

「ふうん」

　腕組みして鼻を鳴らす妹。

「つきあってたようにもみえなかったけど。勉強教えてもらってただけじゃない」

「んー……」

　まさに妹の言う通り。

　波乱の合格発表が過ぎ去り、それとなく別れ話を持ち出してきたのは彼のほう。

　ふたり揃って同じ高校に行けたらいいね、なんて夢のような結末を信じていたわけじゃないけれど。目指すゴールを共有する、そんなムードにひたれるだけで嬉しかった。

　ところが何のまちがいか、勉強を教わったほむらが目標校に受かり、教えてくれていた彼は受験に失敗。

　成績優秀で模試は一桁の常連、でも本番に弱いタイプというのはいるんだなと。

「利用されちゃったのよね、またまた」

「そんなつもりじゃ」

「あーあかわいそう。ほむらとつきあった人ってみんな不幸になってない？」

「…………」

　否定できません。

　言ってみれば受験勉強だけが繫いだ縁。

　ほむらが被害者で彼が加害者、そんなふうに謝られるのがイヤで、携帯のメッセージをほんの何度か無視していただけ。

　元カレは、ほむらの実力を重々承知しているので、現在の高校の学習環境にどれだけ彼女がそぐわないのかよく解ってます。

「また曖昧なままでキープとか？　はっきりダメ出ししてあげてよね。責任感じちゃってるよ、あの人」

「うっさいな……月つゆのツタヤカーテン奥のエア常連」

「なにそれ」

「耳年増」

　妹は肩をすくめただけ。

「あとちょっとで夕飯だから、寝ないで降りてきてよ」

「う」

　妹が階下へ立ち去った部屋。床にカバンが転がっています。

　そういえばもらった冊子を放り込んだきりです。

　うつぶせのまま手を伸ばしても全然届きません。

　ひとしきりどたばたと両足が暴れてベッドがキックされましたが、すぐに坂道での酷使の記憶がよみがえり、ぱたりと止みました。




「じゃあ、日ノ岡」

　翌日の授業中です。

　古文、じゃなくて現代文の授業ですね。

　教室はまあ穏やかなものですが、生徒たちの意識が集まっているのが肌でわかります。

　立席して教科書を構えたほむらの手に汗が滲みます。

　脳内レコーダーを巻き戻して教師の質問を反復。

　とある他愛のない詩について。

「智恵子は東京に空がないという」

「そう」

　女性教師が丸めた教科書でぱしっと手をうちます。

「智恵子は頭がおかしいな。東京に空が無いわけないだろ。何言ってるんだ、智恵子は」

「……阿あ多た多た羅ら山やまの上の空が見たかったんです」

「それが智恵子にとっては実際の空なのだと、この詩の作者は語っている。智恵子自身が理路整然と教えてくれたのかどうかはちょっと怪しいもんだ。さて、智恵子の気持ちになって考えてみるか」

　女性教師は、教卓に浅く腰かけて脚を組みました。行儀が悪いです。

　ぴっちりとしたインディゴブルーのジーンズ。

「智恵子は単なるわがまま女なのか？　どう思う？」

　作者が答えを出してくれているんだから、それでいいじゃないですか。何を追究させる気なんでしょうこの先生は。

「……智恵子は、阿多多羅山の思い出がすごく残っていたから、またその山の空を見たいと思ったんです」

「ふーん。つまり？」

　つまり？　つまり？

「阿多多羅山に登りたかったんじゃ……」

　教室からくすっと、控えめな笑い声が漏れ、耳たぶがカッと熱くなります。

「そうかもだ。そうじゃないかもだ。実際のところは知らん。阿多多羅山が出てくる詩がもう一篇ある。次はそっちを読んでみようか──」

　教師が手振りで、もう座っていいと促します。

　消え入りたい気持ちでほむらは椅子に戻りました。




　昼食の時間です。

　机を囲むクラスメートにそれとなく尋ねてみます。

「探検部？　日ノ岡さん探検部に入ったの？」

「えっと、じゃなくて。入部しないかって勧誘されて。なにか知ってる？」

「うーん……入学案内に書いてあったことくらいしか」

「そうねえ」

　クラスメートたちはそれぞれ弁当やパンを口に運びながら、記憶を辿ります。

「たしか三年前に新設されたばっかなんだよね、うちの探検部さ」

「三年前？　まだ新しいんだね」

「あんまりいい噂は聞かないよね」

「なの？」

「進学に有利ってわけでもなし」

「だよね。活動内容が『探検』じゃあね」

「学校で一番予算くってる部活なんだって。うちの顧問がボヤいてた。ほら」

　クラスメートが窓の外を指さします。

　椅子をひいて背後の校庭を振り向くほむら。

「あのトラックフィールドの横に控えてるのが運動部のサークル棟。その向こうにちょっと離れてゴツい建物があるでしょ」

「いちばん山側に建ってるアレ？　え、まさか」

「そう。あの豪邸がまるまる探検部の部室棟なんだって。あれに比べたらうちの部室なんか物置だよー」

「ちょっと入ってみたいなー」

「ムリムリ。ＳＥＣＯＭ入ってるに決まってる。厳重なんだから」

　二階建ての屋上に天体観測ドームのついた建物は、ちょっとした研究所みたい。

　てっきりほむらは、休日に一般開放されるような公共施設かと思っていました。

「そもそもあれでしょ、探検部は資格が必要じゃない。日ノ岡さん、探検部の資格あるの？」

　資格なんて初耳だとぶるぶる首を振ります。

「そんなこと東野くん言ってなかったけどな……」

　クラスメートがおやっと目を見開いて、興味深げに身を乗り出します。

「東野って東とう野や巧たくみ？　あたし同じ中学。へえー彼、探検部に入ったんだ。意っ外だなー」

「どうして？」

「中学じゃ剣道部だったから。すっごい強いの。二刀流でね。インターミドルにも出て」

「に、二刀流？」

　ほむらのイメージする剣道とはまるで違います。

「日ノ岡さんとはお似合いかもね、カレ。まーちょい背は低めだけど」

「いいじゃん。入ってみたら？　探検部」

「ええ……？」

　焚きつけられると、ついその気になってしまう彼女。

　でも、それで何度失敗してきたことか。

　ほむらは顔だけはニッコリ笑顔で、お箸の先っちょでは唐揚げをブチッと切断。

「でもやっぱり私、探検隊ってガラじゃないし。資格も特に……」

「うーん、それはそうか」

　そうして探検部の件が一段落すると、話題は海外ドラマにチェンジです。

　ほむらの聞いたことのないタイトルで、しかも政治劇ジャンル。何がおかしいのか全くわからないけど、とにかくわかったふりをして笑います。疲れます。

　退屈と疎外感という重たいゲル状物質が頭上からのしかかります。

　教室という公共空間でなければ、たちまち不定形生物になって足の先から溶け出しているでしょう。

「噂をすればナントの勅令」

「はい？」

　ほむらの肩がつつかれました。

　クラスメートが目くばせする先。入り口に教室内を見渡している男子がおります。

「……東野くん」

「よう、日ノ岡！」

　凜と教室いっぱいに響くこえ。

　弁当フレンズに押し出されながら、浮かない気分で席を立つほむら。

「昨日の返事、考えてくれたか？」

　そんな挨拶をクラスメートの頭ごしに投げかけられたり。

　あくまで彼女はすまし顔で、でも可能な限り早足で彼を廊下へ押し戻します。




　殆どひとけのない特別教室の前に河岸を変えて、もう一度同じ質問。

「それで？」

　のんきについてきた東野の期待顔に、ほむらは小さくため息。

「変なこと聞くけど」

「あ？」

　渡り廊下の向こうにのぞく空は青い青いみごとな五月晴れ。

「学校生活において探検部に入るメリットってなに？」

「メリット、ねえ」

「えーとあれよ。楽しいってのはナシで」

「そうだなあ……」

　くいと顎をあげて、天井をにらんで腕組みする東野。

「んーやっぱ、かなりハードな部活なのは間違いないから優遇はされてるな。俺にはあんまり関係ないけど」

「優遇って、たとえば？」

　するとこの男とんでもないことを言いました。

「まず、部活動翌日の遅刻と欠席に関してはノーカン」

「えっ」

　授業よりも部活が優先？

　いいのそれは？

「追試も基本なし」

「つ、追試もなし？　無条件で？」

「うん。活動が本格的になったら、そんな暇ないだろうからな」

　驚きである。優遇なんてものじゃない、まさに治外法権。

　ぐらっときたほむらは、かろうじて先ほどの忠告を思い出します。

「……でもね、進学には向かないって話も聞いたんだけど」

「はあ？　進学に有利な部活ってなんだよ。うちじゃもっぱら運動部だろ。陸上とかラグビーとかレスリングとか。女子ならバレー部とかテニス部とかか。おまえレスリングやりたいの？」

「なんでレスリング」

　この山猿系男子を前にするとつい発火しやすい脳神経を落ち着かせながら、ほむらはふと浮かんだ疑問を口にします。

「東野くんはスポーツ推薦でこの高校に？」

「いや、俺は一般入試だ。それも考えたけどな」

　再び漏れるため息。

「頭いいんだね……」

「なに言ってんだよ、おまえもそうだろ？」

「げふっ」

　ばしっと、背中をはたかれたほむらがむせます。

　確かに彼女も一般入試ではありましたが。

　ほむらの頭がくたりと倒れ、膝を抱いて座り込みます。

「ちがうみたいだな」

「あれはさーあ……発行枚数限定一枚『日ノ岡穂群専用スプリングジャンボ』みたいなものだから……」

「なんだそれ」

「単なるマグレです。偶然です」

「マグレで合格？」

　ほんの一秒だけフリーズする東野。

「いや、無理だろ。公立でマークシートは珍しいけど偶然で入れるわけねえよ」

「…………」

「え、マジ？」

　マジデスと床に呟くほむら。

「じゃあ、こないだの試験はよ？」

　先日終了したばかりの中間試験は勿論さんざんな成績で、学級担任から両親から心胆寒からしめました。

　さいわい点数が教室に掲示されるようなことは無かったのですが、彼女の真っ赤っかな成績がクラスに知れ渡るのは時間の問題。

　口にするのもはばかられる試験の平均点を、廊下に指でなぞってみせると東野少年はまたフリーズ。今度はすこし長めの三秒間。

「……まあどっちでもいいや。よかったな受かって」

「よくない！」

　ヘッドバットする勢いで立ち上がったほむらを、ひょいと躱かわす東野。

「ようするに私は、部活の余裕なんか無いの！　授業についていくだけで精一杯なの！」

「ああ。あるじゃんメリット」

「なにっ」

「探検部に入れば大丈夫だ」

「どうして」

「そんな調子だと昨日渡したパンフも読んでないんだろ？　まあ、俺もしっかり説明しなくてすまなかったけど」

　自信たっぷりに腕組みする東野。

「大丈夫。魔法使いになれば、勉強なんか楽勝だから」

「なんか騙しにかかってない？　プロレスラーになればスクワット百回なんかへっちゃらだ、って言ってるみたいに聞こえるけど？」

「やっぱレスリングがいいんだ」

「いやよ」

　屈託なく笑う東野。

　なんだか気易く話せているな、とほむらは小さく息をつきます。

　自分とさほど背丈が変わらないのもあるのか。ほむらの元カレはみんな長身で、というかそれが最低条件で。

「東野くんは探検部で何やってるの」

「俺？　俺はまだ五等調査官だから、もっぱら先輩のフォローだな。探検もまだ二回しか行ってないし。覚えなきゃなんないことがいっぱいある」

「ふーん……先輩、厳しい？」

　ほむらの脳裏にいかつい山男みたいなビジュアルが浮かびます。

　メガネ山猿な後輩とのコンビはある意味絵になりそう。

　自分がそこに加わったイメージは一向に浮かばないわけですが。

「優しいよ」

　でもそういう彼の声は大人びていて、ちょっとだけ哀しそうな顔をするのでした。

　ほむらは少し山猿のイメージを修正しました。

「怒ったとこはまだ見たことない」

「……たったひとりの後輩だもんね。大切にされてるんじゃない？」

「おまえが入部してくれると、後輩二人になって部活らしくもなるんだけどな」

「どうしよっかなあ……」

　首のうしろで腕を組んで、壁にもたれるほむら。

「東野くんも勧誘されたの？　その先輩にさ。それとも、そんなに探検部デビューしたかったわけ？　あれでしょ、東野くん剣道やってたんでしょ」

「よく知ってるな。俺はじぶんから入部したんだよ。入ったのは……」

「うん」

「…………」

　半開きの口で固まっている東野。

「うん？」

「……おまえが入部したら教えてやんよ」

「ちょ、それズルくない？　ほんとに人を勧誘する気あるの？」

　そっぽを向いて眼鏡を直す東野。ほむらはずりずりと前にまわりこんで追及します。

「まさか私が入部したら、サクッと退部するつもりじゃないでしょうね」

「アホ、そんなことすっかよ」

「アホ？　あんた大事な勧誘相手に向かってアホって言った？」

「だってアホなんだろ？」

「ぐ」

　髪をかきながら東野は言い放ちます。

「わかったよ。勉強なら俺が教えてやるよ。俺、教えんのは下手なんだけど、この際我慢しろ」

　どきっとした。

　ちょうど鳴りだした予鈴のせいじゃないのはわかっている。

　昨日の妹の言葉がほむらの胸にぶりかえす。

「……いいの？」

　観念したように、まぶたを伏せて頷く東野。

「俺から頼み込んだことだしな」

「迷惑じゃない？」

「なんでもねえよ。部活に比べたら」

　ほむらから確実な返事をしないまま交渉はとりあえず一休み。放課後また落ち合う約束をして、ふたりはそれぞれの教室に戻ります。

　と、威勢よく歩き出した東野の首が絞まります。

「おふっ」

　涙目で振り返った東野のシャツ襟を握って立っているほむら。

「……おめえ、突きと同じくらい痛かったぞ」

「一応聞いておきたいんだけど」

　自分のまねいた惨状にも無関心でほむらは尋ねます。

「魔法使いってなに？」

「パンフ読めよ」

「次の授業、実験だからムリ」

「……実は俺も知らないんだ。うちの部に足りないポジションが魔法使いなんだって、先輩が言ってたからさ」

「そうなの？　じゃあ東野くんは？　なんたら調査官って言ってたけど」

「五等調査官な。俺のクラスは軽戦士」

　吹き出すほむら。

「戦士ぃ？　アハハ、ゲームみたいね」

「だからゲームじゃねえって言ってんだろ」

　教室に急げよ、と身振りでほむらを追い立てる東野。

　どうやら、ほむらさんはアタッカーとかセッターとかコートの魔術師とか、そういう延長線で考えているみたいですね。先が思いやられます。




　放課後です。

　職員室へ向かう二人。

　すっきりとしたほむらに比べると、東野はなにやら浮かない顔です。

「見学……か……」

「体験入部くらいさせてよ。そんな得体の知れない部活なんだからさ」

　自分の勉強不足をすっかり棚にあげて、当然のように語るほむら。

「どうだろ。そういうのアリなんかな……」

「融通きかないなあ」

「融通っつうか……。まあ、モリちゃんに相談してみるしかねえな」

「モリちゃん？」

「顧問だよ。探検部の。───失礼します！」

　礼儀正しく、深々と頭を下げて職員室に入る東野。ほむらもならって入室します。

　いまや最も苦手な場所のひとつになった職員室では、各教科の教師がほむらに視線を注いでいるような気がして、ほむらはできるかぎり肩をすくめてやりすごします。

　連れて行かれた先では、見た顔の女性教師が渋い顔で机の書類に向かっていました。

「先生。東野です」

「ん～、あいよ」

　声をかけられた教師は、書類とにらめっこしたまま、まとめた髪の襟足をがりがりとペンの尻でかきます。

「モリちゃんて、藤ふじ森もり先生だ」と、ほむらが小さく呟きます。

　ほむらのクラスで現代文を教えている藤森教師です。

　ここ職員室でも彼女はとても教師とは思えない行儀の悪さで、見る限り机の上も一番汚いです。

「先生、新入部員を連れてきました」

「体験入部だってば」

　がばっと、顔をあげた教師の表情はそれは喜ばしく期待に満ちていました。

　が、ほむらをみた瞬間にそれはみるみると色褪せ、歯痛でもわずらっていそうな元のしかめ面に戻ります。

「……入部って、もしかして探検部か」

「先生ほかに部活の顧問やってたんですか？」

　もちろんやってません。

「………………」

　しばらく両手の指先をこめかみにめり込ませていた藤森は、職員室の出口を指さして、自分も椅子から立ち上がります。

　ほむらは、ふと、書類に埋もれかけていた小さな写真立てに目がとまりました。

　今時、白黒写真の───そこに写っていたのは、彼女の家族ではなく、おそらく恋人でもなく、まだ若い藤森先生と彼女を囲む友人たち。

　後ろ髪引かれるほむらを東野が引っ張っていきます。

　藤森教師は、ふたりを校長室の隣にある応接室へ連れて行きました。間違いなく無許可でしょう。

「部室で話さなくていいんですか？　確か、守秘義務が───」

「ここでいい。すぐ済むだろ」

　いぶかしむ東野に、藤森はさっさと座れと促します。

　女性教師は長ソファに身をあずけると、椅子の背にぞんざいに腕を廻して脚を組み、ほむらと相対しました。その雰囲気は生徒を指導する聖職者というよりも、まるでラスボス。

　借りてきた猫のようにおとなしくしているほむらを、じっと見つめます。

「……？」

　ふと、ほむらに既視感がよぎります。もちろん相手は授業時間中には何度も見かけた教師ですが。何とももってまわった態度です。そして行儀の悪さはあいかわらず。

「音羽中出身。日ノ岡穂群。よりによって、我が青藍高校に御入学とはね」

「先生、それは新入部員を迎える態度なんすか」

　あきれ顔の東野の諫言に、わかってるよと言わんばかりに藤森は頷きます。

「……ん……？」

　かすかに首をかしげるほむら。

「そこに阿多多羅山があるから、はよかったな」

「……っ……そうは言ってないです……」

　顔を赤らめるほむらの胸中に、よみがえるものがありました。

　漠然とした記憶を、そろそろとたぐりよせます。

「あの……もしかして、以前、先生とお会いしたことない……ですか？」

「あると思うね」

　不敵に頷く藤森。

「教科担任だろ？　それとも知り合いか？」

　きょとんとしている東野をよそに、ほむらは続けます。

「ええっとぅ……たぶん中学……二年……の……身体測定の……」

　半目でほむらを見つめる藤森。

　妙な雲行きを東野はいぶかしみながら、ほむらに助け船を出します。

「もしかして適性試験のことか？」

「だっけ？　うん、確かそんな名前だった」

「あの試験は任意で受けんだぞ。なんで憶えてないんだよ」

「音羽中学の適性試験は、わたしの管轄なんだ」

「そう！　先生、あの場所にいましたよね」

　嬉しそうに手を打つほむら。

　ところが藤森はいっそうぞんざいな姿勢でふんぞりかえります。

「それだけじゃないぞう」

「え」

「試験後にきみを引き留めて、小一時間ほど熱弁をふるわせてもらったよな。ああそうだ。あの放課後もこんな応接室だった」

「すいません。よく憶えてなくて」

「ふふふふ」

　いよいよふてくされて天井をあおぐ藤森。

　心配そうに東野が尋ねます。

「なんかやらかしたんですか？　こいつ」

「東野。きみ、ＩＥ適性試験はこないだ受けたばかりだったな」

「あ、はい。俺は高校編入組なんで」

「スコアは幾つだ。ああ、守秘義務は置いといて」

　いいのかな、と少しためらいながら東野は答えました。

「総合値で【四五：Ｃ】です」

「日ノ岡穂群は【八〇：Ｂ】だ。中学二年一学期当時の数値だが」

「はち……八〇!?」

　東野が声を荒らげるそのわきで、当人ばかりが勘違いした感動にひたっています。

「やっぱり先生と会ってたんですね～。私、授業中はずっと緊張しっぱなしで気づかなくって」

　うへえ、と舌を出してソファにぐったりもたれる藤森。

　確かにこんな醜態を職員室で見せるわけにはいきません。

　グロッキーな教師にくらべて東野は興奮気味です。

「ＩＥ適性試験スコアは二次曲線だぜ。五〇と七〇じゃ実質二倍違うんだかんな」

「はあ。そう。東野くんと私、そんなに差があるの」

「〇・四五と〇・八のそれぞれ二乗だから……おまえと俺じゃ三倍以上も違うんだよ！　わかってんのか？」

　ほむらはきょとんとして、自分と東野をちらちらと見比べます。

「まあ、ほら。東野くんは男の子だから」

「胸囲の話じゃねえよ！　なに勝ち誇ってんだよ！」

　ソファから立ち上がり藤森に詰め寄る東野。

「だったら話は早いじゃん先生。こいつはすっかり忘れてるみたいだけど、本人の適性は申し分ないわけだろ？　青藍高校探検部の貴重な新入部員ってことでさ」

「い～～」応接卓のへりから教師藤森のジーンズの片膝、ブーツの靴底が登場。

「や～～」ぐぐぐとせり上がる机。ガラスの彫像がレースの敷物ごとずり落ちてきます。

「だっ！」

　東野に引っ張られて、あわててあとじさるほむら。

　蹴り上げられ、音もなく宙を舞った応接卓は五百四十度回転してカーペットに着地。

　見事に仰向けになり服従姿勢の応接卓。お茶でも載っていたら大惨事でした。

「……ああびっくりした、びっくりした」

　ガラス像を両手で摑んだまま目が点のほむら。

　そんな彼女をちらりと確認してから、机をひょいと持ち上げる東野。

「先生さ、大人げなくない？」

　卓上にレースの敷物を整える姿が妙に家庭的です。

「つまりあれだろ？　昔、探検部に勧誘してフラれた仕打ちを根に持ってんだろ？」

「そうだが悪いか」

　ソファの上で抱えた両膝にあごを載せている姿はすっかりだだっ子。

「悪いっていうか……」

「たぶん、友達と一緒にノリで受けてみたんですよ。それで印象に薄かったんだと……」

　なんとか場をおさめようと言い訳を試みるほむら。

　でもちょっと藪蛇。

「調査官は原宿あたりのモデルのスカウトじゃない。そんなお気軽に探検やってみませんかーなんてわけにはいかないんだ」

「そんな感じでしたけど」

　あー、いや、と頭をかく東野をねめつける藤森。

「ま、在校生からの資格者探しには、おおかた部長あたりの手引きがあったんだろうが、本来は国家機密だぞ。生徒が扱っていい情報じゃないんだ」

「国家機密!?」

　目を丸くするほむら。

　なにを今さらとジト目でほむらを見つめ、そのままスライドさせて咎める視線を東野に送る藤森。

「日ノ岡にはちゃんと説明したのか？」

「すみません。まだです」

　仕切り直して説明を始める東野。

　東野自身は、彼女の抜群なスコアまでは知らずに、ただ日ノ岡穂群は探検部の入部資格を有していると、ある人物から教わっていただけ。

　ほむらが望むような体験入部はムリとしても、段階的に部の活動に慣れていくようなプログラムはないか、それを相談しにきたのだと顧問に持ちかけます。

　貰ったパンフを斜め読みどころか一ページも目を通していないほむらは、恐縮しながらそれを聞いていました。

　拳で頰杖をつきながら、おとなしく聞いていた藤森は言いました。

「いいか、よく聞けよ。日ノ岡の入部を受理できないのは、まずあたしがすご～くイヤだってことが大部分だが───」

「大人げねえ」

「───それなりに！　理由もあるんだ。理由はふたつ」

「なんですか」

「一つ目。東野、きみの入部希望が通ったのは、適性試験の結果、ぎりぎりＩＥ反応が許容範囲内だった───」

「ＩＥ反応って……なんですか？」

「おまえ本当に何っにも知らねえんだな」「ニュースサイトもチェックしてないのか？」

　二人から責められてへこむほむら。ツヅケテクダサイ、と促します。

「ＩＥ反応の有無は前提条件だ。問題は東野の技術だ。生きるための」

「生きるため。サバイバルですね」

　ちょっと鼻息が荒くなるほむら。ようやく探検部らしくなってきました。

「たとえば、いまの部長は中学一年生当時から、西表島で正式なレンジャー訓練を受けてきている」

「れ、れんぢゃーくんれん……」

　ほむらの思い描く部長のイメージがいっそうレベルアップしました。山男がいまや進化を遂げて山ゴリラです。

「……東野くんは剣道をやってたそうですけど」

「その通り。彼の基礎体力は申し分ない。剣術であれば探検部では即戦力になる。実際にあたしが相手もして確かめた。まだまだ知識は不足しているが、身体センスにおいては抜群の逸材だ。うちの探検部は運がよかった」

　東野は謙遜することもなく頷きます。

　ほむらは血の気が引いてきました。

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待ってください」

　立ち上がったほむらを二人が不思議そうに見あげる。

「探検部の活動で、剣道がどう役に立つっていうんですかァ？」

「国家機密だ」「うん」

「いやいやそんなっ。じゃ、じゃあ、その部長さんもなにか武道を？」

「先輩は俺より強えよ。当然だけど」

　藤森も相槌をうちます。

　ますます青ざめるほむら。

「つまり、きみの得意技はなんだ？　日ノ岡穂群」

「私はなにも習っていませんよ、そんな格闘技とかは」

「そう。知っている。だから何か身につけろって言ったんだ、二年前に」

　あるいは西表島送りってことですか───！

「自分の身も護れないような人間は、探検部はお呼びじゃないんだ」

「先生、なんのために俺がいると思ってんの。俺が日ノ岡を護ってやるよ。探検は二人行動が基本なんだろ？」

「…………ハッ」

　騎士役を買って出た東野をジト目でにらみつけ、鼻で笑う藤森。

「単なるお荷物は要らんと言っとるんだ」

「それにさ、日ノ岡さ！」

　懲りない東野は、鍵盤に見立てた机を弾きながら尋ねます。

「ピアノとかやってねえの？　大正琴とかさ」

「ピアノ？　大正琴？」

　突然の方向転換に驚くほむら。

「音楽もありなんすよね、先生？」

　しぶしぶ藤森が頷く。

「隣区の日ひ吉よし坂ざか高校で探検部部長やってるコマ先輩とかさ───」

「日吉坂高ひよしの話はするな」

　不機嫌そうに釘をさす藤森。東野は肩をすくめながらも続けます。

　さらに習い事や武道のバリエーションを挙げられて混乱するほむら。

　目をしばたたかせながら、東野が聞きました。

「おまえ、帰宅部で家に帰ったらなにしてんだ？」

「私は……家に帰ったら……」

　その場に立ったまま、あらぬ方向に視線を泳がせてほむらは告白します。

「寝ています……」

　重たい沈黙が応接室を支配します。

　東野少年はがっくりとうなだれ、藤森教師はソファに足を投げ出してそっぽを向いています。

　ぽすんとソファに戻るほむら。

「…………」

　ほむらの背後で、ぱたんと扉が閉まる音。

　こっそりと校長先生が部屋の様子を窺っていたような。

　でも誰も気にしていませんね。

　耐え難い沈黙を抜け出そうと、おずおずとほむらが口を開きます。

「───ほらっ、大食いチャンピオンのいばら姫なら千年でもドリーミングですよ」

　かすんだ目で藤森が顔をあげます。

「すまん何？」

「寝だめ食いだめ芸のうち、って」

「一生寝だめしてる気かぁ？」

　すると東野がＶサインを藤森につきつけます。

「そっちはなんだ」

「先生。理由は二つあるって」

　ああそうだ、と藤森は頭をかきつつ居住まいを正します。といってもあぐらですが。

「残る一つはシンプルだ」

　二人の瞳に順にまなざしを注ぐ藤森。

「きみたちは未成年だ。探検部の活動には、保護者の理解が絶対に必要だ」
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　帰宅したほむらはベッドに仰向けになっています。

　振り上げた掌が差し込む夕陽を梳きけずって、壁に影絵を落とします。

「…………」

　考えてみれば、無理矢理に勧誘された部活で、入部のダメ出しをされたというだけの話です。何も失ったわけでもありません。

　ただちょっとショックだったのは、いつも妹に罵倒されているような言葉を、他人から整然と告げられたということ。

　あらためて自分のぐうたらさ、何につけても興味が薄くて長続きしない性格を、否定されたことです。

「関係ないじゃん……」

　寝返りをうって呟くほむら。

　向上心が無かったら生きてちゃいけないわけでもなし、努力したから必ず報われるわけでもなし。

　別にじぶんは誰も馬鹿にはしていない。

　誰かに勝ちたい、負かしてやりたいとも思ってない。

　でも、帰り際に、探検部顧問はほむらたちに向かってこう言いました。

『入部を認めてほしかったら、うちの新緑祭で一位で入賞してみろ。どの部門でもいい。ただし一位だ。この学校でこの分野では誰にも負けないと、証明してみせろ』

　新緑祭は、お祭りの大好きなほむらも楽しみにしていた学校行事です。

　中間試験が一段落して、新入生を歓迎する意味をこめて生徒会の主催する、ちょっと変わったイベントです。

　確か、詳しい内容を記したプリントがあったはず。

　そう思って、ベッドから腕を……腕は届かなかったのでつま先を伸ばして、カバンをつまみあげました。

　逆さまにしたカバンから、どさりと真っ先に落ちてきたのは、昨日から入れっぱなしにしていた探検部の入部パンフレットでした。

　教科書よりもやや細身の版型で、すべすべとした表紙には、荒々しい大自然の風景をバックに『探検部入部の御案内』と記されています。

　その題名にはホログラムのリングが取り囲むように箔押しされています。

　裏返すと色々と団体名が並んでいます。

「日本国総務省……外務省……文部科学省……ＵＮＰＩＥＰ？……なんて読むんだこれ……国際連合虚惑星開拓計画……？　なんのこっちゃ」

　ひらがなの一つも無い堅苦しい単語の羅列。それだけでもうお腹いっぱいです。

　本といえば、すなわちファッション雑誌を意味するほむらの読書脳には、あまりにも負担の大きい本でした。

　なかなかページをめくる気になれずに、表紙のホログラムをくるくるとなぞっていると、思い出されるのは、先ほどの東野の言葉。

　どうにも調子が狂うのは、すべて東野のせいなのです。

　彼女に接近してくる男子のパターンは決まっています。

　ほむらが欲しいか、こいつの鼻を明かしてやろうという子供っぽい対抗心か、どちらかです。今の学校のように緩やかに無視されることには慣れていません。

　そんな境遇での東野は、彼女にとって初めて接近遭遇する未確認男子物体でした。ＵＢＯです。

　藤森教師もじゅうぶんに変人ではありましたが、彼女の粗暴な言動は理解できるのです。教室での関係でなくもっと間近で話してみれば、女らしい人だとすぐにわかりました。彼女のそれを抑えつけているのは、まさに男性への対抗心でしょう。

『ごめんな』

　自転車を押しながら、東野はそう呟きました。

　これくらいで諦めちゃうの？　私が欲しくないの？　と、そんな見当違いのことは言い出せず、気まずい雰囲気のまま別れてきました。

　そろそろ陽も落ち、薄暗くなった部屋にノックが響きました。

　扉越しに生意気な声が聞こえます。

「ほむらー？　三年寝ほむらー？　お父さん帰ってきたから」

　ほむらの父、日ひノの岡おか雅まさ史ふみは週に最低二回は早めに帰宅して、家族揃って食事することを信条としています。ほむらが継続していることといったら、せいぜいこれくらい。彼氏のいる期間であっても、すっぽかすことなく殊勝に守り続けていました。まあそれも、妹の月の受験勉強が忙しくなるか、来年高校に進学するまででしょう。

　結局パンフレットには目を通さないまま、階下に降り、食卓に着きます。

　今夜の夕食はチーズフォンデュです。ワインの香りが漂っています。

　妹が長いパン切り包丁で手際よくバゲットをサイコロにしています。

「はい、おしゃもじ」

　母にフォンデュ用の木べらを渡されました。

　食卓にアルコールランプの灯ともるフォンデュは、ちょっとキャンプのような野趣があってほむらは好きです。母・芹せり菜なにしてみれば、圧倒的に準備が楽チンなわりに、団らん感のあるメニューということなんでしょう。

　そんなわけで、冬の季節でもないのに、日ノ岡家にはこのフォンデュセットがしばしば登場します。

「ほむらっ、お鍋」

「おっとぉ」

　妹にこづかれ、ぼんやりとＴＶを見ていた視線をはがし、あわてて鍋をかきまぜます。鍋を焦げつかせてしまったら、フォンデュは最悪の地獄絵図です。

　いつもの調子で妹がぼやきます。

「フォンデュ用の電磁調理器とか、ホットプレート買えばいいのに……」

「えー、でもそのお鍋がいいのよ。可愛いでしょう？」

　ミニサラダボウルを並べながら母が抗議します。

「私も好き。この絵柄、もう見ないでも描けるなあ」

「ねえ」とにっこり。

　若くて優しい母。

　最近はショッピング中に、ほむらと姉妹に間違われることもあります。

　ほむらは母似、妹はあきらかに父似です。特に妹と父は近眼までお揃いです。

「だったら焦がさないでよね、ほむら。洗うの大変なんだから」

「私が洗うもん」

「噓ばっか」

「月ー、お姉ちゃんを呼び捨てにするんじゃない」

　風呂から上がったばかりの父が、テーブルにつきました。

　しかめっ面で月が父をにらみます。

「……お父さん」

「ん？　どうした」

「雅史さん、お風呂はこの子たちのあとにするようにしてくださいな」

「あ」

　しまったと、ぽかんと口をあける父。

　母の言葉にはまるで逆らえないところが父の可愛いところです。

「私、ぜんぜん気にしないから」とほむら。

「信じらんない」ダン、とパン切り包丁をまな板にたたきつける月。

「すまん、月。ほむらも。今度から気をつけるな」

　家族そろってテーブルにつきました。

　他愛のない会話です。

　自家用車が車検でしばらく代車になるとか、月が塾を変えたいと不平をこぼしたりとか。

　ふとテレビニュースのテロップに、見覚えのある文字が踊りました。

「ＵＮＰＩＥＰ……あんぴーぷ、って言うんだ。あれ」と呟くほむら。

「略語だから、別にどう読んだっていいんだよ。それより正式名称わかるの？」

　癪に障る月の顔に、熱々のフォンデュを押しつけてやりたい。

「し、知ってるって。国際……連盟……きょ……巨大剝はく製せい……なんとかかんとか」

「違う。それわざと？　国際連合虚惑星開拓計画！　ユナイテッド・ネイションズ・パイオニアリング・イマジナリ・アース・プログラムね」

「ふーん。で、それなに？」

　がくっ、と妹と父が揃って肩を落とします。

「今どきは社会科の試験にだって出るだろ」

　父の言葉に月もしきりに頷きます。

「ごめん。知らない。きっと月の学年からなんだね」

「そんなはずないってば。常識よ。現代用語の基礎知識よ」と月。

「ＵＮ……っていうのは、お母さんも知らないなあ」

「あーそうか。ニュースでは通称の虚ヌ惑テ星ラって呼ぶからな。うちの会社でも虚惑星関連の保険を始めるかもしれなくてな」

「あら、そうなの。でもまだ、あっちのことはよく解ってないんでしょう？」

「だからだよ。先行投資だね。そもそも保険会社っていうのは、大航海時代の貿易船がしょっちゅう難破するもんで、貴族に担保を依頼するようになったのが発祥だからな」

「イギリスのロイズ保険組合でしょ」

「うん、そうだ。月はよく知ってるな」と父。

　ほむらの胸は、かすかにちくり。

　虚ヌ惑テ星ラか……そういえば、聞いたことがある……ような。ないような。

「その虚惑星っていうのと、探検部ってもしかして関係あるのかな」

　またもや啞然とする眼鏡父娘。

「もう、その顔やめてよね？」

　ぷすっとパンに鉄箸を突き刺して抗議するほむら。

「ほむらちゃんは探検部に興味があるの？」

　と母。

「えっと、興味というか……」

「ほむら───お姉ちゃん部活やってないんだし、探検部にでも入ったらいいんじゃない？」

「むー、そういう月こそやってみれば？　バトン回すのもう飽きちゃったんならさ」

　昨年までは熱心にチアリーディング部の練習に励んでいた妹ですが、最近はその練習風景ともご無沙汰です。

「月は受験生だ。仕方ないだろ」

「そうです、お姉ちゃんとは違うの」

「可愛いのにねえ」

　残念そうな母。

「う……それにぃ、冗談じゃないって！　探検部なんて国の生け贄みたいなものじゃない。本当は行方不明になってる部員もたくさんいるのに、報道規制があって絶対ニュースにならないって噂だよ」

「……えっ」

　妹の言葉に愕然とするほむら。

　父もパンをほおばりながら無言で頷きます。

　母だけがきょとんとしている。

「そうなの？　あたしが大学生だった頃、大学の探検部で、自作のイカダで太平洋横断した人たちとかいたけど。ちゃんと全員帰ってきたわよ」

「っ……お母さんのそれは、いわゆる普通の探検部で、大学のサークルでしょ？　虚惑星はあたしたちの常識が全く通用しない、すっごく危険な場所なんだから」

「ねえ、ほかにも……そういう噂ってあるの……？」

　本当は聞きたくない。ためらいながらも尋ねるほむら。

「ほかに？　あるある。発信器付きの携帯を渡されて二十四時間監視されるとか、向こうに長時間いるだけで体に毒素が溜まっていくとか───」

「…………」

　ずいぶん剣吞な噂ばかり。ただのゴシップかもだけれど、それが東野や藤森が口をつぐんだ「国家機密」かと思ったら、ほむらには笑えませんでした。

　サラダボウルの彩りになっている、輪切りのパプリカを箸の先でなぞりながら、ほむらは打ち明けます。

「実はね……探検部に入ってみようかなあ……って」

　最初の面接でハネられたなんてことは言いません。言っても仕方がないです。

「あら、いいわねえ」

　嬉しそうに手をあわせる母。

「勝手にすればあ」

　妹は口にふくんだプチトマトのへたをぶちっと。

　つと、父をみれば、冷蔵庫から発泡酒をぶらさげて戻ってきたところ。

「ねえどうかな。お父さん」

　ほむらの尋ねた先で、缶がプシッと鳴ります。

「ん？　部活か。いいな、何か始めるのは父さん賛成だ。勿論学業が優先だが、ほむらの場合、もうちょっと体も動かしたほうがいい」

「まだ入れるかどうかわからないんだけどね」

　控えめに笑うほむら。

「大丈夫よ。ほむらちゃんなら」

「道具のことだったら心配しないでいいぞ。そういうのは服やマンガとは違うからな」

「そういうのは国が全部揃えてくれるみたいだけど……」

　あのグラウンドに建っている要塞をみれば、それは一目瞭然です。

「国？」

　と月の指先が止まりました。

　勢いよく発泡酒をあおってから、父があらためて尋ねます。

「で、何部に入るって？」

「探検部」

「母さんはとてもいいと思うわ」

「探検部って探検部か？」

　父の眉間にみるみる皺が寄っていきます。

「ロマンがあるし、仲間たちと一緒に頑張るのって楽しそうよねえ」

「ＵＮＰＩＥＰの探検部か？　虚惑星の青少年調査官か？」

　ぶるぶる震える手を堪えながら、机の先の何もない場所に置かれた缶を、そつなく月がキャッチ。

「だめだーっ！　絶対に駄目だ！」

　本日二度目のダメ出しです。

　台の上でカタカタと鍋が揺れます。ランプの炎が一瞬消えかかり、独特の鼻をつく臭いが食卓に漂います。

　憤慨する父の迫力は、予想していたとはいえ、ほむらには応えます。

「ま、まだ決まった話じゃないんだけど」

「どっちでも駄目だ！　危険すぎる！　あんなのは政治家が無策を誤魔化すための目くらましだ！　月開発と一緒だ！　ハイリスクノーリターン！」

「で、でも、お父さんの保険会社の商品にもなるくらいなんでしょ？」

「それとこれとは違う！」

　妹もここぞとばかりに父に加勢します。

「バカじゃないのほむら？　探検部は資格が要るんだよ？」

　むっとしたほむらは、つんと顎をそらして虚勢をはります。

「言わなかったけど私、探検部に入れる資格はあるの。中学生の時に適性試験を受けて、結果は良好だったの。だから……」

「そんなの聞いてないぞ。それに資格があろうと無かろうと───！」

「雅史さん、あんまり怒鳴ると体によくないわ」

「はい」

　たしなめられ、椅子の背もたれに戻った父は、見るからに怒気がくすぶっています。

　母はやわらかな笑みのまま、父に語りかけます。

「ほむらちゃんが自分から言い出したことですから、見守ってあげましょう」

「…………」

　言葉の無いほむらに、父がなんとか落ち着きを保って語りかけます。

「すまない、ほむら。怒鳴って悪かった。だが父さんは真面目に反対だ」

　母に向き直る父。

「芹菜さん、戦争に子供を送り出したい親がいるかい？」

「戦争？」

　母がきょとんとする。

「うん。探検部なんて聞こえのいい呼び方はしているけれど、これは国同士のメンツをかけた代理戦争なんだ」

　真剣な顔で父は続けます。

「ベルリンの壁の崩壊以前、社会主義国ではオリンピックメダリストを養成するために、大勢の若者がドラッグで使い捨てにされたんだ。大人になっても、いまだにその障害を引きずっている元選手たちがいて、彼らはろくな補償もされずに、ひどい生活をしているんだよ。あれこそが冷戦時代の戦争だったんだ。探検部はね、華やかな成果さえあれば何でも許されるような、秘密主義と体制主義の巣窟なんだ」

「うーん……代理戦争の犠牲になった選手の人たちは本当に可哀想だけど、ほむらちゃんはそんな悪いことには手を出さないわ」

「本人にはわからないんだ。組織ぐるみで洗脳されてしまうんだよ。それが一番恐ろしいんだ」

「多かれ少なかれ、そんなものよ？　まずはやってみないと。ねえ？」

「う、うん……」

　母のしっとりとした指が、ほむらの指先に触れます。

　ちょっとばかり家族会議に議題を提出してみただけで、実は早々に入部を断られてしまったとは言い出せない雰囲気です。

「さっき月ちゃんが言っていたのだって、あくまで噂に過ぎないんでしょう？　まだ、ほむらちゃんが危ない目にあったってわけじゃないわ。入部してみて、ほむらちゃん自身にその目で判断してもらえばいいんじゃない？」

「どうだか」ぼそりと月。

「それでは遅いよ。そもそもね、無理があるんだ。探検部の就業年齢に……」

　そこで肩を落とし、大きくため息をつく父。

「やめよう」

「そうね……またあとでお話ししましょう」

　母はまだ父の説得をあきらめてはいないようでした。

　父もここはおとなしく頷くだけです。

「鍋、焦げてる」

　うんざり顔の月が、チーズの湖を木べらで引っかくと、鍋底はガリガリと音を立て香ばしい匂いが漂います。波打ち際からはパリパリに焼けたチーズがめくれてささくれ立っています。

「あ、私、それ好き。チーズのお煎餅」

「俺もくれ」

「もうフォンデュじゃない」




　翌日。休み時間。

　新緑祭の準備が進む校内では、廊下のポスターが貼り替えられていました。

　新入部員の募集から、新緑祭の各種出し物へ。

　貼り出されたばかりのポスター群を、ほむらはぼんやりと眺めます。

　青藍高校の新緑祭は、運動部と文化部の各部が思い思いの企画を持ち寄って開催するイベントです。

　文化祭とのちがいは、二年と三年の上級生はもっぱら企画を催す側となり、一年生が参加者となるということ。そして、各部が提案し、生徒会によって選抜された十の企画で構成されているということです。そのため、提案された企画には複数の部活が合同で提出してきたものも少なくありません。

　全校あげての一年生歓迎会というところでしょう。

　順にそのポスターに目を通していくほむら。

『バスケ・バレー・ハンドボール頂上決戦』『一メートル以下は文字じゃない！　大書道展』『全力でブラスバンドが伴奏するカラオケ大会』……などなど。

　トーナメントやコンテストなど、参加型の企画が多いようです。

　その先では、残りのポスターがまだ貼り途中。

「これじゃあまだインパクト弱いんじゃない？」

「なんすか、金モールでも飾れってんですかー？」

「確かさ、夜光塗料残ってたよねー」

「やめてください。つーか、夜に目立ってどうすんですか」

　長身の女子生徒が、ポスターを貼る男子にあれこれと指示を出しています。

　女子生徒はいかにも監督然とした態度の三年生。

　学校の朝礼でも、たびたび見た覚えがある顔です。あれは確か……

「ほれ」

　突然、その先輩が向き直り、ぽんと丸めたポスターが手渡されました。

「一年Ａ組の日ノ岡穂群さんね？」

「はい。あっ、あの、名前を───？」

「生徒会長たるもの当然のつとめですよ」

　直立不動で胸をはる生徒会長。

「あ、噓ですから。たまたまです」

　耳打ちする二年生を、ポスターでパカンと殴ります。

「六ろく地じ蔵ぞう会長、ですよね」

「Ｙｅｓ！　青藍高校生徒会長、六ろく地じ蔵ぞう宝たから。六地蔵宝をよろしく！」

「は、はい。よろしくお願いします」

　それはそれはパワフルな握手です。

　この学校にきっぷのいい女性が多いのは何か引きつけるものでもあるのでしょうか。

「どうかな、日ノ岡さん。そちらの企画なんかおすすめだな！」

　手渡されたポスターを指さす生徒会長。

　言われるままにポスターをするすると開くと、芸妓というか舞妓さん風のしどけない着物女性のイラストと共に、企画タイトルが現れました。

「『茶道部・水泳部合同　大和撫子コンテスト』……」

　これは、いわゆるあれです。

「いまどきミスコンとかセクハラですよねえ……」

　とぼやいて、またもや殴り倒される二年生。

　尻に敷かれ気味の先輩男子は、確か生徒会の会計役です。

「あんたねえ、こんなウケの取れる企画はないのよ。伊達に毎年恒例でやってるわけじゃないんだから」

「よく学校が許可してくれましたね」と感心するほむら。

「名目上は水泳大会だから」

　苦笑いのほむらに、しれっと答える生徒会長。

「はあ……えっ？」

　思わずポスターを二度見するほむら。

　よくよく企画要項に目を通してみれば、茶点ての芸術点と、五十メートル自由型の技術点との合計点で競われるという変態ルール。

「我が校自慢の屋内プールが大活躍するってわけよ」

「その場で着物を脱いで水着に着替えるところがハイライトです」

「うひゃ……」

　ショーアップにもほどが。

「でも、せっかくなんですけど、一年生にはハードルが高いというか、あんまり進んで参加したがるとは思えないんですけど……」

「ふふふ、優勝者には図書券。そして副賞は……所属部の予算二倍権！」

「あ、なるほど」

　それは、各部がこぞって精鋭を送り出すわけだ。

　生徒会は恐ろしいところです。

「かくいうわたしは一昨年の優勝者である」

　得意満面に、両手親指で自分を指す六地蔵。

「わあ、すごいですね」

　素直に感心するほむら。

「いいわよ褒めてもっと褒めて」

「……ほんとひどいもんです。生徒会おやの総取りですから。だから去年からは技術点の割合が大幅に下がったんですよ」

「余計なっ、ことをっ、言うなっ！」

　ポスターが激しく折れまがるほど、叩かれまくる会計さん。

　叩かれながらも、ちゃんと作業を続けているところは実に手慣れたものです。

　目を輝かせてほむらを振り返る生徒会長。

「じっさいどうカナ？　日ノ岡さんなら、着物もよく似合いそうだし、かなりいいセン狙えると思うんだけど」

「あの、せっかくですけど……私、お茶の作法も知らないし、水泳も得意じゃないし……おまけに本もそんなに読まないので」

「大ー丈夫。あんなの遊びだから。結局人間は中身だから。中身は外見に出るの。外見のきれいな人は心もまっすぐに育つの。あと着物を脱ぐ時はなるべく色っぽく脱いでね」

　ねっ、と言われても返答に困るわけです。

「有力候補がいないと、先輩のトトカルチョ計画も崩れてしまう……と」

「山やま科しな、あんたそろそろ黙らないとねえ」

　内緒だゼ、と唇に人差し指を置いてほむらに目くばせする会長。

　どうやら今年も生徒会から擁立した刺客を送り込む算段のようです。

　生徒会は本当に恐ろしいところです。

　またポスターを振り上げた生徒会長の動きが、はたと止まりました。

「そういえば、日ノ岡さんは何部だったっけ？」

「私は……いえ、帰宅部なんです」

「マジ？」

「はい」

「じゃ、生徒会入んない？　入って？　入れ!?　カマンジョイナス!!」

「って会長？　もう今年の役員は決まったでしょ」と山科。

　確かに生徒会役員選挙は、先日、対立候補なしでつつがなく終えたばかりです。

「会計のポストが空いたからたった今」

「おい」

　笑いながら、空の掌をさしだす生徒会長。

　ほむらからポスターを受け取り、会長みずから壁に留めていきます。

　ほむらも端を押さえて手伝います。

　勧誘を断られた空気を察した会長は、名残惜しそうに頷きます。

「そーか、それは残念だ。……ま、それはそれとして、いつでも遊びに来ていいからねぇ。会計が不慮の事故で死んだりした時に備えて、生徒会の雰囲気に慣れておくといいと思うなあ」

「あ、ありがとうございます。嬉しいです」

　会計の山科先輩は、さらなる飾り付けを取りに準備室へパシリ中。

　最後の一枚、さんざ殴り倒されてヘコんでしまったポスターを押し伸ばしながら、ほむらは会長に尋ねました。

「あの、会長？　一ついいですか？」

「なにかな」

「新緑祭には探検部は出ないんでしょうか」

「ああ、探検部ねえ」

　押しピンを置く位置に悩みながら、会長は呟きます。

　整然と貼り出すのはもはや放棄されて、むしろぐしゃぐしゃ感を活かしたアートでいくことにしたようです。ポスターを製作した部にとってはいい迷惑。

「今年は残念ながら企画の提出はなかったなあ。わたしも期待してたんだけど」

「やっぱり部員が二人だと、難しいんでしょうか」

「ん、三人だよ？」

「え？　探検部って二人じゃ───」

「…………」

　しばしの沈黙ののちに、六地蔵はほむらに向き直りました。

　こころなしかその表情に硬さがあります。

「誰から聞いた？」

「えっと……東野くん、です。探検部の」

「あの小僧……」

　憎らしげな眼差しで、指先のピンを睨む六地蔵。

　すっと表情を緩めてほむらに向き直ります。

「もしかして日ノ岡さんって───」

　そう言いかけながらも、六地蔵はふっと言葉を切ります。

　ほむらの肩越しに投げかけられた彼女の視線。

　なにげなく振り返ってみると廊下を抜けたその先に、細身のジーンズのシルエットが立っています。

　束の間、六地蔵とその人物との視線は鋭く拮抗していたかのように思えました。

　ですが結局、相手はすぐその場を歩き去り、生徒会長もまた、ただ肩をすくめてほむらに言うのでした。

「ん、いいや。気にしないで。勘違いだわ」

「はあ」

　ほむらもそれ以上追及はしません。

　手伝いの礼を言われて送り出されます。

「ありがとう、日ノ岡さん。気に入った企画があったら、ぜひ参加してみて？　お祭りは巻き込み巻き込まれてなんぼだ！　ロールユー！」

「か、考えてみますっ」

「前向きに検討よろしく！」




　その日の帰路。

　通勤快速のなかで。

　別の高校に通う友人に、メールを送りつけようとした指先が止まります。

　摑みのギャグが満足に練れなかったのと、どうしても愚痴、というか相手への不平不満のようになってしまう文面に嫌気が差しました。

　結局そのメールは破棄して、手すりにもたれて車窓を眺めます。見飽きた路線の風景が流れていきます。

　そろそろ夕暮れという頃。

　駅に着いて改札から出ると、またあのサマーセーターの女性がいます。

　ほむらは駅キオスク脇の自販機で紙パックのコーヒー牛乳を買い求め、その場でストローを挿しながら、女性の様子をしばらく見やっていました。

　いつものように控えめに声をかけて、チラシを手渡そうとしていますが、手に取ってくれるのはせいぜい三十人に一人です。

　この駅で彼女を見かけるようになって、かれこれ三年。

　電車通学するようになってから気づいたことでしたが、女性は週に決まって一回、または二回（二度目は休日に）、少しずつ曜日を変えて現れるのでした。

　毛玉の目立つサマーセーター。短い髪。最初に見かけた頃は、もっとずっと長い美しい髪でした。それが後ろに束ねるばかりになり、やがて今みたいに短くなって、勿体ないなと思ったのを憶えています。

「……お化粧、うすいな」

　コーヒー牛乳をすすりながら、駅舎の壁を背にして、ほむらは女性をぼんやりと眺めています。

　女性は化粧も最低限で、その乗りも決して良くはないようです。

　まだだいぶ若いはずです。たぶん二十代後半でしょう。けれど指や目元には、拭いきれない苦労がにじんでいます。

「いつまで続けるつもりなんだろ……」

　ほむらは、彼女を最初に見た時は、あ、可哀想だなと思いました。

　自分の身近で起きたならどうしようと恐ろしくもなりました。

　でも今ではすっかり見飽きてしまって、何の感情も湧かず、駅の背景に埋もれてしまっています。時折ささいな変化があったりして、目に留まるようなことがあると、辛気くさいなと感じてしまう自分がいます。

　駅掲示板には、彼女の配るチラシと同じものが貼り出されています。違うのは貼り付けたテープが変色するほどに色褪せてしまっているということ。

　ほむらの足下にも一枚、チラシが風でめくれました。誰かが受け取りながら手からこぼしてしまったものでしょう。

　しゃがみこんで拾いあげます。





『この子を探しています』






　もしも捨てられない望みを抱いてしまったら、どうやって諦めたらいいのでしょう。

　まだ幼い赤ん坊の写真が、きょとんとこちらを見つめています。

　行方不明時は一歳一ヶ月だったと書かれています。

「じゃあ、もう四歳だよ……」

　行方不明時の服装は───そんな情報は、まるで無意味。

　最後に見かけられた場所は、この駅からすぐ近くにあるデパートのレストランフロアです。

　その場所にしたって、もうデパートは撤退してしまってレストラン街も無くなって、代わりに二十四時間営業のスーパーとダイソーが入っているだけです。

「ほんとうだったら、幼稚園に通って、七五三の参拝をして……」

　田舎のお祖じ父いちゃんお祖ば母あちゃんにちやほやされて、誕生日ケーキを食べて。

　この赤ん坊と彼女の、身近にいた人は今どうしているんでしょう。どうして、ここにいないんでしょう。必ずいるはずの、この子の父親は───

　そんな事情のすべては、どうせ、ほむらとはまぁるで関係の無いどーーでもいーーことです。

　世の中には、今日も不幸な人がたくさんいて、不条理な事故や事件で命を落としたり、かけがえのない家族を失っています。自業自得の人はもっといっぱいいます。

　子供を失った彼女よりも不幸な人はいるのです。幸せを比較できるのなら。

　そんなの気にしていたら、どこへ行けるっていうんです。

　ポップスは唄っているじゃないですか。

　自分が幸せにならなかったら、どうやって人を幸せにできるの？

　マンガだって叫んでます。

　変わるんだ。思い出は消えない。だから、忘れろ。

「無理だよ。誰か───」

　誰か？　誰が？

　彼女はあの場所でずっと、人の流れの中に立って、からくり人形みたいにぐるぐるとまわって、頭を下げ続けて……

　オネガイシマス。オネガイシマス。オネガイシマス。

「あの」

　いつのまにか、ほむらは女性の前に立っていました。

　片手にチラシ。もう片手にはコーヒー牛乳の紙パックを握ったまま。

「……？」

　一瞬おやっとなった女性は、すぐに柔らかく微笑みました。

「おかえりなさい」

　制服をまぶしそうに見つめます。

　彼女の微笑みを初めて見たかもしれません。それがどれだけ寂しそうでも、ほむらは声をかけて良かったと思いました。

「高校生になったのね」

「あ、はいっ。あの、私……」

　さっと、壁際に走りカバンを置いて、また戻ります。

「あのっ、もしよかったら私、手伝います」

　チラシの束に向けて、両手を差し出します。

「ありがとう。でも、大丈夫」

　大丈夫。その言葉はずしりとほむらの胸に響きます。

　たとえるならヘビー級ブロウ。

　自分の気まぐれで無責任な思いやりは、リングの外まで軽く吹っ飛びました。

　差し出した手のやり場を失って凍りつくほむら。

　周囲を行き過ぎる通勤客たちが、ちらりとほむらを見やって、またすぐに夕暮れの駅ロータリーに溶け込んでいきます。

「いえ、あの、私───」

　見られるのは気になりません。ただ、くたびれきった女性の眼差しが───

　なのに、その奥底では毅然とした意志を失っていない母親の瞳が、ほむらを緊張させるのです。

　マンガやドラマで繰り返された正義と同情の言葉が頭を駆け巡ります。でも、

「い、家に帰っても、やること無くって、退屈なので」

　───出てきたのはそんな最低の言葉でした。

「……だ、だめですか？」

「………………」

　ほんのちょっとの沈黙。

　くすり、と女性が笑いました。

「じゃあ少しだけ、頼んでもいいかな？」

「はい。すいません。わがままいって」

「いいえ。ありがとう。嬉しいです」

　チラシの束の半分を受け取ります。ほんのりとインクジェットの匂い。

　見慣れた女性のやりかたを真似て、通勤客や家族連れ、同年代の学生に向かって、声をかけながらチラシを差し出します。

　別に何も変わりません。ほむらの顔を見て珍しそうに受け取った相手も、お馴染みのチラシを見るなり、興味を失ってぐしゃぐしゃとポケットに詰め込んでしまいます。

　結局、思うようにチラシをさばけないまま、帰宅ラッシュのピークは終わりました。

　一息ついた女性が、ほむらに深々と頭を下げます。

「よろしければ、お名前を聞いてもいい？」

「はい、私───」

　ほむらが名乗ると、女性は自分の名刺を渡してくれました。

　それはチラシにあるのと変わらぬ連絡先でしたが、ほむらは大切にその名刺をパスケースにしまい込みました。生まれて初めて受け取った名刺でした。
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「遅かったわね！　軽戦士！」

「あ？」

　東野が顔をあげると、頭上から見下ろすほむらと目が合いました。

　踊り場で折り返す階段の上段から、手すりに両腕でもたれかかるようにして、ほむらがのぞき込んでいます。

「あなた、あれくらいで諦めちゃうの？」

「……はあ？　部の勧誘のことか？」

　ほむらが東野と対面するのは休日を挟んで四日ぶりです。

「そう。それくらいで放り出しちゃうの？　私が欲しくないわけ？　適性スコア【八〇：Ｂ】。この超有望な調査官候補生をモノにしたくないの？」

「おめえ、パンツ見えてんぞ」

「なっ、何色だ」

「アホか」

　マイペースで一歩一歩、階段の踊り場まで登る東野。

　顔を赤くしたほむらが階段を駆け下りて合流します。

　東野は、真剣な顔でほむらに告げます。

「あきらめてねえよ」

　がりがりと頭をかきました。

「あれだけ言われたら誰だってショックだろ。気持ちを整理する時間が……いるって思ったんだよ」

　この山猿にもそんな配慮ができるとは、ほむらにとっては大層な驚きでした。

　ここ数日、ひとりで煩悶していたほむらの胸にふつふつと湧き上がってきた、やり場のない怒りが少しは静まりました。

「そ、それは、ありがとう。でもね、私、決めたから」

「なにが……」

　ニヤリとしたほむらは、握り拳で東野の胸を小突きます。

「いや、アレか？　モリちゃんの『条件その一』か？」

「うん。ちょっと来て」

　東野の袖を引っ張って、また駆け出すほむら。

　二人がやってきたのは六地蔵生徒会長たちがポスターを貼り出していた、長い掲示板のある廊下です。

　新緑祭。その十大イベントが、ずらりと並んで新入生を待ち構えています。

　なかなかの人だかりです。

　一年生たちは気になるポスターの前に陣取って、あれやこれやとイベントの内容を吟味しあっています。

　そこへ現れたほむらには、いやでも注目が集まりました。

「みんな楽しみにしてるのね」

「…………」

　東野もまた、もの問いたげにほむらを見つめます。

「さて、どちらの企画にしたと思うかしら？　東野くん？」

「おまえさっきと態度違くねえ？　あー、そうだな……」

　東野は一通りポスターを眺めわたしながら、数日前の会話を回想します。

　藤森教師の提示した条件その一。

　新緑祭イベントのどの部門でも良い。優勝し、学校で一番であると証明すること。

　これ、厳密に考えれば、二年三年は出場しないのですから、学校全体ではなく、学年で一位ということになるのですが。ハンデのつもりなのかもしれません。

　しかし、それを彼女に伝えたところで、何の気休めにもならないことは解っています。

　東野は目の前のポスターを指さしました。

「……これじゃね？　『園芸部・手芸部合同企画　食べられそうで食べられない少しだけ食べられるフラワーアレンジメント』」

「惜しい。ハズレ。違います」

　すまし顔で、首を振るほむら。

「なぜそれだと思いましたか？」

「花柄だったから」

「はなッ───ちょっ、てめ」

「なんだよヒントかと思ったろ」

　また顔を染めて、スカートを押さえてあとじさるほむら。

　あきれ顔で早々にお手上げポーズの東野。

「さあな？　教えてくれ」

　ほむらは生徒たちの背後を横にずれていき、合法ミスコンならぬ『大和撫子コンテスト』は素通りして……とある企画の前に立ち止まりました。

「これです」

「サイケデリックなポスターだな」

　ほむらが掌を置いて示したのは『家庭科部　お弁当コンクール』でした。

　皺だらけのポスターには、一面に大きな弁当箱が描かれ、折り紙で作られた色とりどりの具材が、立体的に貼り付けられています。

「なるほど」

　東野はポスターを見据えて腕組みしました。

「ねえ、日ノ岡さん？」

　たまたまその場にいたクラスの女子が、話しかけてきました。

「日ノ岡さん、『大和撫子コンテスト』には出ないの？」

「う、うん。私こっちの『お弁当コンクール』に参加したいの」

　クラスの女子がそれは残念そうな顔をします。

「えーっ、もったいない。わたし、先輩から聞いたんだけどさ、この毎年恒例の企画、生徒会の予備選って言われてるらしいよ」

「なんでだ？」

　東野が口を挟みます。

「あっ、Ｃ組の？　東野くん？」

　東野はそれなりに女子の間でも知られているようです。

「うちの学校って代々、圧倒的に女子の生徒会長が多いから、この企画で有名になっちゃうと、もうほとんどそれで決まりなんだって」

「ん？　もう生徒会選挙は終わったろ？」

「一年でいきなり生徒会長にはならないでしょ。二年生であらためて会長に立候補するってことじゃない？」とほむら。

「女系社会ってことか」

　東野はなるほど、と頷きました。

「まあいいや。それより、問題はおまえの方だよ」

「そ、そうね」

「日ノ岡の決めたことだから。俺は口出しはしない」

「ご配慮いたみいります」

「でもやっぱりわかんねえな。『大和撫子』は要はミスコンなんだろ。どうして、こっちにしないんだ」

「口出してるじゃない、思い切り」

　クラスの女子も詰め寄ります。

「そうよ。日ノ岡さんなら絶対優勝狙えるって。っていうか、わたし、日ノ岡さんの着物姿見たいなあ～」

「水着くらいどうってことないだろ」

「ちょっと、きみたち」

　ほむらがたじろぐと、その背後にはさらに男女生徒の人だかりが出来ていました。

　興味津々にほむらの様子をうかがっています。

「日ノ岡さん『大和撫子』出んの？」「俺っちも応援にいくよ？」

「わたし水泳部なの。日ノ岡さん、ぜひ出場してほしいなあ」

「茶道部もいるぞ。なんならお作法、特訓コースで伝授するから」「おまえ、それ出来レース過ぎ」

「い、いえ、あのね？　私、『お弁当コンクール』に出ようかと───」

　お祭り好きな生徒たちの気迫に圧されたほむらが、振り返って東野の姿をさがすと、壁際で感心顔で女子と会話しています。

「日ノ岡って人気あんだな」

「それちょっと今さらじゃないの？　東野くん」と女子生徒。

　ぐぐぐ奴め、所詮はエロ男子の一角か、と内心で毒づきます。

　周囲に雰囲気ができると、つい乗せられてしまうのがほむらの弱いところです。

　でも、今回だけは負けるわけにはいきません。

　意外なところから、助け船が出されました。

「ふーん。おべコンか」

　背後から、ほむらの肩越しにポスターを覗いていたのは教師の藤森でした。

「お、モリちゃん」

「藤森……先生」

　淡々と藤森はほむらに告げます。

「いいんじゃない。やってみたら」

「応援してくれるんですか」

「応援できないからいいんじゃないか」

「……はい」

　ハッとしたほむらは、しっかりと頷きます。

「ひでえな先生」

「色気づくなよ、一年坊主どもが。人生は色気より食い気だぞ」

　東野の非難も軽く受け流して、職員室へ去っていく藤森。

　結局ほむらには『大和撫子』の脈無しとみると、人だかりも解消してまばらな廊下に戻ります。

　ほっとしたほむらに、東野は言います。

「さっき、ああは言ったけどさ。コレって一本絞ったんなら、それでとにかく頑張ってくれ日ノ岡。こっちはこっちで出来ることをするからよ」

「うん、ありがとう。……ところで具体的には何を？」

「細かいことはあとでな」

　確かにそろそろ休み時間も終わりです。

　午後の選択授業の教材を教室に取りに戻らないといけません。

　東野と別れて、その場にまだたむろしていたクラスメートの女子と共に、掲示板の廊下を去ろうとしたほむらは、ふと一人の女子生徒が目にとまりました。

　一人きりで、胸に教材を抱えて、すこし寂しそうにポスターをみています。

　ほむらはにこやかに話しかけました。

「九条さん？」

　同じクラスの九条織江です。

　一緒に下校しようとしてフラれてしまって以来、久々に言葉をかわしました。

「九条さんは何か参加するの？」

「…………いいえ」

　九条は小さく首を振ります。

「これって自由参加でしょ」

「うん、そうだけど。基本はお祭りでしょ。勝ち負け関係ない企画もあるよ」

「あなたは出るの」

「私は、この『お弁当コンクール』に出ようと思ってます」

　無表情でほむらを見つめる九条。

「そう」

　と呟くと、すっときびすを返し特別教室へと向かっていきます。

　午後の授業の予鈴が鳴りはじめます。

　急ぎ足で歩きながら、ほむらの脇でクラスの女子がささやきます。

「九条さんって……ちょっと怖い感じ」

「えっ？　そんなことないよ？　私、同じ中学」

「それは知ってるけど。放課後もすぐ帰っちゃうし、あんまりノリよくないよね」

「うーん……」

　帰宅部については、ほむらも何も言いません。

　九条のことは何も知らないのだと、あらためてほむらは思いました。
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　早朝。

　日ノ岡家。

　朝早くから出勤していった父の車を見送り、庭で新聞を広げる月つゆ。

　ひやっとした朝の気配が、パジャマの裾から忍び込んできます。

　雲間には所々晴れ間がのぞいていて、今日はいい天気になりそうです。

「コボちゃんも遂に高校生か……」

　ブレーキ音が響きました。玄関前から聞こえてきたような気がします。

　聞き慣れた郵便配達の自転車とは違います。ましてやアグレッシブなヤクルトおばさんでもありません。

　月が玄関にまわってみると、高校制服の男子が自転車にまたがったまま、パンなんか齧かじってます。東野です。

　月が顔を出したのに気付いたら、あわてて食べかけを飲み込みました。

　威勢の良い挨拶が飛んできました。

「おはよう！」

「……お、おはようございます」

　新聞を広げたまま、引け腰で挨拶する月。

　誰？　何なの？

　あたしパジャマ見られてる？　通報？　通報？

　折り重なった疑問符が月の頭を駆け巡ります。

　じっと月を見つめていた東野が尋ねます。

「もしかして、日ノ岡妹？」

　こくこくと頷く月。

　携帯を出して現在時刻を確認する東野。

「……ほむら、まだ寝てる？」

　またもや、こくこく。

　月はすぐさま玄関にとって返し、二階に駆け上がります。

「ほむらっ、ほむらっ！」

　ノックを省略してほむらの部屋に飛び込み、掛け布団をひっぺがしてベッドで丸まっている姉をたたき起こします。

「起きてよ、ほむらっ」

「……なに……まだ眠いのじゃが……」

　ほむらが薄目で月を見ます。

　枕元に積まれていた、おかずレシピの本の山が書籍流となって崩壊します。

「誰か来たって言ってんの！」

「…………ジョアで……」

「ヤクルトおばさんじゃないよ！　知らない男ひと！　ほむらの知り合い？　元カレ？　ストーカー!?　通報？」

「……ええ～？　どちら様……？」

　のそのそとベッドから這い出し、窓に向かって四足歩行するほむら。

　もともと足りない姉の威厳が、寝起きは完全にゼロです。

「ほむら、前っ、ボタンっ！」

　出窓から身を乗り出すほむら。

　月は上から姉に覆い被さって、開けっぱなしの寝間着の胸元を寄せて隠します。

　玄関前の路上から、東野が手を振っています。

「おはよう日ノ岡！　今、起きたのかよ？　早く降りてこいよ！」

「…………」

　ぼんやりと見おろすほむらは、ようやく目の焦点が合ってきました。

「なにしてんの、人ん家の前で東野くんは」

「なにしてんのじゃないだろ。昨日ちゃんと伝えたろ？」

「なんだっけ」

「ランニングだろ。走り込みだよ！」

「……あー……あー……そうかそうか。そうでした」

「大丈夫か？」

「ごめんちょっと待って」

「五分だぞ」

　窓のカーテンを閉めて部屋に戻り、のろのろと着替えを取り出します。

　ほとんど使ったことのないトレーニングウェア。いつだったか、その時の彼氏の趣味に合わせて購入したものです。

「髪、やろうか」

　浮かない声で月が言いました。

「ん、いいよ」

　脱げかけのパジャマで鏡台に向かうほむらは、さばさばしたもの。ウェアに付いたままのクリーニング店のタグを取り外しています。

「そんなに待たせらんないし。寝坊しちゃったの自分のせいだし───これで、どうにかする」

　そう言ってランニングキャップを掲げてみせるほむら。

「誰なの、あのひと」

　怪訝顔で月が尋ねます。

　聞きたいことは色々あるのでしょうが、やはりそれが一番気になります。

「ん？　学校の友達」

「そういえば青藍高あおこーの男子制服か……じゃあ、新しいカレシ？」

「だったら、話は単純だったんだけどねえ」

　窓の脇に立って、カーテン越しに玄関先を盗み見る月。

　問題の男子は、暇をもてあましてその場で自転車の曲乗りなどしています。

「……ほむら、あーゆー趣味だったっけ？」

「だからカレシじゃないったら」

　手際よく髪をうしろでまとめるほむら。帽子をかぶればばっちりです。

「実は、私もよくわかんない」

　何を着ても似合ってしまうほむらを、月は恨めしそうに見ました。

「とにかく、これから毎朝来るらしいから」

　いきなり朝から、とんでもないことを告げる姉。

　これが父が出かける前だったら、ちょっとした修羅場でした。

「えーっ？　毎朝ぁ!?　ちょっと、お、お母さん……!?」

　階下の母に助けを求めようとした月は、玄関扉の音を耳にして、再度出窓に駆け寄りました。

　ちょうどエプロン姿の母・芹菜が外に出ていくところです。

　きっちり頭を下げて挨拶する東野に、ジュースなんか手渡しています。

「お母さんには、昨日の晩に言っといたから」

「ぐぬぬ……せ、せめて夕方とかでさぁ……」

「よしっ。完璧だ」

　びしっと、鏡に向かってキメるほむら。気分だけはいっぱしのアスリート。

　洗顔したりなんだりで、東野はさらに十分は待たされるでしょう。

　その間にも玄関先からは、親交を深める東野と母の、ほがらかな会話が聞こえてきます。

　かくなるうえは父の助勢を求めるしかなさそうです。

「あ、そだ、月。シューズ貸してね」

「自分の履けば！」




　お昼休み。

　ほむらは弁当フレンズたちに思い切って頭を下げます。

「ごめんなさい、牧まき野のさん、みんな。今日からしばらくお昼タイムは別行動で……本当ごめんなさい！」

　机に両手をついて平身低頭のほむら。

　そんな彼女を、腕組みした牧野は軽蔑しきった眼差しでねめつけます。

「……今、なんて？」

　昼飯時の教室。

　並べた机を前にした女子たちが、窓側の陽光を背にシルエットと化しています。

　机に肘をつきながら指先を組み、おごそかに呟きます。

「オトコだな」「オトコだね」「もう帰ってこないね」「短い友情だったね」

　牧野は片足を椅子に持ち上げ、前のめりにすごみます。

「のう、日ノ岡の。そう簡単にうちのシマを抜けて、カタギになれると思われちゃシメシがつかないんじゃ」

「…………」震えるほむら。

「沈めちまうか……」

　ピストル形がたに握られた牧野の指が、ゴゴゴゴとほむらの鼻先に突きつけられます。

　指がぴとっと頰に触れ、びくっとするほむら。

「ひぁうっ」

「……日ノ岡さん、顔に消しゴムの跡ついてる」

「え……？　や、やだ」

「さっき居眠りしてたもんね」

「あーほんとだ。『ＮＯＭＯノモ』って読める」「ねーよ」

「じゃあ『ドスッテラー』」「ねーよ！」

　泣き笑いのほむらを真ん中にして、机はひとしきり笑いに包まれました。

　牧野は優しく言います。

「新緑祭の、おべコンに出るって決めたんでしょ？」

「う、うん」

　ほむらの手元には大きな弁当箱の巾着袋が。そして下にはレシピ雑誌。

　言ってしまえば「単純」ですが、わかりやすいのがほむらの良いところ。

「そうなんだ？」

「じゃ、あと二週間じゃない。頑張ってよ」

「それ、誰が味見するの？　ちょっと羨ましいんだけど」

「だよね。残念だなー。日ノ岡さん、話してみると面白いのに」

「最初、もっとおとなしい人かと思って、ちょっとツッコミづらかったけど」

「なんて言うんだろ。食らい投げ？」

「食らい投げ？」格ゲーですか？

「そーそー。ボケに突っ込んできたところを待ち構えて、エイヤッて逆方向にぶん投げる感じね」「イミわかんねー」「別の意味でイジるのに勇気いる」

　中学時代の雰囲気が戻ってきたような気がしました。

　後ろ髪をひかれる想いで、ほむらはその場を後にします。

「…………」

　なにげなく教室を見渡したほむら。ですが今日の昼休みもやはり九条さんの姿は教室にはありませんでした。




「ランニングどうだったよ」

「そんなにきつくなかった」

「噓つけよ。坂道で超息あがってたろ」

　中庭の芝生付近には、ウッドデッキが敷かれ、ベンチが置かれています。ちょっとした公園みたいですね。

　昼時は早い者勝ちの人気スポットですが、ほむらと東野の二人は運良くベンチを確保することができました。というよりも、周囲に遠慮されたのかもです。だって他のベンチは何処もカップルばかりですから……

「今日は時間が足りなかったからコース半分で切り上げた。明日からは倍だかんな」

「ちょ、そんないきなり」

　あぐらを崩したような格好でベンチにかける東野は、ほむらをまっすぐに見つめます。

「運良く新緑祭で優勝を勝ち取れたとしても、それでいきなり探検部の活動開始ってわけにはいかねーからな」

「わかってる」

　拳を握って頷くほむら。

「基礎体力が大切なんでしょ。そのくらいは読んだってば」

「お」

　東野が眉をあげます。

「ようやく読んだのか、探検部のパンフレット」

「まあ……難しいので、すこしずつですが」

「いいよそれで。じゃあこっちも頂くとするかな」

　ほむらと東野の間にはファンシーな弁当箱が二セット置かれています。

「いいんだろ？」

「……どうぞ」

　緊張した面持ちで頷くほむら。

　ふたを持ち上げて、弁当をのぞきこむ東野。

「見た目は普通だな」

「……そ、そう？」

　魔法瓶に容れたスープを二人ぶんのカップに注ぐほむら。

「いただきます！」

「どうぞ召し上がれ……じゃ、私もいただきまーす……」

　相手にカップを渡して、おずおずと自身の弁当に手をつけるほむら。

　勢いよく箸をひらめかせて、弁当をかきこむ東野。

　最初の一口目は無表情です。

　二口目にしてひどく怪訝な表情になり、三口目にいたって完全に確信する渋面に変わります。

「…………っ……！」

　口直しにスープを手にとって、ようやく人心地つきました。

「…………」

　無言でほむらを睨みます。

「…………日ノ岡」

「ど、どうかな？」

「もしかして、おまえ料理はじめてか？」

「言わなかったっけ？」

「初耳だな」

　東野はもう一度、何かの勘違いであれとばかりに気持ちを新たにして箸をつけますが、結果は変わりませんでした。

「……日ノ岡。俺はな、仮にも食わせてもらっている身だ。『不味い』とは言わねえよ」

「イッテマスヨネ？」

「ただ、これで、家庭科部の薫陶を受けた女子メンツが参加するおべコンに殴り込もうって度胸はどうなんだ、あ？　なんだ、ユーモア賞とかいらねえぞ？」

「そ、そこまで言いますかー」

「おい、おめえ。それなんだよ」

「え？……これ？」

　ＣＧみたいな笑顔で、自分の弁当を背後に避けるほむら。

「オベントウデスヨ？」

「全然、中身が違うじゃねえか。なんだそれ」

　ほむらが背に隠したのは、一目でわかってしまう母手製のお弁当です。

「だ、だってお母さんが、間違えていつも通り三人分作っちゃったんだもの、うちは父・私・妹でワンセットなんだもの」

「ほおう」

「ほら、その試作品一号機もね？　元の食材はれっきとした食べ物だったわけだし、捨てちゃったりすると、調理によって増加した二酸化炭素とかも無駄になっちゃうし」

「なんで俺が地球環境の面倒をみて、おまえが人間の食事をしてんだよ」

　弁当箱を、ぐりぐりとほむらの顔に押しつける東野。

「おまえ自分で食ってみろコレ。なんでこの卵焼きはコーヒーの味がするんだ？　あ？」

「ごめんなさいごめんなさいい」

　一気に消沈するほむら。

　真顔になり、ぽつりと呟きます。

「交代で試食ってのはどうかな。あるいはロシアンルーレット的な───」

「バカ言えよ。明日からちゃんと二人ぶん作れよ。コンテスト本番じゃあ、五人分用意すんだぞ。練習にもなんねえだろ」

「ううう、了解」

　まあ、昨晩自宅での奮闘中、味見の段階で薄々わかっていたことですが。

　献立の雑誌などを持参したほむらですが、今日はとてもその相談どころでは無さそうです。

　しかし責められっぱなしというのは、ほむらの性に合いません。

　ふつふつと（筋違いな）怒りが湧いてきました。

　たとえば、朝のランニングとか───

「……ねえところで、なんで私だけが走って東野くんは自転車なのかな。ずるくない？」

「おめえの体力強化だからだろ！　俺はもう朝練は済ませてから来てんだよ！」

「おお。スポーツ少年。さすがだ」

　ということは、いったい朝の何時に起き出しているのやら。

　ほむらには全く未知の領域。

「東野くんは、一緒にお弁当食べる友達とかいなかったの？」

「あ、いねえよ？」

　しれっと答える東野。

「……そっか、ごめん」

「弁当っつーか俺はパンとかだけど、三限か二限の休み時間で食っちまうからな。他の連中もそんな感じ」

「は、早弁か。じゃあ昼休みは何してんの」

「バスケだな」

　なるほど。ほむらたちのいる中庭から、校舎を挟んで反対側からは、ボールのバウンドする音と歓声が聞こえてきます。

「悪いね」

「いんだよべつに。遊びだから。なのに、おまえとメシ食うんでしばらく抜けるっつったら首は絞めるし、両足抱えてブン回すしよ。全く、あいつらにこれ食わせてやりてーよ、なあ！」

「ハハ……善処したい」

　その後、平等に取り分けられた試作弁当を、時折ああ、とかうう、とか呻き声をあげながら口にする二人。

　渡り廊下の向こうに望む青空には、銀色の昼の月が神々しく浮かんでいます。

「ねえ、東野くん」

「おう」

「虚ヌ惑テ星ラって遠いのかな」

「行ってみたくなったか？」

「ううん、あんまり」

「んだよ」

　失意の表情でぼやく東野。

「っていうか、肝心なことが全然書いてないのよ、あのパンフ。なんか脅し文句ばっかりで」

「仕方ねえだろ。調査官を守るためでもあるんだから」

「あれじゃ、お父さんを説得するの難しいだろうなあ……」

「そっか。うちはすんなりＯＫだったから、そこは俺も助言できないな」

　月を見つめる東野の眼差しは、真剣です。

「御母堂は、すっかりその気で応援してたけどな。おべコンに関しては勘違いしてたっぽいけど。まあ、探検中のメシに毒とか盛られたらかなわねえし。ある程度予行演習にはなるか」

「私が徹夜で作ったお弁当を毒と、毒とまでいうか」

　自嘲気味に呟きながら、スープのお代わりを手渡すほむら。

　カップを受け取りながら東野は、ぺこりと頭を下げました。

「……いや、悪い。言い過ぎたな」

「そうだよ」

「気にすんな。どんどん持ってこいよ。いくらでも味見してやる」

　殊勝に頭を下げるほむら。

「こちらこそお願いします。正直、これは他の人には頼めんですわ」

　───あまりに恥ずかしくて！

　東野は、空に眼差しを戻して語ります。

「虚惑星は距離とか関係ないんだそうだ。転移の原理は勉強中だし、それもまだ二回しか経験してないけど」

「そうなの？　関係ないの？」

「うん。結局は、人間の都合で決まってるんだと。虚惑星は数学的な存在だから、転移の演算の結果に───人間の認識にかかってるんだって」

「数学的な存在……」

　探検部の活動内容はともかく、虚惑星の成立やらなんやらのパンフレットの解説頁になると一気に眠たくなるのです。

　魔法使いを目指すほむらさんが、そんな調子では困るんですけどねえ。

「俺たちの地球とは、捉え方が逆なんだ」

「どういうこと？」

「ほら。地球は本当は丸いけど、俺たちは平面の地図を使ってんだろ？　伝統と使いやすいって理由だけでさ。実際の地図は、面積とか方位とか距離とか、あちらを立てればこちらが立たずで、どれも不正確で完璧じゃない。本当の地球の姿を知るには、その場所へ行ってみるか、宇宙から見下ろすしかねーんだよ」

「あ、その例はわかりやすい」

　頷くほむら。

「……だったら虚惑星はむしろ、実物よりも地図に近いってこと？」

「どうもそういうことらしい。ややこしいよな」

　今さらのようにはっとする、ほむら。

「私まだ、正式な探検部員でもないのに、そんなこと話しちゃっていいの？」

　きょろきょろと周囲を見回す彼女を東野は笑います。

「このくらいの情報ならネットでいくらでも拾えるって。民間レベルで転移に成功した例はまだ無いらしいけどな。興味あんなら検索してみろよ」

「パソコン使えない。メールは携帯で済ませちゃうし」

　ぎょっとする東野。

「マジか、おめー。探検部の必須技能だぞ。ネット検索くらい授業でやんなかったのかよ」

　といって、東野は携帯……らしきものを取り出しました。

　大手メーカーの最新モデルに似ていますが、見たことのない渋めのカラーリングです。パンフで見慣れたＵＮＰＩＥＰのマークが入っています。

「おお、かっこいいね！　ん……？　そのケータイはもしやあの噂の、二十四時間監視されちゃう発信器付きの……」

「発信器ぃ？　ＧＰＳな。そ、探検部の支給品。あとケータイじゃなくて端末だ。盗まれて悪用でもされたらマズいから、そりゃあ場所の特定くらいは出来るだろ。でもな、これすげーんだぜ」

　自慢げに端末を差し出し、フリップさせて見せびらかす東野。

　と、ちょうどその瞬間着信が。振動して発光している様子は、ごく普通の携帯です。

「……お？　部長だ」

「!?」

　部長の名前に、ほむらは思わず身構えます。

　ロック解除の操作をして電話に出る東野。

「はい、東野です」

「……電話ができるなら携帯じゃないの」

　ぼやくほむら。

「あ、はい。スイマセン───はい。以後気をつけます」

　通話は十秒もかからずに終わりました。

　盗み聞いてやろうと、ベンチをにじり寄ってこっそり耳を寄せたほむらでしたが、不発に終わり舌打ちします。

　かたや東野は小さくなり、すごすごと端末をポケットにしまい込みます。

「どうした少年」

「怒られた。部外者に、端末を見せるなって」

「はい？」

　恐々としてベンチから立ち上がり、また校舎を見渡すほむら。

　昼休みらしい喧噪に満ちた普段通りの平和な学校ですが……渡り廊下の暗がりが、屋上のタンクの物陰が、じわりと怪しく見えてきます。

「やはり監視されているのか……っ」
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　雨の朝。

　いつもより薄暗い部屋。

　鳴りだした目覚ましを止めてから、違和感に気づきました。

「むー、そうか……」

　本日は日曜日でした。

　ランニングとお弁当作りをはじめてから一週間が経ったわけです。

　東野からは今日は休養を言い渡されましたが、目覚ましはそのままでした。

　体の疲れは不思議とありません。最初の二、三日はひどい筋肉痛にもなりましたが、すぐに慣れました。

　瞼を閉じて、雨垂れに耳をすませていると、憂鬱な自分に引き戻されるようです。

　一週間の疾走が途端に現実みを失い、たった一夜の夢のように思えてきます。

　たっぷりと二度寝にひたり、惰眠をむさぼったほむらは、昼過ぎに本町に出かけることにしました。

　今日は駅には、あの女性の姿は見あたりません。いつもの壁のチラシにちらりと目をやって改札をくぐります。

　ぶらぶらと駅前のブティックを流しつつ、目当ての店にたどり着きました。

　雑誌で紹介されていた有名な料亭です。

　食事の店ですが、店頭では弁当の販売もしているのです。

　ほむらが着いた時には、ちょうど午後の販売が始まったところで、少し並んだだけで、できたてほやほやの弁当を買い求めることが出来ました。

　なんとなく、そのまま家に戻る気にはならず、近くのショッピングモールに向かってフードコートに席をとりました。

「おっとっと、写真写真」

　割り箸を割ってから、写真の撮り忘れに気づいて、慌てて箸を止めました。食欲をこらえながら、色々な角度から携帯のカメラにおさめます。

　さすがの味です。滋味がしみわたります。

　我が身を振り返れば、昨日などはいよいよ味見役に怒鳴られました。

　味は一歩も進歩がないのに、見た目ばっかり良くしてどうすんだ、と。

　飾り切りとかタコとかウサギとか増やす前にやることがあるだろ、と。

　しかしどうにもほむらは、調理をすればするほど素材を殺してしまうみたいです。

　時間をかけるのも苦手です。

　ようするに、料理には向いていません。

　この弁当もさほど見栄えはしません。一応写真にはおさめたものの、たいして美味しそうには思えなかったし、これなら自分の弁当のほうが、と侮ってしまったくらいです。

　が、こうしてしっかり味わってみると、華美な見てくれは不要、この飾り気のないデコレイトこそがベストと思えてくるから不思議なもの。

　フードコートの吹き抜け。

　その中央にそびえる太い柱に置かれたディスプレイではニュースが流れています。

　気をつけてニュースやワイドショーを観るようになると、虚惑星関連の放送枠はそれなりに目立ちます。ＵＮＰＩＥＰに比べればわずかですが、探検部の名前が挙がることもあります。なかでも大阪の公立高校の探検部顧問が解説役としてインタビューに現れる映像は幾度か見かけました。優しくて面白そうな先生です。

　どうせ探検部に入部するのなら、あっちの方がマシなんじゃないかと、そんな胸算用が頭をかすめたりもするほむらです。

　もちろん現実的にはそんなことは無理ですし、我が青藍高校の探検部入部にも失敗するようであれば、そんな自分が受け入れられるとも思えません。

　今は思考の一番外側まで追いやっていますが、勉強のことだってあるのです。

　まあそれなりにピンチですよね。

　机に影が落ちたのに気づいて、ふと顔をあげると、

「ここ空いてるー？」

　ちゃりちゃりと耳ざわりな鍵束をズボンにさげた男子三人組。たぶん大学生か、老けた高校生。かなり気合いの入ったヘアセット。こっちまで整髪料が匂ってきます。

「あ、どうぞ」

　雨天のせいかフードコートの席はそれなりに空いてます。

　悪いかなと思いつつお弁当の持ち込みで、飲み物だけ買い求めて座っていた、そんなほむらのテーブルにわざわざやって来るこれは……

　ナンパですなー。

「きみ、ひとり？」

　そういえば、一人きりで本町に遊びに来たのは久しぶりです。

「いえ、待ち合わせで」とすまなさそうな愛想笑いで応えます。

「えー、違うよねー。さっきからいたでしょ」

　遠回しなダメ出しはスルー。

「それとも、待ちぼうけ食わされちゃった？」

「あーそうみたいですね」

　案の定、面倒な感じになってきました。

　相手が男子一人なら、みんなそれなりに話せて優しくもなるのに、どうして二、三人でつるんだ途端に、無茶ぶり競争みたいになっちゃうんでしょう。

　通用しなそうだなと思いつつ、携帯のメールを確認して、がっかり顔をします。

「メールの返事も無いんで、もうあきらめて帰ります」

「じゃあ用事は無いんだ。時間あるんだ？」

　確かに暇でした。以前ならばたっぷりと。一週間遅いんじゃよきみたち。

「そんなシケた弁当より、焼き肉とか焼き肉とか食べない？」

「オメーそんな肉食アピールしてどうするよ」

「いやいや、これは美味しいんです、すごく」

　ああ、いらんことを言ってしまった。

「ほんとー？　どんだけ？　教えてほしいな」

「え？　えっと……」

「もう食べねーなら俺片付けてやろっか」「だから食い意地張りすぎなんだよ」

　じりじりと迫ってきます。

　吹き抜けの手すりに面した席のせいで、さっと立ちづらいポジションです。

　椅子の間に立たれて、相手を押しのけでもしないと出られません。

　面倒だから泣くフリでも、と思いましたがそれはそれで彼女にとっては敗北宣言で、イヤなものです。警備員を呼ぶような大事にするのは、もっとイヤです。

「お待たせぇい」

　どうしたものかと弱っていたところへ、ハスキーな声が届きます。

　しかし声の主は彼らの背中に隠れて見えません。

「え、だれ」

　彼らが振り返ると、一人の少女が立っています。

　ほむらよりも若干背の低い、ワイルドな雰囲気の。

　ちょっと長めのウルフカット。肩には管楽器のケースを背負い、そのケースがまたシールだらけでロックでパンクな印象です。きっちりと衣装も整えて、まさにこれからステージに立とうかという格好。

「はいはい悪いね」

　ちゃりちゃりナンパ男子たちの間を強引に割って入り、ほむらの隣に座りました。

「ほい」

「は、はいっ」

　渡されるがまま、楽器のケースを抱きかかえるほむら。

「きみ、この子の知り合い？」

「そうだよ。それが何か」

　しれっと答える初対面の少女。

「ね？」と同意を求められ、たどたどしく頷きます。

「いや、今、思い切り『だれ』って言ったっしょ」

　はい。言いました。

　ノリ悪いなと、少女がギロリとほむらを睨みます。

「あっ」

　ナンパ男子のひとりが、突然声をあげます。

「こいつ、日ひ吉よ坂しの上かみ狛こまだ」

「げっ」「上狛……って、ばっ、バカ！」

　ナンパ男子が突然狼狽して周囲を見渡します。

　まるで猛獣を警戒するサバンナの草食動物です。さっきまで肉肉さわいでいたのに。

「こいつ？　バカ？」

　上狛と呼ばれた少女は、無表情で首をかしげます。

「い、いや、すいませんっ」

「チビ？　貧しい乳と書いて貧乳？　小骨が多くて食べるところが少ない？」

「い、言ってませんよねっ！」

「あれかな、きみたち暇かな？　ちょっとお茶でもオゴってくれる？」

「すいません。本当、勘弁してください！」

「すいませんッした！」「したッ！」

　あわれなくらいに頭を下げ、ナンパ男子たちはフードコートを去ります。

　いや、逃げ去ったというほうが正確。わけが解りません。

　小柄で細腕ながら実は格闘の達人……

　実はこのケースの中にトゲ付きハンマーが……

　ま、それはともかく───

「ありがとうございました」

　ケースを抱いたまま椅子から立ち上がり、頭を垂れるほむら。

「いいんだ。なんかあしらい慣れてる感じだったよね。私がいなくても問題なかったよ」

「そんなことないです。助かりました」

「ちょっと目障りだっただけだからさ」

　そう言って上狛は、背伸びをしてフードコートを見渡しています。

　おっ、いたいたと呟いて、手を振り上げます。

「ごめん、織江。こっちだ」

　織江といったら、確か……

「待ち合わせしてたのはホントだ」

　上狛が振り向いていたずらっぽく微笑みます。

　果たして現れたのは、ほむらのクラスメート九条織江でした。

　黒のフォーマルドレスにボレロ。両手にはヴァイオリンのケースを提げています。

　上狛とは違って、いかにもクラシックな出演スタイルです。

　大人びた雰囲気の彼女は、学校の制服姿とは見違えるようでした。

「日ノ岡さん……」

「九条さんだ、やっぱり。グーゼンだね！」

　二人を見くらべる上狛。

「知り合いかい？　織江」

「…………」

　腑に落ちない顔のまま、九条は沈黙しています。

「織江ってば」

　思わずほむらが割って入ります。

「あっ、はい、クラスメートなんです。中学もずっと一緒で」

　つとめて明るく説明します。

　頰杖をついた上狛が、待ちかねた様子で九条を見ています。

　でも肝心の彼女は眉をひそめているばかり。

「それは偶然……でもないか。このへん青藍高校の生徒もよく来るものね」

「あ、それはそっか」

「……紹介してくれないの？」と上狛。

　小さくため息をついた九条は、語りだしました。

「こちらは上かみ狛こま倖さち先輩。日吉坂高校の三年生」

　やっぱり上級生か、と態度で判断していたほむら。

　……ということは失礼ながら、かなり小柄な部類に入るわけだ。

　けれども、滲み出る貫禄はそれを感じさせません。

「あたしの父と上狛先輩のお母さんが、音楽関係の仕事でおつきあいがあって、それであたしと先輩も知り合いなの───こちらは、日ノ岡穂群さん」

「よろしく、日ノ岡さん」

　手を差し出す上狛と、握手を交わします。

　自分の手元に戻したケースを指して上狛は言いました。

「ちなみにこれはサックスだ」

「サックス……？」
















「サキソフォーンね」

「おお」……と言われても漠然としかわかりませんが。

　でも、さすがにもう一方はわかります。

「九条さんのはヴァイオリンでしょ？　九条さんヴァイオリン演ってたんだね。すごいなあ」

「……べつに。あたしはこれしか無いんだもの」

　そっぽをむく九条。

「またまた、そんなご謙遜を。二人ともドレスでばっちり決めて……演奏会があったんですか？」

「いや、これからなんだ。本当はここで食事してからと思ったんだけど、私の都合で遅れてしまって───」

　ぽんと手を打つ上狛。

　いやな予感がする、とばかりに九条が目を細めます。

「よかったら聴きに来る？　うちのライブ」

「ライブ!?　やった、いいんですか!?」

「もちろん。アーケードの先にある『ラプソー』ってとこなんだけど」

「あ、そのライブハウスなら知ってます！　ぜひぜひ！」

「……今夜は未成年不可ですけど」と九条。

「そう。未成年は入場できないんだけど、私の名前出せば大丈夫」

「おお、憧れのバックステージパス？」

「あともしかすると相席になるかもだけど、いいよね」

「構わないです」

「よし、では私らはリハがあるから先に行くね。日ノ岡さん、ライブ開始は六時半」

「ありがとうございます！　楽しみにしてます」

　そうとなれば、それらしい服を選んでくればよかったです。

　連れだって歩く上狛と九条は、どうみても先輩と後輩が逆なのですけど、上狛の話に頷いている九条は確かに後輩っぽくて、なんだか面白いです。

　と、フードコートを去りかけた上狛は、立ち止まって九条に言いました。

「あ、私トイレね。あとなにか軽食を買っていこうかな。先に下で待ってて、織江」

「わかりました」

　淡々と別れを告げて、九条はエスカレーターに向かっていきました。

　しかし手を振っていた上狛は、またほむらの元に戻ってきて椅子に膝立ちで乗ります。

「……？」

　吹き抜けを貫くエスカレーターを降りていく九条の姿を、手すりにもたれながら目で追っています。

　ほむらも同じように彼女を見下ろします。

「九条さん、可愛かったなあ」

　小さく頷く小さな先輩。

「織江の友達？」

　あらためて、上狛は尋ねます。

「はい……と私は思っているんですけど……」

「そっか。学校で溶けこんでるかなあ、織江」

「え、えっと」

「あの子人見知りだし、ちょっと言葉もきついでしょ」

　中学時代、彼女がどうしていたのか───情けないことに、ほむらはまるで憶えていません。

「上狛先輩の日吉坂高校も、確か……」

「そうだね。青藍とおんなじいわゆる進学校だよね。私、織江をうちに誘ったんだ。けど、あの子は今の進路に決めたの、自分で。たぶん、親への対抗心」

「そうなんですか。やっぱり偉いなあ……人任せにしちゃった私とは大違いだ」

「日ノ岡さん」

　上狛がほむらに向き直ります。

「折り入って、お願いがあるんだけどね。織江について」

「はい」

「仲良くしてくれとかは言わない。言われてなるもんじゃないからね。でもね、あの子がもしも虐めを受けたりしていたら、教えてくれないかな。きっと自分では言わないからさ」

　上狛先輩は心底彼女のことを心配しているようでした。

　とはいえ、ほむら自身、いまだに学校での居場所が見つからずに焦っているのに、何を約束できるんでしょう。

「うちのクラスはそういうのは無いですよ。安心してください。それに、私、九条さんともっと親しくなりたいって本気で思ってますから」

　拳を握り、上狛に詰め寄るほむら。

「そう？」

　ほっと胸をなでおろす上狛。

「今日会ったばかりで、いきなりこんなこと言って悪いね」

「上狛先輩ってなんだか男前ですね」

「男前はやめてよ。っていうかそれを言うなら男勝りだ」




　ライブハウスにはすんなり入場できました。

　雰囲気のある照明の階段を地下に降りていくと、エントランスの狭さとは逆に広々としたホールが待ち構えています。

　基本未成年は不可ということで場違いなのは覚悟していましたが、驚いたことに、客の半分くらいは外国人客です。

　市松模様のタイルのステージは、琥珀色の照明に照らされ、まるでウイスキーグラス越しに眺めているようです。ステージの端にはグランドピアノ。後方には録画用のカメラも設置してあります。

「おお、これはあの伝説の……ジャズ！　ですか!?」

　ほむらの父がたまに聴いている、あのジャズというものではないでしょうか。

　ほむらには、どの曲も全く同じに聴こえるのですが。

　暗い客席を案内されてテーブルに着くとちょうど、おもむろに演奏が始まりました。

　ほむらが見馴れたコンサートやライブとは違って、拍手も歓声もないしっとりとした開幕です。

　トランペットやバス、ちょっと変わったアコースティックギターなどを構えた奏者たちがステージに揃って体を揺らして演奏しています。やはり外国人の奏者が多いです。

　そのなかでサックスを吹き鳴らす小柄な上狛先輩は、ある意味とても目立ちました。

「九条さんは……」

　ステージには九条の姿はありません。しかし、ジャズにヴァイオリンというのは不似合いな気もします。

　演奏に夢中になっていたほむらですが、テーブルにドリンクが運ばれ、相席者に気づきました。

「……あっ」

「…………」

　やはりこちらを見つめていた相席者と目が合います。

　ほむらが会釈すると、相手も静かに瞼を伏せて会釈します。

　艶やかな長い黒髪のその女性はどうやら未成年で、おそらく上狛先輩の友人です。

　客席の暗さの中でもわかる、どきりとするほどの美人で、ほむらはついつい演奏そっちのけで相手に見入ってしまいました。圧倒的美人を目撃した時の彼女の記憶回路は全力稼働するのです。

「………………」

　相席者の彼女は、ちょこんと自分のグラスを持ちあげると、はにかみながら小さくステージを指さしました。

「はっ……すみません」

　正気にかえるほむら。

　心地よい演奏が過ぎていき、数曲目にステージに九条が現れました。

　大柄な演奏者たち（一名除く）に囲まれて、ステージに立つ九条の白い肩が浮き上がります。黒いドレスの彼女は、あたかも小さな女王のようです。

「うおお、やっぱり可愛いなあ」

　感心の吐息がもれます。

　演奏が再開されます。時間からしてたぶんラストです。

　メロディに彼女の弓が合わさると、バンドはトーンを下げて演奏を引き立てました。

　ぞくりと首筋があわだちます。なんて鮮やかに指が動くんでしょう。

　初めて聴く彼女の演奏は、ほむらにとっては衝撃でした。

　ジャズバンドには指揮者もおらず、旋律も複雑で、主役のいない音楽と感じていたほむら。かたや、クラシックのソロパートのヴァイオリンは、喩えるなら悲鳴と絶叫、自己主張のカタマリです。

　なのに、彼女の奏でるヴァイオリンはまるで、周囲の旋律に合わせて愉しそうにお喋りしているみたいです。

「───なんて曲なんだろう」

「How High The Moon,です」

　思わず漏れた呟きに、相席者の女性が答えます。彼女もちょっと興奮気味です。

　九条さんの真剣な表情がほぐれて、嬉しそうに笑っています。

　初めてみる彼女の笑顔。

　バンド演奏もヴァイオリンに負けじと盛り上がり、最高潮に達した時、九条が勢いよく弓をはじいて演奏は終わりました。

　聴衆は皆立ち上がって喝采を送ります。口笛と歓声がステージを包んでいます。

　ほむらも椅子から跳ねあがって、感激のたけを拍手にのせます。

　九条さんは外国人のギター奏者に抱きつかれて、真っ赤になっています。

「あはっ」

　よく見ると、その横の方では上狛先輩も抱きつかれています。

「ん？」

　脇のテーブルを見ると相席者の姿がありません。

　上狛先輩に抱きつく、というか押し倒さんばかりにすがりついているのがあの美人です。弱り顔で途方に暮れている上狛先輩。

　ふと喉の渇きを思い出してドリンクに口をつけ、ほむらは顔をしかめました。

「こ、これはアルコー……カクテルだっ？」
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　新緑祭が三日後に迫りました。

　事前に食材を買い込み、前日には仕込みを行わなければならない『お弁当コンクール』出場者にとってはもう、前日の感覚です。

　かたや、祭りのいわばメイン企画の『大和撫子コンテスト』のポスターはなにやらアップグレードを施されて、出場者の女子生徒たちの写真が貼りだされています。

　いよいよミスコンらしい雰囲気になってきました。

「こういう事前工作アリなのかぁ……」

　ふむふむと身を乗り出して大和撫子のポスターを眺めるほむら。

「勝手にやってんのかな。っていうか本人の許可得てんのかこれ……？　イテッ」

　その脇で、同じくポスターを眺める東野が眉をひそめます。

　無秩序に貼られた写真は、自分撮りしたらしいポートレイト写真もあれば、明らかに勝手に撮影されたらしい画像のプリントもあって様々です。かかる報酬が部の予算二倍の権利ともなると、さすがに皆色々な手を繰り出してくるものです。

「私もやるか!?　ほら、鉄人っぽい帽子被って、偉そうに腕組みして『わたしが、つくります！』」

「意味ねーって。出品する弁当は匿名審査だからな───いでッ」

「ですよね。うん、わかってるんだ」

「部ぐるみでプロデュースしてんのか───げふッ」

　ほむらの隣に立つ東野は、廊下を通行する男子に通りすがりざまに後頭部をはたかれたり、横っ腹にフックを貰ったりしています。

　当人ももう慣れてあきらめの境地です。ほむらもあえてツッコミません。

　そういえば『お弁当コンクール』の賞品は何でしょう？　探検部の入部条件ばかりを気にして、気にもとめていませんでした。

　場所を移ろうとしたほむらは、ふと一枚の写真が目にとまります。

「このコスプレは、また気合いが入ってますなあ……」

　感心するほむらの視線を追う東野。

「コスプレ？　どいつよ……あ、えっ？」

　東野はぎょっとして噴き出しました。

　ほむらは詳しくありませんが、たぶんアニメかゲームに登場するキャラの扮装に相違ありません。カメラ目線の決めポーズがまた完璧です。

「…………」

　東野は写真に釘付けです。

「ほーう、東野くんの趣味はこちらですか？　ていうかこの子どこのクラス？」

　ほむらの知る限り、記憶にない子です。

　この企画に参加するからには一年生のはず。エキゾチックな雰囲気のなかなか可愛い子で、ほむらの記憶に刻まれていてしかるべきです。

「何かご存じなんですかぁ？　んん～なぜ顔をそらすんですかぁ？」

「いや……アレじゃねえかな……ホラ……」

　しどろもどろでたじろぐ東野。

　このくらい隠し事に向かない奴も珍しいです。

「こいつは転入生だ」

　ひょいと腕が伸びてきて、べりべりと写真をはぎ取りました。

　ああっ、ひどいです。なにするんですか。

「……先生？」

　またもや背後に立っていたのは教師の藤森です。

　ほむらは納得して頷きました。

「転入生かあ。なるほどそれで見覚えが無かったわけね。何組です？」

「それ以上は聞くな」

「はあ、いいですけど……」

　東野が胸をなで下ろします。またあとで追及されそうですね。

「先生、よくここでお会いしますよね。やっぱり監視してるんですか？」

「何のことだ？　だいたい、お会いしますも何も職員室がすぐそこだろ」

「気にしないでください。日ノ岡はちょっと妄想癖があるみたいで」

　むくれるほむらに向かって藤森が尋ねます。

「どうだ、日ノ岡。コンクールの勝算は」

「もうばっちりですよ」

　たった今覚えたばかりの決めポーズで応じるほむら。

「……妄想癖は本当らしいな」

　ジト目の藤森に、ほむらはすり寄ります。

「先生、探検部の部室の調理室を使わせてくれませんか。あんな立派な施設なんですから、コンロの一つくらいあるでしょ？」

「そりゃあるが。何に使うんだ」

「もちろん調理に。家庭科室に入れないので」

「なのか？　放課後は開放されてるだろ？」

　藤森が東野を見ます。

「入れなくは無いですけど、あそこは敵だらけなんすよ。やりづらいっていうか、諜報戦が露骨で……」

　しかし物欲しそうなほむらを藤森は一蹴。

「だめ」

「そう言わずに」

「だめ。あと、授業中の居眠りもたいがいにしろ」

　丸めた教科書でほむらをぽこんと叩く藤森。

「部室に入室できるのは原則、部員と関係者のみ。レシピの研究なら自宅でなんとかしろ」

　それだけ言うと、藤森はさっと職員室へ戻っていってしまいました。

　その背中に向かって不満をぶつけるほむら。

「それでも教師かぁ～この青藍高校ワーストジーニスト！　それが出来ないから、頼んでるんですよ！　せっかく家から道具も持ってきたのにぃ……」

　東野が肩を落とします。

「しょーがねーな。うちに来るか」

「お、いいのかい？」

　渋々、東野が頷きます。

「俺にも責任あるしな───あだっ」

　背後を通過した男子がまた東野の頭をはたいていきます。




　放課後。

　東野の自宅は、丘陵部に建つ集合団地です。

　日ノ岡家の最寄り駅からは一駅の距離。

　坂道で自転車を押す東野。その隣を歩くほむらがぼやきます。

「月が反乱するとは計画外だったわね……」

「まあ、あんまり妹を恨むなよ」

「そーだけど……」

　事の起こりは、東野の日参に閉口したほむらの妹の月が、反旗を翻し、ほむらの父親に『おべコン』参加への経緯と事情を漏らしてしまったことによります。

　依然、探検部入部に反対中の父は、夕食が済むなり、コンロのガス管を引っこ抜いてしまう始末。

　ランニングはなんとか続けられているものの、自宅での調理実習は困難になってしまったというわけです。

「これ、乗れないの？」

　自転車を指さすほむら。

「よく考えたら、おまえスカートじゃん。危ねえぞ」

「そっか……うーん不便だねえ……」

　わかりきったことで会話をつなぐほむらは、内心気が気ではなかったり。

　なかなか肝心の問題プロブレムを口に出さない東野に、つとめてさりげなく尋ねました。

「ところで東野くん。ご家族は？」

「あ？　いねえよ。気にすんな」

　うっ、と胸中で唸るほむら。展開はさらにエスカレートしたもよう。

「東野くん一人暮らしだったの？　あ、それともご両親は共働きとか……？」

「一人暮らしってわけじゃねえけど、そんなもんだ。父ちゃんは単身赴任中。母ちゃんは家出中」

「家出!?」

　事もなげに頷く東野。

　いきなりヘビーな話題が来ました。早くもほむらのよそ行き顔は崩壊します。

「じゃ、じゃじゃ、じゃあ東野くん、家では一人なの？」

「そう言ったろ？」

　第二段階警報が激しくアラート。

　そんな環境でさらりと「家に来い」と言い出すこの男の神経はいったい。

　さすがに人目が気になってきょろきょろしはじめたほむらを、当人は遠慮なく呼びつけます。

　駐輪場に自転車を置いて、エレベーターはそのまま無視して階段を登り、東野家の玄関前に到着。

　この程度の階段にはさすがに息も切れなくなりました。多少はランニングの成果が身についてきたようです。

「ただいま」

「お邪魔いたします……」

　鍵をあけて帰宅する東野につづいて、玄関をくぐります。

　無人とわかっていても恐縮していたほむらは、こざっぱりとした玄関や明るい室内の様子に、ちょっと毒気を抜かれます。

「あがって適当にくつろいでくれよ」

「りょ、了解。お構いなく……」

　玄関の傘立てには木刀が挿さっています。

「なーんだお土産の木刀じゃない」

　その脇には、見たことのない短い竹刀があります。

　使い込まれた柄を握ってみると予想外にずしりと来ました。

「重っ！」

　一旦、部屋に向かった東野の声が廊下づたいに聞こえます。

「それは素振り用な。部屋ん中でも使えんだぜ。そのうち素振りも教えてやろうか」

「いやーその前に、勉強教えてほしいもんだ……」

「台所はそっちな。手洗いはそこ」

　リビングに戻り案内する東野の肩越しに、彼の部屋をのぞきこむほむら。

「さてさてエッチな本はと───」

「おめえ何しに来たんだ。時間ねえんだからな！」

「まあまあいいじゃない、ちょっとくらい」

　持参した調理道具や食材を東野に押しつけて、ほむらはひょいと東野の部屋に侵入します。

　躍起になって止めてくるかと思いきや、部屋の主はやれやれと肩をすくめただけで、またもや当てが外れます。

「わ……私の部屋より綺麗にしてるのね」

「そうか？　おまえの部屋、そんな汚いのか？」

「いつも月に怒られちゃってねえ───」

　六畳間の和室には、家具は勉強机と本棚があるだけで、ベッドがないせいかずいぶんと広く感じます。

「おー、これ剣道の？」

　本棚の上段にはトロフィーや盾が整然と並んでいます。道場仲間との集合写真も飾られています。あとはシリーズ物の時代小説や自転車の雑誌などなど。

　机もまたシンプルなもので、参考書とノートパソコン、あとは小型のオーディオセットが置かれているくらいです。

「剣道少年って、みんなこんなストイックなの……？　マンガとかは？　エッチな本は？」

「しつけえな。今、隠したよ。見られたくないもんは」

「ほーう。なんだ、やっぱりあるんじゃない。どれどれ？」

「おまえいい加減にしろ？　絶対見つけらんねえかんな」

「それはどうかな？　あ、さてはパソコンの中に一切合切の秘密が───」

　机の上に置かれた小さなフォトフレームが目にとまります。

　まだ幼い東野と小学校高学年くらいの女の子が並んで写っています。

「…………」

　写真を見つめたまま、つい言葉を失ってしまったほむらに、東野が語りかけます。

「それは俺と姉ちゃん」

「お姉さん……？」

「俺はまだ五歳で、姉ちゃんが小五の時の写真な」

　初耳だったし、東野家に姉の部屋の気配はありませんでした。

　返答の予想はしつつも、触れてしまった以上は聞かずにはいられないほむら。

「……お姉さん、もしかして……亡くなられた？」

「うん」

　しれっと頷く東野。

「生きてたら、もう成人してるんだよな。悪ふざけばっかしてた姉ちゃんだから、日ノ岡とは気があってたよきっと」

「ええ？　なによそれ」

　泣きそうな顔でぬいぐるみを抱いている東野と、その東野の手を握りながらにっこりと笑いかける小さなお姉さん。

　微笑を浮かべ、フォトフレームを見つめる東野はそれ以上は語りません。

　ほむらもそれ以上は聞けません。

「さあどうだ？　辛気くさい話でちょっとは落ち着いたか。そろそろ真面目にやる気になったか？」

「すんません。ありがたく台所使わせていただきます」

「よーし。そんじゃ俺は内職でもしてるか」




　借用したエプロンを身につけて、台所に立つほむら。

　東野は勉強道具一式を食卓に持ってきて、声が届く範囲でほむらの様子を見ています。

　ほむらも手は動かして弁当作りに励んでいますが、それ以上によく口が動きます。

　ノートに向かう東野ですが、なかなか集中もできません。

「単身赴任ってさあ、東野くんのお父さん、お仕事なにやってんの？」

「刑事だよ」

「わっ、刑事？　警察のお知り合いは初めてだなあ。もしかしてさっき剣道場の写真で写ってたのお父さん？」

　道場での集合写真の隣にあった写真には、てぬぐいを頭に巻いた防具姿の精悍な男性が、いかにも少年剣士らしい東野と共に写っていました。

「そうだな。前にうちの道場に来た時に撮ったやつだ」

「お父さんも強そうだったね」

「ああ、頭にくるくらい強いな」

「じゃあ、剣道やってたのもお父さんの影響なんだ」

「そんなとこだ」

「二刀流って本当？　珍しくない？」

「まーな。たまたま道場にいい師匠がいたんだ。あと、親父と同じことやるのは嫌だったんだよ」

「いや、区別つかないんですけど。どっちも剣道だし。要はあれね、父を超えたい少年の心理なわけね」

　椅子の上で伸びをして、両手を左右に振り上げる東野。

「佐々木小次郎が二刀流だったら、武蔵に勝てたと思わねえ？」

「ハァ？　何言ってんの？」

　さっと振り返るほむら。

　彼女も負けじと菜箸を握って、剣豪の構えです。

「さあ、出来ました！　本日のお弁当はこちら！」

　テーブルには、色違いのふたつの弁当箱が並べられました。

　レシピ帳をうちわ代わりに、よそったばかりのおかず類をぱたぱたとあおいでいます。

「本当はしばらく冷ましたいところなんだけど」

「まあ、そこらへん考慮して味見するか」

「よろしくお願いします」

　とお辞儀して、東野の対面に腰掛けます。

「いただきます」

　手をあわせる東野。

「……作るのは随分手早くなったよな。三十分そこそこで中身の違う弁当を二人ぶんだろ？」

「へへへい。まずはこちらをどうぞ。テーマは水族館でござい」

　海苔とカツオ節で見立てた海底のそこかしこに隠れるように副菜が詰められています。

　ウインナーや、ミニハンバーグで作られた、お馴染みのタコやイカ、カニ、そして、チューリップならぬ、うみゆり？

「これは、わたくしオリジナルのタイ、そしてヒラメ、それから───」

「……微妙だなあ」

「何？　こいつはお弁当の竜宮城やあー!!　くらいのことは言いなさいよ」

「せいぜい養殖池だよなあ」

　不満げなほむらが、食べかけの弁当箱を強引に引き下げて、もう一方の作品を押し出します。

「じゃあねえ、こっちは───」

「言わなくてもわかるぞ。動物園だ」

「残念、サファリパークです。この鶏そぼろとブロッコリーにサバンナを感じるでしょう？　感じなさいよ！」

「…………」

　ライオンやシマウマをもそもそと口に運んでいる東野。

　料理対決漫画のテンションでテーブルに乗り出していたほむらは、大げさな表情を落として、すとんと椅子に戻りました。

「……だめかな」

「いや、感心はした。毎日毎日よく思いつくもんだ」

「東野くんは好き嫌いないわね」

「好き嫌いというかだな」

　さきほどの弁当箱を引き戻して、隣に並べてみせる東野。

「どっちも、味が、一緒だ。見た目をどれだけ変えても、だ」

「うっ」

「そりゃあ確かに、試作第一号に比べたら、魚類から猿くらいに進歩したと思うよ？」

「えっ、猿？　まだ人類じゃないの？」

「なにしろこれまでの試作品で一番美味かったのがおにぎりだからな。レパートリーがほとんど冷凍食品に頼りきりってのもまずいだろ」

　テーブルで手を組み、陰気に頭を垂れて落ち込むほむら。

「東野さん……オレに一週間時間をくれ。全く新しい弁当をみせてやる」

「アホ。三日後に本番だっつーんだよ。今日、レシピ決めねーと材料の買い出しも出来ないだろ？　あー、おまえちょっとそれ脱げ」

「えっ、食欲を満たしたからって今度は……」

「そういうボケはいらねえから、ほれ」

「はいはいエプロンね」

　おまえは食品サンプル業界なら引く手あまただよと、ぼやきながら台所へ向かう東野。




　男子厨房に立つ。

　東野は台所を見渡して一息つくと、ほむらが調理に使った残りの野菜をぜんぶボウルに放り込みました。

　火にかけたフライパンで目玉焼きを作ったかと思うと、すぐにそれを取り出して、そのまま野菜を炒めます。炒める工程は続行しつつ、冷蔵庫から取り出した中華麵を袋ごと電子レンジに放り込みます。

　完成までものの五、六分でした。

「これはっ……焼きそばでありますか……？」

「そう」

　飾り気のないアルマイト容器にぎゅぎゅっと詰め込まれた、まさに焼きそばです。

　かために焼いた目玉焼きが上に載せられ、スパイシーな香りを漂わせています。

　ほむらは待ちきれない様子で箸をとります。

「サンバルソースであえた。インドネシアのミーゴレン風だな」

「美味い……刑事さん、美味いっす。はむっはふっ」

「誰が刑事さんだ」

　ウェットティッシュで口元をぬぐいながらほむらは顔をあげます。

「でもこれってお弁当になる？　お昼にはのびちゃうんじゃない？」

「俺はよく道場に持っていってたぜ。水気を切れば問題ない」

　なるほど、と頷くほむら。

「おまえが読みこんでいた雑誌にも、パスタだのそうめんだの載ってただろ。別にご飯とおかずの組み合わせに囚われなくたっていいんじゃね？」

「……確かに。私はこの二週間、何をしていたのだろう……」

　しゅんと肩を落とすほむら。

　無表情でアルマイト容器のなかを見つめます。

「もうこの焼きそばでいいんじゃないだろうか」

「おいこら。俺が言うのはなんだけど、さすがにそいつはアレだろ。女子力にもとるだろ」

「ですよね」

「おべコンは三つ星レストランとかじゃねーんだ。どうせ審査すんのは高校生なんだから、変に気を遣う必要なんかないだろ」

「しかし、それはそれで我が校の生徒たちを舐めていないかい？」

「食べてがっかりさせるよりはマシだ」

　またまたしゅんとなるほむら。

　気がつけば、部屋には夕日が差し込み、窓からのぞく団地群にも立体的な影が落ちはじめています。

「そろそろ帰れよ。駅まで送ってやるから」

「……そうね。じゃ、腹ごなしにムッツリ違反容疑者の家宅捜索とするか」

「帰れってんだよ」

　東野家をあとにして、再び自転車を押す東野と並び歩きながら、駅へと向かうほむら。

　コンビニの脇を通り過ぎても、お腹はいっぱいで、さすがに買い食いする気にはなりません。

「あと一晩考えてみろよ。おべコンまでは走り込みも一旦休止にしようぜ」

「んーそうかい？　わるいねえ」

　そう言いつつ、東野自身は朝の鍛錬とやらを欠かさず続けるつもりでしょう。むしろ、ほむらに時間を拘束されないぶん、よりハードなメニューに戻るのかもしれません。

　あらたまって東野が言います。

「日ノ岡。おまえよく頑張ったよ。普通、他人に言われるままにそんなに出来ないだろ」

「いや、わりとそういうの得意っていうか───」

「つきまとって悪かったな。おまえが意外に平気な顔してるもんだから、俺もつい調子にのっちまった」

「ちょ、ちょっと待ってよ……」

「楽しかったよ」

「…………」

　黙々と歩く二人。

　むすっとした顔のほむら。とたんに歩くのがひどく億劫でだるくなってきました。

　結局、一度も乗せてもらっていない東野の自転車……こんどはローラースケートシューズでも持ってきてぶらさがってやろうかと、夕日に照らされた東野の横顔を彼女はにらみつけるのでした。
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　新緑祭当日がやってきました。

　今日は土曜日で本来は授業もありません。学校側にしてみれば、自主的な登校日の扱いです。しかしそこはイベント好きな青藍高校の催し。文化祭のように、保護者たちこそ来校しないものの、たいそうな賑わいです。

　体育館から音楽室から、学校各所より生徒たちの歓声が響いてきます。

　そしてこちらは家庭科室。

　家庭科部主催の『お弁当コンクール』の会場。まもなく試食タイムです。

　それまでは各エントリーごとに掲示された写真だけが評価の参考材料です。

　番号と作品名。そしてレシピ。制作途中の具材の写真数点、および規定内の材料費で作ったことを証明するスーパーの領収書などが貼られています。

　その他の情報、作った本人の名前や所属部まではわかりません。

「おっす、ほむらん！」

「マキちー来てくれたんだー」

　家庭科室の窓際で待ち遠しくしていたほむらの元に、牧野が顔を見せました。

「たははーお腹減っちゃってー。うちの部の手伝い抜けてきちゃった。生徒会は新緑祭に食べ物系の出店を許可すべきだよねー」

　そうこぼすジャージ姿の牧野に、ほむらは頭をさげます。

「ごめんね、そっち行けなくて。私、今朝はこれの用意でギリギリになっちゃって……」

「そいじゃ、間に合ったんだ」

　あらためて安堵して頷くほむらを、しげしげとのぞき込む牧野。

「……そのわりには、顔に徹夜の跡が出ないのが、ほむらんだよな……ま、とにかくよかった！」

「うん、ありがと」

「よーっし、ほむらんの花嫁修業の成果をしかと味わうよ～。むしろ嫁に貰うよ～」

　屈託なく笑うほむらに、牧野がひそひそと耳打ちします。

「ね、こっそりちゃっかり教えてよ、ほむらんのエントリー番号」

「ごめん。すぐバレるから無駄だってすごまれちゃった」

　そんな瞬間にも、家庭科部のイベント実行役の先輩がこちらを睨んでいます。

　もし特定のお弁当の投票に、所属クラスや部活の偏りがあったりしたら、組織票だと疑われることでしょう。

「あくまでフェアか……それもまたよし」

　腕組みして頷いた牧野が、はたと顔を上げて周囲を見渡します。

「───東野くんは？　羨ましい味見役の」

「奴は逃げた。見てられんって」

「だらしな！」

「あははっ、ごめん。それは冗談でね。おうちの都合で来られないらしいんだ」

　初めて彼から携帯に電話をもらったと思ったらそれだ。

　といっても、こちらから電話をかけたりメールを送ったりしたこともありません。最初の連絡が喜ばしい知らせになるのであれば、それは実に望ましいことです。

「ねえ、『大和撫子』の方はどうなってる？」

「ふふふ、やっぱり気になるかい。予想表をもらってきたぞ」

　にやにやしながら、ポケットから折りたたまれたプリントアウトを出す牧野。

　どこからそんな知識を仕入れるのやら、競馬の予想屋の雰囲気そっくりの紙面。

「どこが作ってるのそれ。楽しんでるなあ」

　二人は手に持った予想表をひろげます。

「此処、此処みてよ」

　一年生の綺麗どころの写真が並ぶ、予想表の一角を、牧野が指で示して読みあげます。

「『謎の転入生、初登校にして初エントリー！

　所属クラスすら不明のダークホース！』」

「エントリーナンバー九番

　『藤森……雨あめ乃の』？　藤森先生と同じ苗字だけど……？

　でも、姉妹とかにはちょっと見えないなぁ。ハーフさん？」

「なんだよね。えーと出場直前の本人コメントが───

　『お茶汲みはロボットの本分です！』

　───なんだこりゃ。いよいよ謎だ」

　二人が怪しい印刷物に首を突っ込んでいると、家庭科室の入り口がざわつきました。

　長身の先輩たちが姿を現します。

　先陣を切って現れたのは、ほむらの見馴れた顔でした。

「やあやあ、待たせたね諸君。青藍高校第十四代生徒会会長、六地蔵宝だ！」

　十人ほどの人間を引き連れてやってきました。

「特別審査員って生徒会長だったんだ。あいかわらず騒がしい人だあ」

　まるで鳴り物入りの登場に牧野は目を白黒させます。

　六地蔵の背後には、あの時一緒にいた会計の山科先輩もおり、まるで多忙な芸能人のマネージャーのように付き従っています。

「……あ……」

　しかし、ほむらが目をひかれたのは、六地蔵に同伴して現れた一人の三年生女子でした。

「あのひとライブハウスの……美人！」

　目が合います。

　ほむらを見通す透明な眼差し。

　思わずじっと見つめると、またもや彼女は恥じらう素振りで、ほむらに会釈しました。

　六地蔵会長もまたほむらに気づいて歩み寄ってきます。

　記録係のカメラが、盛んにシャッター音を鳴らします。

「こんにちは、日ノ岡さん。このおべコンに参加されたのは知ってるよ。でも、特別審査員として講評は公平に行うから、そのつもりでっ」

「はい。勿論です。よろしくお願いします！」

　後輩モードで答礼しつつも、隣の麗人が気になってしかたないほむらです。

　ちらちらと視線を送ります。

「それで、あの……」

「彼女か？　彼女はわたしの友人の───いや、友人では不完全だ」

　麗人のなで肩に指を置く六地蔵。

「わたしの親友の、御みさ陵さぎ真ま世よ」

　むふっ、と誇らしげに紹介された御陵先輩は、ちょっと肩をせばめてまた恥ずかしそうにしています。

　すでに上級生たちの間では有名人らしく、決して一定のラインからは踏み込まないように、彼女を見守り愛でる慣行が厳守されているようです。

　先日の暗くて混み合っていたライブハウスでは、いまいち判然としませんでしたが、こうして向き合ってみれば想像以上に抜群のスタイルです。六地蔵会長にも匹敵する恵まれた長身で、なぜこれまで気がつかなかったのか。

　同じ人目をひくにしても、御陵先輩の発するやんごとないお嬢様オーラに比べれば、ほむらなどは取るに足りない下町の看板娘クラスの一庶民です。亀です。すっぽんです。ちょっと手足が長いくらいのミジンコです。

「───そして我が校の誇る、探検部の部長その人でもある」

「探検部、部長───ミササギ、マヨ───先輩───？」

　このひとが、先輩が、探検部の、部長？

　ほむらの脳裏に、東野少年のぶっきらぼうな顔が浮かんで「言わなかったか？　わりぃわりぃ」と悪びれもせず弁解する姿がダウンロード再生されます。ほむらはしゃがみポーズから空中めがけて対空無敵アッパー。

　山ゴリラのビジュアルは雄叫びをあげて摩天楼の谷底に墜落し、ひとり残された黒髪長髪の麗人が、瞼を伏しがちにすまなそうにほむらを見つめています。

　もちろん生徒の少々の奇行などには動じない六地蔵が紹介を続けます。

「今日は公務も兼ねて、彼女と一緒に新緑祭を見てまわっているんだが───」

「逆なので。公務が優先なのであくまで」

　と周囲に気兼ねする山科のフォローは無視して、

「もしや、日ノ岡さんと御陵は、もう知己だったかな？　なんとなくそんな空気だったが」

「はい、あの、実は先日、本町の───」

　そこではたと、ほむらは言葉に詰まります。

　さすがにこの場所で、未成年出入り禁止だった場所の話を持ち出すわけにはいかないじゃないですか？　教師だって注目しているし。

「あの、つ、つまりィ……」

　答えあぐねた挙げ句、おでこにピンと立てた両手を添えるほむら。

「ノミの宇宙飛行士が地球を一周したと思いきや、地球はネコだったのだ、みたいな！」

「ふむ───わからん！」

　なにが嬉しいのか満面の笑みで頷く六地蔵。

　その脇では御陵が、細い指をひそやかに合わせます。

「世間は、狭い、ですね」

　囁くように、ぽつり、ぽつりとつむがれる御陵の言葉。

　ほむらははっと息を吞みました。

「はいっ……です！　すごく狭いです！」

　両手の狭間で、ぎゅーっと自分の額を圧縮してみせるほむら。

　御陵がくすりと微笑みます。

「押してますよ、会長」

　時計を確認しつつ、山科が再度口を挟みます。

「───確かに。腹をすかせている者もいるようだ。早速取りかかろう」

　我に返って、よろよろあとじさったほむらを、牧野が支えます。

「……っ」

「おっとと。さすがの日ノ岡穂群も三年生にはかなわぬかぁー」

　───探検部部長。

　では彼女が、東野と一緒に、ほむらを探検部に推した張本人。

　会長と御陵先輩はともに、会場である家庭科室の中央に進み出ました。

　お弁当コンクールの出場者は、十二名となりました。

　それぞれが五食ずつの弁当を用意しています。

　すなわち、ここには六十名分の弁当が待ち構えているということになります。

「それでは講評をはじめよう！　ここにいる者の中には、出品者本人もいるんだよね。歯に衣着せぬ言葉になるが、この六地蔵には悪意も他意もない。率直に述べていきたい」

　家庭科室に集まった生徒や教師たちの輪に埋もれた、ほむらと牧野。

　牧野がほむらに耳打ちします。

「特別審査員って、一人で百票くらい持ってるの？」

「ううん。他の生徒と同じ一票だよ。でも一番最初に好きに食べて、意見を披露する権利があるんだって」

「なるほど……じっさいお弁当を食べ分けるのは難しいもんね。参考にしよう」

　納得して頷く牧野。

「場合ケースによっては、毒味役となる、か……」

「うっ」

　とある弁当の前に立つ、六地蔵。記録係のビデオカメラが追いかけます。

「よし、まずはこれだ。『きょうのおべんとう』───」

　六地蔵の講評が開始されました。

「───趣向を凝らしたこれら作品のなかにあっては、逆に目に優しく、スタンダードな盛りつけは目をひく。白いご飯には梅干しとショウガの佃煮。ほうれん草のごまあえ、厚焼きたまご、にんじんのグラッセ、主役は牛肉のしぐれ煮か。ふむ、さりげなくご飯には雑穀が使われている。特徴には欠けるがわたしは好きだ。毎日でも食べたい。

「これは赤い……『赤弁』！　まさに赤い、絶対に赤い！　弁当箱を前にこれだけ闘志がかき立てられるレシピがあっただろうか。十穀ご飯を彩るインパクト抜群のピンク色は梅酢だ。さらにこの長芋もまた梅酢漬けか。食欲が湧くな。さらに、鶏肉のケチャップ煮に、パプリカのオリーブ油炒め。デザートはいちごとラズベリーだ。昨年度の『黒弁』以来の衝撃だ。

「主菜はマッシュポテトを挟んだ色とりどりのホットサンド───いや、これはグジェールだ！　知っているぞ。グジェールとはチーズを混ぜてオーブンで焼きあげるシュー生地だ。一見手は込んでいるが、作り方はシンプルだ。副菜には、蒸し鶏のピカタ、リンゴのソテーか。二段オーブンを駆使して調理する様が目に浮かぶようだ。これは洒落ているぞ。『トリコロールサンド』。屋上が中庭がモンパルナスのカフェーに変身だ」

　───とそんな調子でテンポよく、次々と講評をこなしていきました。

　やがて出品列の端までたどりついた会長は、浮かない足取りで後退してきます。さんざん生唾を吞み込まされた観衆も、彼女に連なって、空きっ腹をかかえながら戻ります。

　周囲を圧倒するオーラを放つ、とある弁当をこわごわ見つめます。

「さて、最後になるが……あえて存在を無視していたこれに挑もうか……

　エントリー番号八番『焼きうどん弁当』！」

　丸底の弁当箱をわしづかみにして頭上に振り上げる六地蔵。

「───この弁当を作ったのはどいつだあ！　こんなもん食えるか！　海の家かここは！　試食以前の問題だ！」

　しかしそのとき六地蔵は、自分から観衆の視線が強引に引きはがされる感覚に粟あわ立だちました。

「……ハッ……御陵!?　何をしている!?」

　六地蔵が見やると、御陵先輩は家庭科部員が取り皿に分けた焼きうどん弁当に箸をつけるところでした。

「こっ、こら御陵！　生徒会長の特権を奪う気か！」

　慌てる会長。

「話が長い、です、もぐもぐ、だと？　それは悪かった。昨日、予習で読んできた漫画に影響されてしまったんだ……え、美味しいの？」

　小さく頷く御陵。

　遅れまじと、威勢良く割り箸を口にくわえて割る六地蔵。

「だ、だいたいなんだっ、この投げやりな盛りつけは！　この褐色の海原の唯一の彩りが紅ショウガとは───いや、これは山盛りの紅ショウガでは……ない……だと？」

　おそるおそる箸をつけて、会長は愕然とします。

「これは紫キャベツのマリネだ！　こ、これは胃に優しいじゃないか」

　震える箸の先で、うどんをつまみあげます。

「そして……水気を吸ってべっちゃりと張りつくかつお節に気をとられていたが、この芳香……これは……」

　ちゅるん、もぐもぐ、と口にふくむ六地蔵。

「み、味噌だ……っ!!」

　戦慄する六地蔵。

　観衆に衝撃走る。

「醬油でもない、ソースでもない、ましてや辛子マヨでもない───味噌だ！　この焼きうどんは味噌で下味を施されている！」

　講評に耳を傾ける者たちは、我知らずのうちに一歩前へと歩み出ていました。

「……そうであった」

　とりまく圧迫感を敏感に感じ取った会長は、周囲を見渡して汗します。

「こやつらは……味噌のテイストにめっぽう弱いのだ！　この地に生を受けて以来、幼少よりはぐくまれた味覚が、脈々と受け継がれた味噌麴こうじの遺伝子が、味噌をくれ味噌をよこせと叫ぶのだ！　アミノ酸！」
















　知性と本能のアンビバレンツに頭をかかえる六地蔵。

「認めない。認めないぞっ。焼きうどんは、鉄板の熱気と共に食してこその美味。焼きたてだから焼きうどんなのだ。これはただの冷めたしょっぱいうどんだっ」

　静まりかえる会場で、またもや、ぽつりと放たれた呟きを聞き逃さず、振り返る会長。

「それを言うなら、お弁当のご飯だって炊きたてが美味しいに決まってます、だと!?　その通りだ御陵！　あいかわらず冷静的確だな！」

　さらに口へと運びます。

「なるほど割り箸を使わせるわけは、食べやすさか。むむむ……イカ入りの揚げ玉も香ばしい！　しかし、これではジャンクだ。栄養バランスもへったくれもない！　かといって野菜を増量すれば、かろうじて残るうどん本来の喉越しと食感すらも失われよう。ああだめだだめだ、この弁当はダメだ！」

　正体不明の敗北感を漂わせて、机に両手を置いて体を支える六地蔵。

「…………」

「以上ですか」と山科。

「うん」

　さっと凜々しさを取り戻し、全員を見渡す生徒会長。

「これにて講評を終わる。お待たせ、皆の試食に移ってください。各お弁当ちゃんたちの健闘を祈る」

　家庭科部員がうやうやしく差し出した投票箱に、用紙を投じる生徒会長。

「わたしはわたしの信ずるものに投じるまで」と捨て台詞を残し、次会場へと向かいます。御陵先輩もまた、同様に一票を投じて、残る生徒たちに一礼して去っていきました。




　その日のうちに集計された『お弁当コンクール』の結果───

　日ノ岡穂群の『焼きうどん弁当』は大好評を博し、家庭科部員出品の『吹き寄せ寿司弁当』とともに、同票一位を獲得したのです。賞品は図書券。副賞は生徒会備品であるところの魔改造電動自転車セルフレーム使用権でした。

　一方、毎年大波乱の『大和撫子コンテスト』は───

　生徒会より送り込まれた書記女子が勝利をおさめ、一昨年ぶりのタイトル奪回となりました。

　注目のダークホース藤森雨乃は、そつなく茶点てをこなしたのち、一年とは思えない妖艶な脱ぎっぷりでスクール水着姿を披露し、勢いよくプールに飛び込んだはいいものの、何分たっても浮上してくる気配がなく、駆けつけた藤森教師によって助け出され、観衆たちがあっけにとられるなか、いずこかへ引きずられていったということです……ハァ。
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　放課後。

　現代文の授業の終わりぎわに言いつけられた通り、職員玄関で待っていたほむらの前に、藤森教師が姿を現しました。

　ふだんのジーンズ姿とはうってかわってのスーツ姿です。

　タイトスカートがよくお似合いで、まるでやり手の教師です。

「先生……就職活動ですか？」

　ほむらのボケに、くっと顔がひきつる藤森。

「笑っていいんだぞ」

「いえいえ、めっぽう素敵です。可愛いです。憧れちゃいます」

「頼むから笑ってくれ」

「いつもその格好で授業してくれたら、私も居眠りしません」

「こいつ……なんど見逃してやったと思ってんだ……」

　校門へ向かおうとしたほむらを、パンプスを履くのに苦心している藤森が呼び止めます。普段はブーツですもんね。

「駐車場にまわってくれ」

「あっ、マイカーですか。先生のイメージだと、真っ黒い革張りのハーレーダビッドソンとかですよね。こう片手でショットガンを構えてぇ、くるっ、ズドン！」

「そんな処刑教師いねーよ」

　駐車場にやってきた二人。乗り込むのはミニクーパーです。

　グローブボックスから取り出した運転用眼鏡をかけた藤森は、やり手教師から秘書にジョブチェンジ。

　助手席のベルトを装着しながらほむらが言います。

「うちの両親の説得に、先生が協力してくれるとは思いませんでした」

「約束だからな。きみはちゃんと結果を出した」

　反則気味の弁当とはいえ……そう付け足した藤森に、ほむらはやかましく抗議します。

　笑いながらミニクーパーを転がしだす藤森。

　行き先は日ノ岡家です。

「今度はわたしが行動する番だ」

　日中に、藤森が日ノ岡家に連絡して訪問に都合のよい日を尋ねると、電話を受けたほむらの母は即日快諾しました。母からの連絡を受けて、帰宅を早めたほむらの父もまた、今頃、気をもみながら自宅へ向かっているころでしょう。

　校舎の周囲を走りこんでいる運動部員の脇を抜けながら、藤森が尋ねました。

「朝のトレーニングは続けてるのか？」

「なんとか。最近はメニューに柔軟が増えて」

「東野も面倒見がいいな」

「いやー、あいつにはまんまと騙された。私のプライドはシュレッダーです！」

「なんだそれは」

「御陵先輩みたいな人をですね、あんな大美人をですね、連日身近に見ていたら、そりゃあまともな感覚が麻痺するってもんですよ！　ねえ！」

「わかった。探検部の特訓に入る前に、まずきみの自意識過剰から叩き直す」

「はぁ!?　ひどい！」

　直線に入り、ぐんと加速するミニクーパー。

　抗議のポーズで身を乗り出していたほむらは、どすっとシートに頭を押しつけられました。

　道中、車内はＦＭラジオの洋楽が流れています。

　マニュアルのシフト操作を珍しそうに見ていたほむらは、神妙な表情を浮かべて尋ねます。

「───先生」

「ん」

「東野くんのお姉さんって……」

「ああ。そうだな。故人だ」

　ほむらの疑問を察した藤森は、即答しました。

「本人に訊いたらどうだ？　きっと気にせず教えてくれるぞ」

「それはちょっと、さすがに……」

　ほむらにとって、子細を尋ねられるとしたら藤森くらいのものでした。

「病気……とかですか？」

「…………あれは……九年前か」

　藤森はラジオの音量を下げました。

「大おお隅すみ小事件っておぼえてるか？」

「あ……」

　胃をしめつける不安がよみがえります。

「おぼえてます。一応」

　藤森が静かに頷きます。

　具体的な記憶はなくても、その重い気持ちだけは、ほむらの胸にわだかまり残っていました。地域の児童に、子供を持つ親に、少なからぬ恐怖を刻み残した事件です。

　ニュースに疎いほむらも例外ではありません。

「やつが一年坊主。姉は六年生で、同じ小学校に通っていた」

　東野の部屋で見た、あのふたりの写真の一年後───

「近隣に住んでいた凶漢が、学校内に入り込んだ。目の前で姉を刺されたらしい」

「…………っ……」

「犯人はその場で取り押さえられた。子供が二人死んだ。教師も負傷した」

　東野の姉は、事件の被害者の一人でした。

　あの小さな体で、幼い東野をかばおうとしたのかもしれない……

　そう考えると、ほむらはじわりと目が熱くなり、窓から差し込む夕日がまぶしく感じられてうつむきました。

「……その後、捕まった犯人はどうなったんですか？」

「心神喪失と診断されて不起訴になった。犯行の動機は、引きこもりの原因になった中学校に恨みがあったとも、親族への恨みだとも」

「それって、どっちにしても小学校の子供たちとは関係なくないですか？」

「うん。まったく無関係なんだ。だから、つらい」

「…………」

　ほむらには言葉がありません。

「東野が剣道を始めたのは、その事件後からだそうだ。子供ながらに思うところあったんだろうな」

　ふうと、藤森は肩をゆるめて息をつきます。

「……と、ここまでは、やつの父君から教えていただいた話」

「なんだ。先生も、直接訊いたんじゃないのか」

「いやーははは」

　家族を失う、といってほむらに思い起こされたのは、子供を誘拐されたあの女性でした。彼女の悲しみは癒されることなく、怒りをぶつけるはっきりとした相手もいないまま、何年も続いているのです。

　怒りをぶつける相手がいるのと、いないのとでは、どちらが辛いのだろう。死という区切りのない、はっきりとしない別れの悲しみは、明確な死の痛みよりも軽いものなのだろうか。

　そんな漠然とした問いを、ほむらはうまく言葉を選べないまま、藤森に尋ねました。

「───やり場のない怒り、か。悲しみの深さを比べるのは難しいな」

「ですよね……」

「人それぞれだろ。ペットの金魚が死んで体を壊すほど落ち込む奴もいるし、我が子が死んでも涙一つこぼさずけろりとしてる奴もいる」

「…………」

　命を奪われるきっかけは、事故や犯罪に限らず、病気や、ひいては寿命だってあります。それが常識だからといって、簡単に納得はできません。

「ただはっきりしているのは───わたしたちは、前に進まなくちゃいけないってことだ」

「そうですね、残された私たちが頑張らないと」

　小さく拳を握って、意気込むほむら。

　そんなほむらの言葉に、ぴく、と藤森の眉が動き、鋭い視線を投げかけます。

「きみは残されたのか？」

「……え？」

「いや、無神経な聞き方は謝るが……彼らは行ってしまったんだろうか？　『先』へ？」

「先……じゃないかもですけど、私たちの知らないどこかへ……ですよ」

「そうか。それなら、死ぬのもまんざら悪くない」

　無論、藤森がそんなふうに思っていないのは明白でした。

　フロントガラスに広がる景色をどこか遠くに見ながら、ハンドルを握りしめる藤森の姿は、ほむらには、舵輪を握る船乗りのように見えました。

「わたしたちの知らないどこか。それは今を生きているわたしたち自身の前に広がっているんだ。どこまでも無限に」

「……ヴァスコ・ダ・ガマの言葉ですね」

「……いや」

「じゃあ、日本開国を迫るペリー提督が」

「ちげーよ。藤森稚ち鮎あゆだよ。うるさいよきみは」

　照れ隠しの左手がびゅんと飛んできます。

「稚ち鮎あゆ？　稚ち鮎あゆちゃん？　先生の名前ですか？」

　可愛らしい響きに、にたりとするほむら。

「なーんだ、モリちゃんなんてあだ名より断然そっちのが可愛い！　東野くんに教えてやろう」

「稚鮎ちゃんなんて呼んだら叩っ切るぞ」

　藤森はまた墓穴を掘ったとばかりに、ハンドルに鼻先を寄せて身をすくめます。

「あっそうだ一つ訊きたいことが」

「なんだまた質問かあ。くそっ、きみの家は遠いな！」

「これで最後最後。あの、藤森雨あめ乃の……さんって？」

「来たな」

　険しい目つきで前方を睨む藤森。

「そろそろ教えてくださいよ。新緑祭のあとからずっと噂になってますよ」

　ほむら自身はもっぱらクラスメートに聞かされた話ですが、『大和撫子』を失格になった謎の美少女は、結局その後も学校には現れることなく正体不明のままです。

　唯一事情を知っていそうな藤森も、生徒に聞かれるなり逃げ回っているのでした。

　逃げ場所のない車内で続くほむらの追及に、結局、長々とあきらめのため息を吐きながら藤森は打ち明けました。

「雨乃は、うちで預かってる居候だよ。成り行きで戸籍も貸してる」

「なななんと隠し子!?」

「ハッ、そう来ると思った。そんなんじゃない。腹違いの妹とかでもないからな！　変な噂を広めてくれるなよ」

「でも、赤の他人に戸籍を貸したりしますかあ？　っていうか戸籍ってレンタルできるんですか？　探検部の部員なんですか、じゃ」

「なぜそう思える？」

「東野くんも知ってたみたいだから」

「あの少年に隠し事が出来ないのはよくわかった」

「それに以前、ある人が部員は三人だって言ってたんですよね」

　六地蔵がそう言っていたとは明かさないでおきました。あの時の彼女の視線に、ほむらはただならぬものを感じました。しかし、好奇心には勝てません。

「…………」

　微妙な表情で沈黙している藤森。

「会ってみたいんですケド。アメちゃん」

「アメちゃんん？」

「面白そうだし」

「保護者やらされてるこっちはマジでいい迷惑なんだが……あー、残念だが、正式な部員じゃない。まだ仮入部で、今はメン……静養中だ。いずれ会う機会もあるだろ」

「いつ───」

　それ以上は訊くなと、無言で睨まれるほむらでした。

　住宅街を走りすべる車が、ほむらの自宅前に着きました。

　家の車庫には、まだ帰宅した父の車はありません。

　もう間もなく到着というところでしょう。

「ささっ、殿。本丸はガラ空きですぞ」

「よーし乗り込むぞ」

　途中で買ってきた、お土産のケーキの箱を後部シートから取り出す藤森。

「土下座するなら和室の方がいいですか？」

「しない。嫁を貰いに来たんじゃない」

　玄関からほむらの母が顔を出します。

　きりっと背を正し、慇懃に挨拶する藤森の姿はまさに理想の教師です。

　……まあ、あくまで見かけは。

　これなら入部に反対して激しい抵抗を続ける父の陥落も見込みあり。同席する母の誘導があればさらに確実になるでしょう。

　何事かと二階ベランダから見下ろす妹にむかって、早くもほむらは勝利の親指を立ててみせるのでした。
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「緊張してんのか？」

「ほ、ほんのちょっと」

　探検部の部室へ向かうほむらを、東野が気遣います。

「トイレいっとくか？」

「あとでいい。っていうか！　あれだけの建物なら中にトイレくらいあるでしょ！」

「そりゃあるけど」

　緊張の種は、あの学まなび舎やの敷地にふさわしくない要塞じみた建物にあるわけではないのです。

「お、先輩だ」

　ほむらの緊張の種が待ち構えていました。

「来らい来らい、です」

　部室棟手前の渡り廊下では、御陵先輩が待っていました。

　ほむらたちの姿を認めて小さく手を振ります。

「こんにちは先輩！」

「こんにちは、東野、くん。そして日ノ岡、さん。探検部部室に、ようこそ」

「よろしくお願いします。御陵先輩」

　ほむらは膝に手を置いて深々と頭を下げました。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　会釈する先輩の艶やかな髪がさらりと前に流れます。

　先輩を先頭に、部室棟の玄関口、エントランスフロアに立ちました。

　見上げる先の『探検部』と筆で大書された、檜の看板がミスマッチです。

　ガラス扉の前の床から突き出た台に、先輩が手を置きました。台の上には掌のマーク。静脈スキャナーです。ほむらにとっては映画でしか見たことのない代物です。

「…………」

　しかし何の反応も起きません。

　きょとんとして首をかしげる先輩。

「先輩っ、端末」

「あっ」

　東野が小声でささやくと、先輩は例のＵＮＰＩＥＰの紋章が描かれた端末を取り出して、台のセンサーにかざし、再びスキャナーに掌を置きました。

　電子音が鳴って、認証完了を伝えます。

「入室、三名、です」

　マイクに向かって発話すると、チカッと壁面に埋め込まれた小さなレンズが一瞬光ります。レーザー光で走査されたようです。

　入室許可のメッセージが強化ガラス製の扉に直接表示されスライドします。

　感心しながら、部室棟内に一歩踏み込むほむら。

「やったらと厳重ですね」

「だよな。俺もまだ勝手には入れないんだ」

「体重も、計測して、ます」

「ぅなっ」

　そう先輩に言われて、フロアマットから跳び上がるほむら。

「部員の体型も監視!?」

「余計なもん持ち出さねーよーにだよ」

「な、なるほど……油断も隙もないな」

　入った先の小さなエレベーターホールに、建物の簡単な見取り図がありました。

「訓練室……待機宿直室……減菌減圧室……ネットワーク端末室……バックストレージ……」

　聞いたこともない名前の部屋が並んでいます。

　一階は大きめの部屋が占め、二階には生活関係の設備が集中しているようです。屋上には、天体観測ドームがあります。地下は倉庫のようです。

「お。あるある、給湯調理室」

「部室の案内は、また、いずれ。ひとまず、二階へ」

　先輩に案内されるまま、エレベーターに乗り、二階の待機室にやってきました。

　そこはほむらのイメージでは一番部室に近い場所で、ほんのちょっと安心しました。

　規格品のテーブルとパイプ椅子。小さなＴＶ台にマルチメディアプレイヤー。

　お茶のポットや、置かれたままになっている私物もあります。

　なによりありがたいのは、校舎裏の山に面した窓があることです。校庭グラウンド側に面していれば、文句なしでしたが、妙に壁の厚いこの建物では、なかなかそうもいかなそうです。

「いらっしゃい」

　椅子の上で足を組む藤森が、ほむらたちを迎えました。

「探検部へよく来た、日ノ岡穂群。多少の遠回りはしたが……」

　たちあがり、勢いよくテーブルに片手を置きます。

「ここが、きみの出発地点だ」

　テーブルに置かれていた一枚の地図。

　その上でペンがはね、コトンと鳴ります。

「まずはセレモニーを済ませようか。ほい、御陵」

　藤森はパッケージされた新品の携帯端末と、数枚の書類とカードを御陵に差し出しました。

　はっとする御陵。

「構わないです、か？」

「もちろん。きみが部長だ」

　部屋の中央に立つ二人。御陵先輩とほむらが厳かに向かい合います。

　咳払いまでもが、可愛らしい先輩です。

「それでは、青藍高校一年Ａ組、出席番号～～番　日ノ岡穂むりゃ……穂群さん」

「はい」

　嚙みました。

「───本日より貴殿を、国際連合虚惑星開拓計画ＵＮＰＩＥＰ


日本支部所属探検部　初等調査官に任命いたします。

国連事務総長　～～・～～




虚惑星調査管理官　探検部顧問　藤森稚鮎




先任調査官　探検部部長　御陵真世」



「おめでとう」

「ありがとうございます」

　ほむらが調査官の証を手にすると、藤森と東野が拍手します。

　部員三人と顧問一人の小さな部活です。

　ほむらが東野の隣にかけると、おくれて御陵が、冷蔵庫から取り出した平たい紙箱を持ってきました。

「これ……日ノ岡さんの、歓迎会用に。ささやかですけれ、ど」

「おっ、御陵の林檎パイかあ。久しぶりだな」と藤森。

「はい」

「わあ、ありがとうございます。美味しそうですね！」

「自慢のレシピ、です」

「俺の時は無かったような……」

　ショック気味の東野の呟きに、御陵はおろおろとうろたえます。

「すみません……あの時、は、わたしも、部長に任命されたばかりで、動転して、いて……」

「大丈夫、先輩。今日二人分食います」

「はいっ、たくさん食べてくだ、さい」

　破顔する東野に、ほっとして胸をなでおろす御陵先輩。

　テーブルの林檎パイをじっと見つめます。

「でも、昨日の晩に、久々に家のオーブンに火を入れ、て……」

　言葉の途中でうつむいて、押し黙ってしまう御陵。

　慌てて藤森が立ち上がります。

「な、泣くな、御陵！　今日は嬉しい日だぞ！」

　弱り顔で先輩の肩をさする藤森。

「よし、東野！　皿とナイフとって来い！　パイには紅茶か？」

「了解っす、先生。皿とってきます！」

「私、お茶吞みます」「淹れろよ」




　テーブルについて林檎パイに舌鼓をうつ探検部員たち。

　隣の部屋は、休憩室になっているようです。

「初めて入りましたけど、この部室棟もすごいですよね。幾らかかってるんでしょうね」

「そういうことを気にしたのは、きみが初めてかもな。確か、箱のほうは五十億くらいだったかな」

「ごじゅうおく!?」

「なに、空母やステルス戦闘機やらに比べたら安いもんだ」

「空母は大げさじゃないっすか」と東野。

「いや、ある意味、我が国の空母だよ」

　御陵も頷きます。

「まあ。そんな他事は気にしないでいいよう慮おもんぱかるのが、顧問のわたしの役目だ」

「お願いします。ちなみに、それだけ予算があるなら、もしかして部員に給料も出たり？」

「出ねーだろ。探検部は基本ボランティアだ」

「え～？　ま、知ってましたけど。でも、探検で何かすごい発見があったら、金一封くらいねえ」

「がめついな」

「すごい発見したら、わたしが温泉でもなんでも連れていってやるよ！」

　と胸を張る顧問。

「ふおお、温泉？　実は訓練場にある温泉とかじゃ……」

「よくわかり───」

「おーっと紅茶のおかわり飲むか御陵？」

　無理矢理、先輩の言葉を遮るわざとらしい顧問。

　どうやら過去にやらかした手のようです。

　新入部員同士アイコンタクトして、藤森顧問が鼻先に餌をぶらさげた時は要注意、と記憶する二人でした。

「私が初等調査官だと先輩は───いえ、部長は何調査官に？」

　なにげなくほむらが尋ねました。

「わたしは、三等調査官、です」

「ほほう、三等……意外と……ひくめ？」

「おい」と東野が睨みます。

「すいません、失礼いたしました。えーと東野くんは、五等調査官だったっけ」

「そう。初等の一個上だってさ」

「てことは……初等調査官は六等相当か。はあ、先は長いのね」

　フォークで両断したパイを、そのまま二口で胃に投げ込んだ藤森が口を挟みます。

「きみたちな、言っとくが等級なんか探検中は意味ないぞ。単なる国の決めごとだ」

「です」

　たしなめる藤森に、同意して頷く先輩。

「でも、剣道でいったら段位みたいなものなんじゃ？　調査官としてのレベルじゃなければ何なんですか？　経験とか、信頼とか、安全第一とか……」

　うは、と声をあげて藤森は椅子にのけぞります。

「薄っ。なぜだ、日ノ岡の口から聞くと、こんなにも言葉が薄っぺらに聞こえる」

「ペラペラですいません……」

「等級は、所有資格数で割り振ってるだけだ。ほれ、日本の名峰を集めた百名山ってのがあるが、これを全部登った登山者と、逆に富士山だけを百回登ったことのある登山者。どっちが上だって聞くようなもんだ」

「そう言われると確かに微妙デスネ……」

　神妙な顔で腕組みするほむら。

「でもエベレスト百回だったら最強かと……」

「おまえほんと口減らねーな」ともはや感服している東野。

「ごめん……」

　ジト目でうなだれるほむら。

　そんな、ほむらを励ます言葉。

「……好奇心は……」

　顔をあげると、意外な近さまで身を乗り出していた先輩と目が合いました。

「好奇心は、みんな、生まれながらに持つもの、です……」

　髪がちょっとパイのお皿にかかっているのも気にせず、熱っぽく語る御陵。

　藤森も静かに彼女の横顔を見つめています。

「探検は……それを、忘れないため、の……不屈の闘志……」

「……闘志」

　はい、と頷く先輩。

「ひるまぬこころ、です」

　およそ闘志とは無縁な雰囲気の先輩です。

　そんな先輩だからこそ、ほむらの胸にその言葉は残りました。




　六等分のパイは、宣言通り東野が二切れたいらげました。

　余った一切れにほむらが手を伸ばしかけたところで、あらたまって藤森が宣言します。

「さて」

　びくっとしたほむらの向こうで、腕時計を見ながら藤森は椅子をひきます。

「歓迎会はこのへんでお開きとしてだ。準備にかかろうか、諸君」

「───え？」

「───へ？」

　藤森の言葉に固まったのは、ほむらだけではありませんでした。東野もです。

　先輩だけが平然としています。

「まさか……探検の準備っすか？　今から？」

「そうだぞ。あ、片付けはいいよ、御陵」

　先輩はしれっとして頷きます。

「そろそろ夕方なのに？　明日、授業あるのに？」

「だな───家に連絡くらいはしとくか。おい、日ノ岡、最後の一切れはあきらめろ」

　ムーブムーブ！　と階段に追いやられながら東野が半信半疑の笑いで、振り返ります。

「冗談っすよね？　先生!?」

「この靴底が冗談を言っているように見えるか」

「日ノ岡は何一つ準備なんか出来てねっすよ？」

「おまえが走り込みで体力つけてくれたろ。感謝してるぞ」

「まだ一月も経ってないって。いてっ蹴んなモリちゃん」

　部室棟の一階。

　御陵と共に女子更衣室に入ったほむらは驚きました。

　クロークには、各サイズの女子制服が整然と準備されています。

　御陵先輩がサイズの見当をつけながら取り出してきた制服を見て、ほむらは目を見張ります。

　冬物のブレザーに長袖のシャツ、その他一式です。微妙にシルエットが異なっているような？

「冬服に着替えるんですか？」

「夜は冷えます、から」

「お泊まり決定だぞっと」

　さらにロッカーボックスに備え付けられたトレーを指し示します。

「携帯電話、時計、メディア機器などあったら、こちら、に。電子機器類は、全部、です。虚惑星に持ち込むと、壊れます」

「はいっ、通信手段も没収っ」

　戸惑いながら服を受け取ると、見本を示すように先輩自身も着替えはじめます。その思い切りの良さ、着替える動作の素早さといったら！

　心の準備とか、やる気の下ごしらえが……とぼやいていたほむらの戸惑いを吹き飛ばす潔さです。

　違和感は、実際に服に腕を通してみてより確実になりました。

　鏡面の壁の前に立つほむら。

　見た目こそ我が校の制服に似せていますが、生地の質も、まちの入れ方もまるで別物です。肘や肩には衝撃を緩和する、不思議な感触のパッドが入っています。

　胴部には硬くしっかりとした幅広のベルトが裏打ちされ、周囲には道具類を下げるための金具が配置されています。腰の左右には、アクセントのように台形の金属の輪が一つずつぶら下がっています。思い切り引っ張ってもビクともしません。さらに脚部にも、下着のガーターのようなフォルムのベルトを装着して、さきほどの胴部のベルトと接続します。

　後に、体を固定するベルトはハーネス、台形の金輪はカラビナという名前の登山具だと教わりました。

　なんとか着用を終えたほむらを、御陵が念入りに点検します。

　やはり特製のシューズの具合をみるために、ぴょんぴょんはねながらほむらが話しかけます。

「……先輩は藤森先生のこんなサプライズ、ご存じだったんですか？」

「ぐる、じゃない、ですよ」

　済まなそうに肩をすくめて先輩は微笑しました。

「でも、なんとなく予想はしてまし、た」

「左様ですか……」

　そうして一通り準備を整えたほむら。

「お、重い……」

「防刃繊維なので、重量があるのは仕方ない、です」

　ここまで本格的になるなら、どうして制服のスタイルにこだわるのか、ほむらにはわかりません。

　腑に落ちないほむらの肩に御陵が手を置き、鏡と対面します。

「自分の姿をよく見て、頭に焼きつけてください。大事なこと、です」

「はい」

　鏡のなかの自分は不安な顔です。

「つくづくえらいところに来てしまった……って、先輩のはまた大胆というか……」

「です、か？」

　自分の制服をあらためて見直す先輩。ほむらに比べると一層の改造が施され、動きやすそうなデザインになっています。

　更衣室の扉がノックされて藤森が顔を出します。

「どうかな、女子チームは？」

　藤森はにやにやしながらほむらを見つめます。

「ほう、似合ってるぞ。駆け出しの調査官には見えない」

「どうも……先生は探検に来られないんですか？　管理官として」

「ハハハ、行かない。わたしは顧問だ。第一、管理官の目なんかあったら探検はつまんないぞ？」

　恨めしげに藤森を見るほむら。

「雇用契約が違うような……『危険なことは一切させません、わたしがすべて面倒みます』って……」

「ははあ。さてはきみ、大人同士の会話を盗み聞きしていたな？」

「そりゃ盗み聞きもしますって、自分のことなんですから！」

　わめき立てるほむらの背を押して、女子更衣室から連れ出す藤森。先輩も後に続きます。

「あれはぜんぶ噓だ。いや噓はよくないな。ジョークだ」

「汚い！　大人汚い！」

「部員獲得の前には、些細な問題だ」

「最初は嫌がってましたよね！　先生が一番！」

「あれはツンデレっていうんだ。わたしの学生時代に流行った対人スキルだ」

　そうして強引に誘導されていく向きが、気になりだしたほむら。

「外に───駐車場へ行くんじゃ？」

「いや、違う。そう思うのも無理はないが」

　向かったのは、部室棟の中央にある減菌減圧室です。

　入室の際にはエアロックを経由して、殺菌作用のある照明とミストを浴びました。

　照明が暗めに設定された、天井の高い広い部屋には、すでに東野が待っていました。

　顔を揃えた三人を前に、藤森が語りはじめます。

「この部屋は名目上は減菌減圧室となっている。が、我々探検部員はそうは呼ばない。『転送室』だ」

「基本訓練を積み重ねて、万全の態勢でって……」

　と、まだゴネているほむら。

「正直に言おう。わたしはそういうチマチマしたのは大の苦手だ。やってみて駄目なら他の手を考える。習うより慣れろ。結果オーライ。怒られたら謝る。な？　これでいこう」

「そんな他人事みたいに」

「またモリちゃんの悪い癖か……」

「納得したかな。では今回のミッションを説明しよう。以前、御陵と相談したプランからは特に変更は無い───」

　御陵が頷きます。

　壁面に投影された立体的な地図の映像にポインターをそわせて、ミッションの詳細が語られます。

　ですが、完全に置いてけぼりのほむらの頭にはそんな説明は入ってこず、ぼんやりと部屋の様子を眺めています。

　壁の一角に、この青藍高校の位置を示す緯度経度が表示され、現在時刻がリアルタイムに映し出されています。

　その直下には、今度は虚惑星の緯度と経度があり、やはり現地の時刻が表示されているのですが、その表示が明らかに異常です。

　みるみるうちに、時刻がずれていくのです。

「今回は日ノ岡は必要最低限の装備だ。代わりに東野が持ってやれ」

「わかりました───でも、やっぱり反対です」

　東野の言葉に、ほむらははっとしました。

　ふだんから生真面目な東野ですが、その声にはかすかな怒りも混じります。

「いきなりすぎます。せめてロープワークと地図の読み方をおぼえて───」

「その次は何だ。渡と河か技術か？　シェルター作りか？　飲料水の確保か？　どれも必須だ。マスターする頃には日ノ岡はもう卒業してる」

　まくし立てる藤森顧問に東野は押され気味です。

「っ……野外活動の経験もないのに。男だったらまだいいですけど。女子ですよ」

「そのために御陵がいるんだ。それに東野、きみだって今回で虚惑星は三回目になる。彼女に教えてやれることは多いはずだ」

「日ノ岡が覚悟を決めてからにすべきです！　このミッションなら、二人でも十分じゃないですか」

「だから行かせるんだ」

　先輩はハラハラと二人のやりとりを追っています。ところがほむら自身には、二人が真剣になるほど他人事のように思えてくるのでした。

　ついつい緊張を紛らわそうと、軽口を叩きます。

「ハリウッドリメイク版ハッピーエンド忠臣蔵年末スペシャル、とか」

「……なんだって？」

　藤森が聞き返す横で、先輩が言い添えます。

「All's Well That Ends Well, 終わりよければ、すべてよし、ですね」

　笑顔。ちょっとだけ先輩はほっとしてくれたようです。

　一方、東野はあきれ顔。

「───余裕ありそうだな、なんか」

「えっ、ないよ？　全然ギリギリだよ？」

「あ、続けてください。先生」

「見捨てないでってば」

　にっと笑って藤森が壁面に手を置きます。部室棟の入室と同様の認証手順があり、壁の中から薄いトレーがスライドして現れました。

　宝石箱のような内張りのビロード生地に載せられていたのは、まさに宝物でした。

　一個の指輪が、暗い室内で淡い光を放っています。ほむらの目がおかしくなったのでなければ、ですが。

　藤森が慎重にトレーから指輪をとりあげます。

「これが『転リ送ン環グ』だ」

「……転送環……」

「この部屋、この御大層な設備は、ここにある小さな指輪一個のために用意された四阿あずまやに過ぎない。わたしの時には転送室なんてものは無くて、単なる普通の校庭だった」

　指輪の穴を通して、部員たちの顔を順に覗いていく藤森。

「人類にとってこの指輪が秘める価値は、真に無限大だ」

　握り込んだ掌を小さく振りかざし、御陵部長を見つめます。

「───準備はいいか部長」

　神妙な顔で頷いた先輩は、差し出された指輪を手にとり自分の指にはめました。

　虹色の輝きが、ふわっと指先に現れます。

　装備を背負いあげた東野がほむらの背を叩いて部屋の中央へとうながします。

「よし、出かけようぜ」

「転送ってそういうこと……やっぱりゲームじゃないの」

「違うって。俺たちにとってはな。先のわかんねえ現実だ」
















「…………っ」

　逡巡するほむらの左手をそっと先輩が握りました。

　指輪のひやりとした感触が触れます。

　そのまま先輩は東野にも手を伸ばし、両手で二人の部員と手をつなぎました。

　東野がすこしこわばった顔で、それでも微笑を浮かべながら、ほむらにもう一方の手を伸ばします。

「…………」

　そのまま東野と指を重ね、三人は小さな輪になって向かい合いました。

　藤森と視線を交わした先輩が、壁の表示を読み上げます。

「日本時間　～～月～～日～～時～～分。虚惑星時　第三春期　～～日～～時～～分。予測天候　晴れ　信頼率二五％───

青藍高校探検部、虚惑星に出発します」

　三人の輪から距離をとり顧問は立っています。

「さあ、楽しめ！　腕の一本や二本なくしてもいい。元気に帰って来い」

「死んじゃいます！」

　そんな心の震えを許すまじと、先輩の指に力がこもります。

　瞼の裏がチカチカします。

　足下から駆けのぼる違和感に、ぞくりと震えあがりました。

　産毛の一本一本が着衣の布地の重さを感じるほどに敏感になっています。

　ぷちぷちと肌のきめときめがはじきあう音が聞こえるほどに。

　緊張する筋肉と腱と、骨と骨のなめらかなきしみ。

　ごうごうと体を包む唸りは血の奔流の響き。

　心臓のブラックホールに吸い込まれ、再び圧倒的な力で押し出されて身体をかけめぐる血のしずくの一つ一つを数えられます。

　気付けば、ほむらはほむらを見ています。それは東野のまっすぐな瞳に映る自分の姿です。そのまま右側に目をやれば、瞼を閉じて汗ばんでいる先輩がいます。

　瞬間、先輩と一体となります。

　熱い熱い先輩の掌。熱い熱い東野の吐息。冷え切って凍りついた私の心臓。

　暗い暗い光年の深淵に、炎───
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「東野くん、明かりを───」

　先輩の声がしました。

　ふっと意識が戻ると、いつの間にか結ばれた手の絆は離れて、ざらついた岩の床で膝をついていました。

　周囲は真っ暗です。風の動きも感じられない密室のようです。

　たった今まで先輩の手が自分の背に触れていた感覚が残り、不思議と怖くありません。

「はい……」

　遠くない場所で東野の返答があり、さらに低い呟きが続けて聞こえてきました。

　先輩も息を殺して待っています。たしか明かりを、と───

「…………すいません、先輩」

　東野が力の無い声で謝ると、先輩はすぐさまその呟きを引き継ぎました。

「Ｈｉハイドラ……Ｏｘオクスィ……Ｓｒサルファ……」

　空中に青い火花が散って、先輩の指先に光が浮かび上がりました。

　チッチッチチチチと光の瞬きの間隔は狭まりながら光量も増していき、携帯の液晶ほどの明るさの点光源になりました。

　ほむらたちのいる場所は転送室と比べると天井はぐっと低く、ひとまわり小さな部屋でした。

　窓の無い、石組みの地下室のようです。壁際には木箱や樽が整然と積み上げられ、部屋中央に空間を確保しています。かび臭さも感じるものの、鼻が曲がるほどではありません。空気もさらりと乾燥しています。

　起き上がったほむらは、咳き込みながら先輩に尋ねます。

「……転送、されたんですか？　着いたんですか？」

「はい。もう虚ヌ惑テ星ラです」

　先輩を振り返ったほむらは、ぎょっとしました。一瞬、そこに見知らぬ人間がいるように思えたからです。すぐに光の色合いの影響と思い直したものの、なかなか胸の高鳴りはやみません。

「東野くん。立てますか」

「……はい、なんとか……」

　優しげな声は確かに先輩に間違いないのですが───

　暗がりに目が慣れてきたほむらは、東野の姿を確認して歩み寄ります。

「東野くん、平気？」

　から元気を見せて頷く東野を、先輩が介抱しています。

「転送酔い、です。しばらくすれば快方に向かいます。日ノ岡さんは、大丈夫？」

「はい、もうなんとも」

　ほむらはその場にしゃがみ込み具合が悪そうにしている東野から、背の荷物を下ろすのを手伝い、肩を貸して立ち上がらせます。

「……悪りぃ」

「ヨイショ……いいってことよ！」

　先輩が先に立ち、上階へ続く石段へ向かいます。

「驚かない、でね」

　肩越しに先輩が言いました。

　慎重に木扉を押しあげて上階に上がります。

　上階もまた暗闇に包まれていましたが、窓板の狭間からは薄く光が漏れ、部屋に舞うチリを浮かび上がらせています。

　先輩は指先の光を消すと、ほむらに手を貸して一緒に東野を支えます。

　部屋にあったテーブル脇の木椅子に東野を腰掛けさせます。

「すこし東野くんを見ていてね」

「あっ、はい」

　先輩は素早く、窓や隣室をめぐって、のぞき穴から外の様子を確認しています。

「ふふん、東野くんに借りが出来たかな？」

「…………それを言うなら、貸し、だろ」

　何事もなく先輩が戻ってきます。

「大丈夫。安全です。空気を入れ換えましょう。日ノ岡さんは玄関扉を───」

「はい。閂かんぬきを外せばいいんですね」

　先ほどまでの不安はどこへやら。

　はやる気持ちで扉に向かうほむら。

　閂は時代劇で見たような想像通りの形状で、開け方もすぐにわかりました。

　閂は埃だらけです。先輩と東野が前回、虚惑星を訪れてまだ三週間ほどしか経過していないはずです。

「ぶほっ」

　また咳き込みながら玄関を押し開きます。

　新鮮な風が吹き込み、太陽と森の匂いが飛び込んできました。

　まばゆさに目をすがめながら、数歩前に出たほむらは、そこから広がる光景に圧倒されます。

「…………」

　それは、山の斜面にある石の城でした。

　崩壊し廃城となった城の一角を修復して使用しているのです。

　ほむらのいる一階の玄関と思っていた場所は、斜面にややせり出したテラスでした。

　テラスの両脇からは出入り用のスロープが延び、斜面のふもとへ、そして遥か彼方まで広がる樹々の海へと続いています。

　眼前には広々とした谷間を一望できます。谷底を蛇行して流れる河は、視界の奥へ向かって緩やかに下っているようです。

　地平線は、ほむらが見当をつけた位置よりもずっとずっと高く、遠く、自分が前のめりに立っているような錯覚すらおぼえます。遠くに横たわる雲と思えた輝きは、幾重にも連なってそびえる雪山の稜線なのです。それが、ほむらの視力の限界まで、どこまでも続いています。

　鮮烈な自然の銀幕を、テラスの手すりを握りしめながらほむらは見入ります。

「勝手に外に出るなよ……」

　頭を振りながら、東野もテラスに出てきました。

　目を見開いたまま、呆然とほむらは振り返ります。

「…………すごいぞこれは」

「うん」

　にやりとした東野が空を指で示します。

「すごいぞ」

　空を見上げてほむらは啞然としました。

　遥か空のたかみには、巨大な白い壁がそそり立っています。

　地平線から地平線にかけて、ごく緩やかな弧を描き、青空のキャンバスを大胆に埋める純白のスクレイパー。

　それはほむらがこれまでに見たありとあらゆるもののなかでも、思い描いたものぜんぶを含めても、ずっとずっと壮大なものでした。

「…………」

　すっかり感覚の麻痺したほむらは、立ちくらみを起こしたかのように後ろにへたりこみます。

「虚惑星には幾つも月があんだけど、なにより目立つのはあのベーグル」

「ベーグル？　お……オーロラ!?　月!?」

「環わだよ。虚惑星の環だ。土星の環と同じ天体だ。直径は三億メートルだってさ」

「そ、それはまた食べ出が……」

「『円卓』って呼んでる人もいるな。俺はベーグルのほうが好きだけど」

「……あれ？　東野くん眼鏡は？」

　いつの間にか裸眼になっていた東野は、ケースに収納済みの眼鏡をほむらに見せました。

「俺はこっちに来ると、視力が向上するみたいでさ。眼鏡が合わなくなるんだよ。おまえはどう？」

「……へえ、私、元々目はいいほうだから」

「体調に変化を感じたら、すぐ教えてください」

　先輩がやってきました。

「わっ」

　また、ほむらが驚いてあとじさります。

　日の当たる場所であらためて見直した先輩の姿は、もはやほむらの記憶にある彼女ではありませんでした。

「先輩ですか───？」

「はい」

　瞳も肌の色も、すべてが違います。体型も微妙に変わっているようです。

　なにより目を引くのは、淡く青みを帯びた銀色の髪です。

「虚惑星を来訪した人間は、転送による再構成と、あのベーグルの反射光の影響から特殊なホルモンが分泌されて体質が大きく変化します。わたしは外見が変化するタイプで、妖エ精ル種フに分類されています」

「え、妖精エルフとは……美しい先輩がさらに完璧に……」

「最初は俺も腰を抜かした」

　二人の後輩にまじまじと見つめられ、恥ずかしがる様子はいかにも御陵先輩です。その仕草と外見との化学反応とりあわせがまた。

「東野くんは……普通だね……ど人間だね」

「おまえもな！　どうやら」

「荷物整理が済んだら、日ノ岡さんの身体状態もチェックします。今回のミッションの目的の一つです」

「だだっ大丈夫です。全く変わりありませんので！」

「しっぽの生える人もいますから」

「しっぽ!?」あわててスカートを押さえるほむら。

「採血注射もあんぞ」

　にやりと笑う東野。

「モルモットか！」




　近くの沢から東野が汲んできた水で湯を沸かし、簡単な食事をとります。

　野菜のスープと焼きしめたビスケットです。食材はすべて、以前から地下室にストックされていたものです。

　東野の体調もほどなく回復しました。

　古城は探検部のベースキャンプとして使い込まれ、なにかと機能的に出来ていました。道具類は地球から持ち込んだ品々と探検部の手製の品とで、半々といったところ。奥の部屋には、寝室も用意されているそうですが、あまり使わないそうです。

　テラスに持ち出した手作りのテーブルセット。

　木の実の浮いた香ばしいスープと、眼前に広がる絶景を堪能しながら、ほむらは尋ねました。

「地下室でみた、あのパチパチ火花がもしかして『魔法』ですか？」

　はい、と先輩が頷きます。

「すいませんでした」

　頭を垂れる東野に、先輩は首を振ります。

　先輩の髪が陽光に輝くたび、まだその姿に慣れないほむらはドキリとさせられます。

「東野くんも魔法つかえるんだ？　すごいな」

「だから失敗したんだって。基本中の基本なんだ。非常時にちゃんと出来るようにしとかないとマズいんだけど」

「いいなあ、私も教えてほしいです！　ぜひ！」

　勿論です、と先輩が請け合います。

「それより先におぼえることあるだろ？」

「ケチケチしなさんな。なんでしたっけ呪文……ハイドラ……オクスィ……サルファ……？」

　指を高くかかげて、期待を込めてかたまるほむら。

　しかし何も起こりません。繰り返しても同じです。

「───だめか。ま、わかってたけど」

「呪文は必須ではないです。必要なのはイメージです。呪文はあくまでその補助です」

「なるほどイメージか……こう……亀の……波動が……」

　両の掌に力を溜めて発射するシャドウトレーニングを始めるほむらに、東野はあきれていますが、先輩は優しく見守っています。

「日ノ岡さんが、魔法使いになってくれると嬉しいです」

「はい、頑張ります！　なりますとも！　探検部史上に燦然と輝く大魔法使いになってみせますよ！」

「本当かよ」

　東野はため息をつきます。

「先輩が魔法戦士でよかった。戦闘技術も魔法も、両方教えてもらえるもんな」

　そこでまたほむらの瞳が輝きます。

「魔法戦士!?　妖精エルフの魔法戦士！　それですよ。あー私も妖エ精ル種フタイプがよかったあ～。軽戦士とかさぁ、ケチくさいんだって」

「なんだと、このど人間」

「虚こ惑ち星らで長時間過ごすうちに、徐々に体質が変わってくる人もいます。わたしも以前は、もっと地球での姿に近かったです」

「ほう。そうなんですか。ならばまだ希望は捨てずに……あっ、そうだ」

　ふと気づいたほむらは、懐から紙ナプキンの包みを取り出します。

「それは……？」

「先輩の作ってくださったパイです！　食べ残しの。居残りのモリちゃんなんかにあげませんからね～」

「───あの」

　何か言いかけた先輩を、東野が視線で制します。

「？」

　ほおばったほむらが怪訝な顔をします。

「……あじが……ひにゃ……」

　まさに砂を嚙む顔になるほむら。

「うう……っ……うーっ……」

　涙目のほむらが東野に抗議の表情を向けます。

「美味しくねーだろ？　勝手に持ち込みやがって。食べ物を粗末にしたな」

　気遣わしげな先輩が、おろおろと水を差し出します。

「地球から持ち込んだ食料は、一部の調味料などを除いて、極端に栄養価が落ちるんです。毒、ではないんですけど、食べ過ぎるとお腹を……」

「うう、でも……せっかくの先輩のパイだから……」

　恨めしそうに東野を睨みながら、もさもさとパイをたいらげるほむらでした。




　ベースキャンプの古城にまだまだ興味津々のほむらでしたが、さっそくミッションの出発準備となりました。

「道中も時間はあります。聞きたいことは、歩きながらでも」

「移動中に喋るのは、集中力散漫になってまずいんじゃ……」

　控えめに東野が口を挟みます。

「大丈夫ですよ。今回の行程には難所はありません。探検部が開拓したルートです」

　東野の心配気な顔をよそに、ほむらは屈託なく尋ねます。

「───どこへ行くんですか？」

　がくりとうなだれる東野。先輩もマジですかと目を見張ります。

「あれ？」

「ほらね。こんな奴です」

「では、なるべく抑えめで……」

「ご心配なく。私、今なんかすっごく元気ですから！　何十キロだって歩けます！」

　東野の背負うバックパックに、ほむらはどさりとぶらさがります。

「うぐ」

「東野くん。これって私の荷物も入ってるんでしょ？　自分のぶんは自分で持つよ」

「……どうします、先輩？」

「わかりました」

　拍子抜けするほど簡単に先輩は了承しました。

「最初の休憩地点まで背負ってみましょう」

「了～解～です。ほらよこしなさいよ」

　しぶしぶ東野が荷物を取り分けます。

　寝袋や下着類、食器、折りたたみマット、医療キット、水筒などなど。ほむらにはまったく使用法の見当がつかないサバイバルツールもあります。

　これがショッピングだったら尻込みするような重量の荷物ですが、不思議と軽く感じます。

　とはいえ道具類はほぼコンパクトなもので、大半は小分けにされた保存食の包みです。

「一泊にしては、ずいぶんお弁当が……予備かな？」

「はい、予備です。余ったぶんは置いてきます」

「置いてくる？　食料をですか？」

「今回の目的地は、第二中継キャンプです。中継キャンプは探検部が設置した拠点のひとつです。余裕のある時になるべくあちらに備品を持ち込んで、ストックしておくようにしています」

「そっか。じゃあ先輩のそれも保存食ですか？」

　先輩の背はい囊のうにくくりつけられた、頑丈そうなケースがほむらの目にとまります。

「これは……」

　答えかけながらも、途中で先輩は悪戯っぽく微笑みました。

「国家機密です？」

「え～、そんな～？」

「大切なものです。中継キャンプに着いたらお見せします」

「約束ですよー？」

　あらためて荷物のパッキングを終えた探検部の一行。

　東野と先輩が最後に装備したのは、武器でした。

　先輩はアーチェリーの弓をさらに短く縮めたような折りたたみ式の合成弓と、矢筒を背面に装備しています。

　いっぽう東野は長短二振りの剣を腰にさげました。

「おおう……ゲームだ……ゲーム様だ……」

　二人の周囲をぐるりとめぐりながら、ほむらは感嘆の息をもらします。

「やっぱりドラゴンとか出るんですよね……」

　かがみこんで、ずしりと重い剣の鞘を勝手に持ち上げてみせるほむらの頭を、東野が小突きます。

「でねーよ！　せいぜいイノシシだよ……ですよね？」

　そう言ってから、ふっと不安そうな顔の東野が先輩を見ます。

「はい。それと、この季節なら、熊」

「…………」

　柄に手をやって気をひきしめる東野。

「あのう」

　物欲しそうにほむらが挙手します。

「私もなにか、かっこいい武器が装備したいんですが……」

「おまえそれ以上持つ気か？　絶対バテるぞ？」

「わかりました」

「えっ、ちょっと、先輩？」

　またもや即諾する先輩。

　武器庫に一旦戻り、すぐに戻ってきます。

「ではこれを───折りたたみフォールディングナイフです。本来はアウトドア用の道具ですが、頑丈に作られていますから武器にもなります」

　刀身が柄の中に折りたたまれた、一挺のナイフがほむらに手渡されます。

　東野の持つ剣とは比べるべくもありませんが、それでもかなりの手応え。日ノ岡家の台所で最大の包丁よりもさらに重たいかもしれません。

　予想外の力をこめて、こわごわ刀身を伸ばします。

「こ……これで熊と戦えますか？」

「無理です。日ノ岡さんは、危険な野生動物に出会ったら、荷物を全部捨てて逃げてください」

「うっ、格好わるいな……」

「俺も熊なんかに出会ったら一目散に逃げるよ。あんな筋肉の塊、冗談じゃねえ」

　真剣な表情で先輩が頷きます。

「もちろん、出会わないようにするのが先決です。でもこの虚惑星の野生動物たちは人間を知りません。知っていれば、むこうから逃げていくはずですが、逆に興味を持って近づいてくるケースもあります。この虚惑星に人間が足を踏み入れてまだ十年です。どんな危険を持つ生物が生息しているかは、全くというほど解明されていないんです」

「…………」

　ほむらもまた神妙に先輩を見返します。

「……先輩……そんな長ゼリフもオッケーだったんですね……しかもつっかえずに……」

　ほむらの頭が横ざまに勢いよくはたかれます。

「おまえな！　命に関わることだろ！　ちょっとは真面目に聞けよ！」

「……ごめんネ」
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　ついにほむらたちは古城のベースキャンプを出発しました。

「最初のミッション……私の最初の探検……！」

　空高い太陽、そして虚惑星を囲む白いリングを振り仰いで、ほむらは意気込みます。

　背後に遠ざかっていく古城は、見渡す限りの大自然で唯一人が残した痕跡です。あの丘の高みでどれだけの年月を経て、この谷の四季を見下ろして、いたのか、ほむらには見当もつきません。急に寂しくなり、後ろ髪をひかれる想いがします。

　そんな心細い気持ちを吹き飛ばすほどに谷間の気候はすばらしく、背中の邪魔な荷物さえなければ、絶好のハイキング日和です。

　探検部パーティは、先頭に東野、先輩をしんがりとして、丘の斜面の草地にうっすらと残るゆるやかな道を降りていきました。

「おっ？」

　じきにほむらは、室内では判然としなかった身体の異変に気づきます。

「軽い？」

　膝のばねが何倍も柔軟で強靱になったような、夢のなかで雲の上を歩いているかのような、奇妙な感覚です。

「先輩、虚惑星って、あれですか。重力が地球よりずっと弱かったり？」

「この緯度での惑星重力は、地球とほぼ一緒です」

「じゃあ、これは……」

　ぽーんぽーんと過剰にクッションを利かせて跳ね歩くほむら。

「日ノ岡さんの身体能力が向上しているんですよ」

「うわ、すごっ……身体が風船みたい」

　ものは試しにと、数歩助走をつけて思い切り地面を蹴り出すと、目標の着地点を眼下に何メートルも飛び越えて、先頭を歩く東野のすぐ脇に着地します。

「っとっとお……！」

　ほむらの歓声を聞きつけた東野が、横に飛び退いて躱していなければ衝突コースでした。

「おい、危ねーだろ？」

「ちょっと走ってみていいかな!?」

「おいって！」

　東野の制止も聞かずに全力疾走を始めたほむらは、たちまち周囲の光景が溶けて流れていく感覚に心奪われます。

　谷を吹き上げるひやりとした風と、草いきれの熱気が、混じり合って頰を撫でていきます。ストライドが地を摑むたびに、多段ロケットのようにほむらを加速させます。こめかみを、うなじを通り抜け髪をなびかせる向かい風が痛いくらいです。

　弓なりのカーブで全体重が足にかかってくるのすらも心地よく、走ることがこんなに愉しいものだったのかと自然と笑みがこみ上げてきます。

　みるみるうちに草地を駆け抜け、森林の樹々が迫ってきます。

「っととと───！」

　着水する飛行艇のように、かかとで地面を蹴り飛ばして急ブレーキをかけると、今度は背後から叫び声が接近してきました。

「おめえ、また急に───！」

　背後から追いかけてきた東野が、派手につんのめって、ほむらの脇をごろごろと転がっていきます。

「大丈夫かい、少年？」

　草むらに大の字に倒れている東野の渋面をのぞきこむほむら。

「……俺のことより、道も知らねえで、いきなり駆け出すおめえの頭が心配だよ」

「すごいよ。こんなに自分が動けるなんて信じられない！　この感激はみんなに知らしめなければなりませんよ！」

「まあそいつは同感だけどよ」

　起き上がり、地面にあぐらをかく東野。

　さして心配した様子もなく、にこやかな顔の先輩が追いつきます。

「この先の森林部は道らしい道がないです。ベテラン調査官でも疾走は難しいですから、一定のペースを保ってください」

「はい！」

「返事だけはいいんだよ」

「東野くんも最初の探検では、靴が壊れるまで走り回ってましたし」

「へえ？　靴を？　血税で賄われた備品を？　命と食料の次に大切な靴を？」

　小馬鹿にするほむらに横目で見られて、東野は頭をかきます。

「先輩、それは言うな……」




　近づいたり遠ざかったりする河の流れを横目で見ながら、ほむらたちは森を往きます。

　一定の間隔で木の幹に結ばれた目立つ赤色のリボンが現れ、正しい道を進んでいることを示しています。

　先を遮るものは、朽ちて穴だらけになった倒木であったり、沢筋の岩がごろごろするガレ場であったり、手の先しか上に出ないくらい背高い笹の茂みであったり───本来のゴロ寝マニアのほむらであれば、一発で音をあげているところですが、今ならばアトラクションのようにこなしていくことが出来ました。

　それでも、しつこく髪にからみつく蜘蛛の巣と、見上げるような蟻塚の不気味さには閉口しました。

「ふぅ……これがまさに原始林ってやつかあ」

「だな。有史以前の地球ってこんなんだったのかな」

　木の実と砂糖を固めたタフィーを頰張りながら、ほむらと東野があらためて感嘆の声をもらします。

　ほの暗い針葉樹の森には、鳥の声がうるさいくらいに響いています。

　水筒に口をつけながら、先輩もあたりを見渡します。

「それが、どうやら手つかずというわけでも無いようです」

「伐採の痕跡があったとか？」

「この沢のそばに、山火事の跡を残す岩が見つかっていて、それが場所を変えながら定期的にみられるんです。自然の火事だとしたら不自然で、おそらく焼き畑農業が行われていたのではないかと。近隣では、野生化した穀類も見つかっています」

「じゃあ、人が住んでいたんですか？　虚惑星人!?」

「───へっ？　おいおい、俺らのベースキャンプを忘れてねーか？」

「あっ」

　はっとして頰を押さえるほむら。

「そうだ……あの壊れたお城も、探検部の先輩たちが建てたわけじゃないもんね……じゃあいたんだ、虚惑星人……！」

「文明を持つ人々がいたのは確かです。ただそれが、どんな人々だったのかは、まだまだ推測でしかなくて……。わたしたちの利用しているような遺跡も各地で見つかっています」

「すごいな、ロマンだ」

「はい」

　嬉しそうに、先輩は微笑みました。

「もしも、まだ誰にも報告されていない、状態のよい墓所を見つけられたら大手柄ですよ？」

「そっか……墓所かぁお墓かぁ。ピラミッドとか、タージマハールとか、インディ・ジョーンズとか……」

　白昼夢じみた呟きをもらすほむらを東野が危うげに睨み返します。

「へんに焚きつけないでください先輩。こいつ、すぐ調子にのって」

「憧れは無駄にはなりません。わたしたちの一歩一歩のエネルギーです───はい」

　そういって先輩は、紙包みを剝いたタフィーを指先につまんで、東野の口に押し込みます。

「んむっ───」

　みるみる赤面する東野。

「私にもっ、わたくしにも飴ちゃんをっ」

「日ノ岡さんにも、はい」

　ひな鳥のようにせがむほむらに、笑いながらタフィーをあげる先輩。

　東野は口元を押さえたまま、まだ赤面しています。

　そうして語らいながら、一行が森を横切るうち、枝の合間から覗く青空を厚い雲が占めるようになってきます。

　雲に覆われていくベーグルの姿を、ほむらは名残惜しげに見上げました。

　やがて森は切れ、小高い尾根に出ました。周囲を見渡すのに適した場所ですが、吹きつける風はすっかり午後の風でした。

「ちょーっと冷えてきたかなぁ……」

　それまで開けていた胸元のボタンを留めようとして、それがフェイクボタンだったことに気づき、あらためて前みごろの下に隠れたファスナーをせりあげます。

「どのくらい来たんですか」

「地図をみますか」

　先輩が地図を素早く広げ、方角にあわせて身体の向きを変えます。

「ここが出発地点のベースキャンプ……ずっと右手に見てきた河がこのラインです。目指す目的地は、この尾根の頂です───」

　地図をのぞきこむほむら。東野もやってきます。

「───今、わたしたちが何処にいるかわかりますか？」

　これまでの道のりを思い返しながら、ルートを指先でたどるほむら。

「……ここ……いや、こっちです？」

「東野くんはどうですか？」

　東野は無言で指を置きます。ほむらの示した場所とはずいぶんと離れています。

「む」

「東野くんが正解です」

「おまえは迷子だ」

「……迷子のお知らせです。地球からお越しの……」

「日ノ岡さんは距離はだいたい把握してますね。わたしたちはなるべく高度差の無い道を選んで来ていますから、それがわかれば地図の等高線で判断できるようになりますよ」

「……ということは、まだ半分かあ……」

「帰路を考えたら四分の一だ」

「うわ、やめてよ」

　あらためてほむらは周囲を見渡します。

　そして、向かう先に横たわる山々を、まだ幾つも越えなければいけないのかと思うと、はじめて疲れを感じてきました。

「いいペースですよ。焦らなくても大丈夫です」

　風で飛ばされないように、慎重に地図をたたむ先輩。

「これからはアップダウンが多くなります。急な登りもそれなりに。日ノ岡さん、体調は問題ないですか？　休憩にしてもいいですよ？」

「全然へっちゃらです！……といいたいとこですが、実はちょっと」

　先輩は東野に目くばせすると、尾根の陰の、風のあたらない岩場に見当をつけて方向転換します。

　岩場に腰をおろして休憩する探検部パーティ。

「これだけ歩きづめでも、最後に温泉があれば最高なのになあ」

　ぼやくほむら。東野は膝の屈伸をしながら相槌をうちます。

「温泉か、そいつはいいな！　でもさすがに高望みか……無いんですか？　先輩」

「この付近では、見つかってないですね」

「残念」「残念」

「温泉は火山とセットですから、ガスの危険がつきまといます。もちろん噴火も。そうなると、探検部の活動や拠点を置く場所としては不向きですね」

「そっか……」

「そんなに、がっかりすることは無いです。温泉よりいいものがあります」

「なんですなんです？」「なんだ？」

「楽しみにしていてください」

　東野は、強がってみせるほむらを説得して、彼女の荷物の中身を自分のバックパックに移しはじめました。

「自分で持って行くっていってんのに、この山猿は……」

「この先は足場が悪そうだからな」

「……東野くんも、ここからは初めてなの？」

「ああ、俺がわかるのはさっきの森まで。あとは地図でしか知らない。ところで先輩……さっきコンパス見ずに方角決めてましたよね。このへんは土地勘が？」

「よく見てましたね」

　確かに似た姿の尾根が続く地形で、曇天の今は陰影も薄くなり、ほむらの素人目には見分けがつきません。さらには天空の白道を横切るベーグルのような、圧倒的な目印が消えてしまうと、かなり心許なく感じます。

「ええそうです───ここは中継拠点を設置するために、何度も通ったお馴染みのルートです。ほら、あの岩の目印も、わたしがペンキで塗ったんです。もうだいぶ薄くなってますね。そろそろ塗り直さなくっちゃ……」

　先へと続く尾根道を見つめる先輩の懐かしそうな顔。

　ほむらがふと東野を見ると、彼は眼前の風景ではなく、隣に座る先輩の横顔を痛ましげに見つめていました。そこにほむらの知らない何かを読み取ったかのように、哀しそうに。

　ほむらの視線に気づくと、慌てて風景に目を向けて、頭をかきました。

「ははっ……探検部三年ともなると、コンパスが無くても方角がわかったりして」

「わかりますよ」

「まさかぁ───って、わかるんですか？」

　ぎょっとする東野。ほむらが挙手します。

「ハイ！　あれですね、木の年輪の狭いほうが───」

「その知識は、北側の斜面とか、風の強い場所だと枝が片寄って役に立たねーぞ？　俺は自分で確かめた」

　東野に頷いてから、先輩は自分の眼を指さしました。

「わたしの眼は地磁気の磁力線を捉えられるみたいです。おおよそですが」

「いっ、磁力線？」

「ちじきのじりょくせん……どんなふうに見えるんですか？」

「口で説明するのは難しいんですけれど……」

　モアレ模様がオーバーレイして浮かんでくる感じです、と呟きつつ、先輩がじっと集中してみせると、不思議な色の瞳が、さらにまた変化するのがわかりました。

「おお……もしかして真っ暗な夜でも道に迷わないとか？」

「いえそこまでは。でも、方角くらいはわかりますね」

「じゅうぶんすごい」

　しきりに感心するほむらと東野に照れてみせながらも、先輩は穏やかに二人をたしなめました。

「確かに、これも虚惑星の素敵な贈り物です。けれど、あまり能力を過信して頼りすぎては駄目です。なにが本当のじぶんの力なのか、よく考えて見極めるようにしてください」

「…………」

　さらに感心して二人が見つめ続けていると、先輩はどんどん赤く小さくなりました。




　尾根を縦走する探検部一行。

　ほむらには慣れない岩場の道が続きます。

　難儀していると、後方から先輩が呼び止めました。

「日ノ岡さん。ストックを使ってください」

　荷物から取り出したのは、折りたたみ式の軽くて丈夫な杖でした。先端の石突きは岩の上でも滑らないような加工がされています。ほむらには用途の見当がつかなかったツールその一です。

「杖ですか……？」

「便利ですよ。ずっと歩きやすくなります。スキーみたいに両手で軽く握って……」

「えっと、平気です。それだとかえってバランスとりづらそうですし」

「おい、日ノ岡？　ちゃんと先輩の───」

　咎める調子の東野をさえぎり、御陵が穏やかに続けます。

「だったら、グローブをしましょうか。両手を使うのに抵抗がなくなります」

「はい……」

　不承不承頷くほむら。

　本当のところは、杖は老人の持ち物という不格好なイメージが先に立ったのです。

　次に取り出したグローブは薄手ですが、しっかりとフィットして、軽く岩を殴ったぐらいではなんともありません。指先には滑り止め加工もされています。

　ほむらの美的センスからすると野性的すぎるアイテムですが、まあそれなりに機能美もあり許せる範囲でした。

「東野くん、先頭を交代してください」

「……あ、すいません。つい急ぎすぎました」

　恐縮して謝る東野に、先輩は小さく首を振ります。

「いえ。なるべく歩きやすいルートをとりますから、わたしの足跡をよく見ながらついてきてください」

　再び一列にパーティ列を戻して、道を行くほむらたち。

　やや進行のペースは落ちましたが、へっぴり腰で進むのは変わりありません。

　アップダウンの傾斜は徐々にきつくなり、ほぼ四つん這いの姿勢のほむら。予想外にグローブが活躍しています。

「なにこれ、ロッククライミング？　私、登ってないよね、這ってるもんね？　じゃあえっとロッククロウリング？　ロッククロウラーだ、私？」

　そんな戯れ言を口にしても、東野からのツッコミも返ってきません。

　お喋りで発散もできないとなると、どうもよくない方向にばかり考えが転がり出します。

「…………」

　底なしにあるように思えたスタミナの塊も、小さく冷たく縮こまってしまったように感じられてきます。

　虚惑星の壮大な光景の下、さわやかな風を受けて颯爽と草原を征くのが、ほむらの中に作られつつある探検部のイメージだったのに、なんでしょうこれは。

　目の前にあるのは、左も、右も、上も、下も、珍しくもないただの岩と、乾いた土です。

　ほむらたちを見下ろすのはどんよりした曇り空であるばかりか、周囲にはさらに霧もかかりだして、息苦しさに拍車をかけます。地味です、地味一辺倒です。

　湿気で髪はくるくると巻き上がります。そういえば出発してからずっと鏡を見ていません。途中の河で顔を洗ったきりです。

　先を行く先輩の髪はあいかわらず、精巧な人形のように美しくなめらかで、そのまま化粧品ＣＭの撮影に直行できそうです。

　その先輩が、こちらを振り返りました。

「もうすこしで平らな尾根に出ますよ」

「本当ですか？」

　定期的にほむらのペースを確認しようと振り返る先輩に、いらつかないといえば噓になります。

　これで難所の無いルートだという彼女の言葉が未だに信じられません。単にほむらを調子にのせたいがために、騙された気がします。

　そうやって、ほむらの無様な姿をみたいがために───

「…………いやいや」

　さすがにそこまで卑屈な考えにはなれませんが、先輩が本来のペースを落としているのはありありと解ります。その姿をどうもほむらは素直に受け止めることが出来ません。

　ようやく急な傾斜を抜けました。

　尾根に穿たれた自然の切り通しの道を、斜面に平行に進んでいきます。

　目に見える塊となって、ほむらたちを霧が追い越していきます。

　右はいよいよ登ることの不可能な垂直に近い岩壁───

　左は絶壁です。下はもう見えません。細長い足場の幅はせいぜい身長分くらい。場所によっては数十センチ。片手を伸ばしたくらいです。

　とはいえ、少し狭めの駅ホームと考えれば、なにほどのものでもありません。

　ところどころ道の途切れる場所には、がっしりとした木製の橋が渡してありました。

　言うまでもなく探検部の先人たちによる工事です。こんな場所にまで人力で資材を運びあげる労力たるや、ほむらには到底理解できない情熱です。

　スリルを味わう間もなく、橋を渡り終えました。

　こんなものは怖がらずにさっさと通過してしまえばいいのです。

「どうせなら、柵もつけてくれればい───」

　すっと足の感覚が消えて、体が浮きます。

　あ、と東野の間抜け声が聞こえたかもしれません。

「─────────」

　一声も発することができませんでした。

　映画やドラマなら、悲鳴をあげて落ちていく場面です。絶対です。

　けれど、すくみきってこわばった身体からは、息ひとつ吐き出せませんでした。

　死ぬ、と。

　その恐怖だけが、全身を支配して。




　気がつくと、仰向けに横たわっていました。

　プールの水底にいるように、ただぼんやりと心臓の音ばかりが響いています。

「ら、落らぁく！」

　自分がどこにいるかはわかりません。

　狭い視界には曇り空と、空にかぶさる黒い松の枝があるだけです。

　先輩も東野の姿もありません。ひとりです。

「ロープ！　落石に注意！　確保ビレイはわたしが！」

　熱い。背中が。

　そう思ったのはバックパック越しに圧迫している岩の感触だと気づきました。

　身じろぎするとすこし痛みます。

　尻の両脇に這わせた掌はざらつく地面に触れていますが、両足のかかとは何も踏むことなく空中にあるようでした。

　そういえば、橋を渡りきった直後に草むらを踏みつけて、ただその草の葉の向こうに不安定に重なった石があって……そのあとは記憶がありません。

「───動かないでね、日ノ岡さん」

　仰向けに寝そべったまま、頭上の方向で声がしました。

　先輩の声です。随分と離れた場所から聞こえます。

　だんだんと物音が近づき、やがてすぐ脇にまでやってきました。

　さかさまの先輩の顔がのぞき込みます。

「息はできる？　肺は痛くない？」

「………………」

　何か返事を───そう思ったものの、ほむらに出来たのは口を半開きにして、かすかに頷くことだけでした。

　先輩は、ほむらの体の状態を素早く確認すると、静かに半身を抱き起こしました。

　片手でほむらの指を握り、抱えるもう一方の手で背中をさすってくれます。

「大丈夫です」

　先輩が耳元で呟きます。

「……先輩……」

　言葉が戻ってきました。

　ほむらを抱いたまま先輩はなかなか離してくれません。

「あの……平気です」

「落ち着くまで、もうちょっとこうしていましょう」

「はあ。いいですけど」

　重なる胸を通して先輩の鼓動が伝わります。ほむらよりも速く打ち鳴らされているのではないかと思えるほどはっきりと。

　熱を持つ体に包まれながら、ほむらは先輩の肩越しに周囲を見渡します。

　そこは崖の途中にせりだした小さな段差でした。大小の岩が幾つも散らばっています。その下方は再び底の見えない絶壁です。

　落下距離は六、七メートルほどでした。背中から落ちたこと、落下途中のハイマツの茂みがクッションになったことがダメージを軽減したようです。

　十分ほどその場にいたでしょうか。




　崖上からのロープで引き上げられながら、背後からは先輩に補助してもらい、元の道に戻ります。ロープで岩肌を登るのは、拍子抜けするほど簡単でした。

「…………」

　血の気の失せた顔の東野が迎えます。

「歩けるか？」

「うん。ちょっと背中打ったけど、足は全然平気」

「そうか。よかった」

　ほむらは、その場で二人に頭を大きく下げます。

「ごめんなさい。ぼんやりしていました」

　胸をなでおろす東野。

「急に消えたんでびっくりしたぞ」

「いやー、ごめん」

　先輩が落下場所の再確認をしている間に、東野はロープの砂を丹念に払って収納します。

　パーティは言葉少なに尾根の縦走を再開します。

「……なんか叫んでた？」

「ああ。『落らく』ってな。おめーが落ちたから、先輩に知らせたんだよ。まあ、先輩はもう気づいてたみたいだけど」

「へえ、『落』か。私が使う場面はなさそうだな」

「……いや、それはわかんねえよ。あと、落石を教える時も使うそうだし」

　ぽつぽつと、言葉を交わしながら、しばらく尾根を行くうちに道は緩い下り坂に変わり、切り立った地形からは離れます。

　ほむらの脳裏にふっと、それまでの険しい道の記憶がよみがえります。

「……っ……」

　ぞくりと寒気がぶりかえし、膝の力が抜けていきそうになります。

　あの時、偶然崖下に段差が無かったら。落下途中で枝にぶつからずに、頭から岩めがけて落ちていたら。怪我をして、一人であの段差に残されていたら。この無人の惑星にたったひとりで。

　すくむ体をひそかに自分で抱きかかえます。

　けれども同時にほむらに思い出されたのは、たった今、自分たちの目前で先導してくれている御陵先輩のぬくもりです。

　ひとりではありませんでした。




　雲が切れ、再び晴れ間がのぞくようになると、空は蒼さを深め、すっかり暗くなってきていました。

　薄雲に夕焼けのあかね色が乗り、眼下の湖に反射する光景は、言葉では言い尽くせない壮大さです。

　ふたたび姿を現した空の壁にも異変がありました。

「ベーグルが喰われた……」

　沈む太陽とは逆方向の地平線上、ある場所からベーグルがまっすぐに断ち切られています。

「あれはベーグルが虚惑星の陰に入ったんです。夜になると、また見えてきます」

「それは不思議」

　星が輝きだします。

　なかでもひときわ明るく輝いているのは虚惑星の衛星たちです。

「日ノ岡さんも疲れたでしょう」

「はい、実はもう足がくたくたで……そろそろ目指す中継拠点ですか？」

「もうさほど遠くはありません。けれど拠点に登るのは明日にして、今夜はキャンプにしましょう。近くにいい場所があります」

「腹減ったあー」と東野。

　くすりと先輩が笑い、背中の弓をちょっと持ち上げます。

「鳥か兎でも捕まえられれば今夜のご馳走になったんですけど、ちょっと遠かったですね……。今夜は保存食とスープで我慢してください」

「充分です！　あっ、結構見かけましたよね野生動物。模様のある鹿みたいなのとか！」

「あれは鹿の仲間ですけど、虚惑星の固有種です。美味しいですよ」

「食べたんだ」

「先輩、肉の話はやめてくださいよ。いっそう腹減るから」

「もっと美味しいのはですね、地ネズミの仲間で……」
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　夕暮れはゆっくりと進み、一行はまだ明るさが残るうちにキャンプ地に着くことができました。

　テン場ば───先輩はテント場を略して、テン場ばと呼びます───は開けた平地で、そこから降りた場所には沢もあり水も豊富です。

　ほむらは道具一式を抱えて、先輩と一緒に沢に降りてきました。

　先輩は川の石を積んでかまどを作り、ほむらは浄水器付きのハンドポンプで川の水を汲んでいます。なかなか便利な道具があるものです。

　非日常な雰囲気にはそれなりにワクワクしますが、以前はアウトドアライフなんてもっての外のほむらでした。せいぜい許せても設備完備のバーベキューです。

　それが最近のお弁当作りの修行の甲斐あってか、調理の準備も、色々な炊事道具に触れるのも、意外と楽しく感じている自分がいます。

　東野は上に残って、テントを張っています。ＵＮＰＩＥＰの紋章が大きくプリントされたかっこいいテントでしたが───

　おそるおそる、ほむらが先輩に尋ねます。

「先輩あの……もしかしてさっきのテントって三人用……」

「三～四人用ですけれ、ど、わたしたち用と、東野くん用のソロテント、との二つに分けられるようにもなって、います」

「分離式テント！　ですよね。やっぱりね。さすがにね」

「ええ。そういう分別は、藤森先生にも言い含められて、ます、から……」

「はい」

　時と場合によりますが、とぼそっと呟いたように聞こえましたが。

　ほむらと話しながらも、あっという間にかまどを完成させた先輩は、焚きつけの枝を重ねると、すこしかまどから距離をとりました。

「日ノ岡さん、わたしの横にいてください、ね」

「───？　ハイ」

　言われるままに横へ移動するほむら。

　先輩はへその前で、何かを包み込むように両手を構えて精神集中をはじめます。

「……Ｈｉハイドラ……」

　魔法……！

　ほむらが目を見張ります。

「Ｏｘオクスィ……Ｐｈフォスファ……Ｍｇマグナ……」

　呪文を唱えるにつれ、両手の間に白光が瞬いたかと思うと、濃いオレンジ色の火の玉が浮かびあがりました。

「なんか出た！」

　コイン大の火球は、極細の炎の糸をゆらめき渦巻かせながら、野球ボール大にまで成長します。

　先輩は集中を継続したまま、火球を斜め下に送り出します。そのまま一定の速度を保って、火球はかまどに吸い込まれていきます。火球が触れると、焚きつけは難なく着火して燃え上がりました。

　両手をおろし肩の力を抜いた先輩は、火が安定するようにみながら、かまどに薪を加えています。

「それも魔法ですね！」

「はい。炎系の魔法は、得意でなく、て……いつ、も緊張、します」

　そう言いながら、ポケットから防水ライターを取り出す先輩。

「あ、ライター」

「これでも、べつにＯＫ、ですが、魔法は魔法で役立つもの、ですから、こういう機会に練習しています」

「いや……すごかったです」

　眼前に燃える炎は、もう魔法で創造されたものだとは思えず、赤々と沢の岩場を照らしています。

「日ノ岡さんもやって、みます、か？」

「ま、マジですか？　構わないんですか？」

「ここなら火事、にはなりません」

「やらせてください。日ノ岡穂ほ群むら、魔法使いの第一歩ですね!?」

　先輩が頷きます。

「では、まず、四色に塗られたサイコロを、想像して、ください。白、と青の面が、二つずつ。赤と黒が、一つ。色の配置は───」

「？？？？」

　どうにかこうにか、その後に続く説明を嚙み砕き、先輩のいう通りに魔法のステップを踏んでいきます。

　先輩と同じように両手を斜め下に構え、かまどの前に立ちます。

　差し出した掌にかまどの炎の熱を感じながら、イメージをかたちづくるほむら。

「……ハイドラ……」

「集中を切らしてはだめ、です。暴発、します」

「……オ、オクスィ……フォスファ、マママ───」

　くぐもった爆発音を聞きつけて、東野が沢に駆け降りてくると、一面に黒煙が立ちこめていました。

「なん……げほっげほっ……なんだこの黒いの」

　黒煙の中から、やはり咳き込みながら、ほむらが飛び出してきます。

「うぇっほえっほ！　ど、どうやぐん、ぜんぱいが───」

　声を絞り出して、後ろを指して振り返るほむら。

「この煙の奥に、先輩がいるのか!?」

　涙ぐんで頷きます。

　すわ一大事、と東野が身構えたその直後───

　ほむらたちの立つ川原を見下ろす斜面から、動きがあるのがわかりました。

　黒く重い煙が渦巻き、ドーム上に持ち上がります。

　ドームはみるみる膨張して、壁となって二人にも迫ります。慌てて東野はほむらの前に立ちます。

　耳がぐっと圧迫されたかと思うと、ひやりとする薄い水の膜が、ほむらたちの肌をなぞり、髪や衣服をわずかに湿らせながら通り抜けていきました。

　そのあとにはもはや黒煙は四散して残らず、暮色を映す川面と、火の消えたかまどが残るばかりです。

　かき消えたドームの中央には、何事もなかったかのようにぽつんと先輩が立っています。

　駆けつけた東野とほむらを前にしても、落ち着きはらったもの。

「残念失敗です、ね。また、やってみましょう」

「───って、いやそれより何ともないんですか？」と東野。

　なんともないです、と頷く先輩。

「あの、すいませんでした。トチっちゃって……今の先輩のも魔法？」

「得意技、です」

　なんだか妙に誇らしげな顔の先輩でした。

「なんだ、日ノ岡の魔法の暴走かよ」

「もしかして先輩、私が失敗するのわかってました……？」

「いえ、信じてました、よ？───半分くらい、は」

「ご、五割かぁ」

「最初の魔法が五割成功ならマシじゃねーの」

　ほっとしたら、またすぐにお腹が減ってきました。

「だったら次こそ成功するはず！　よーし……」

　ほむらが再びかまどに向けて身構えると、先輩はさっと魔法の準備をして、東野は鼻をつまんであとずさりします。

「…………」

　結局ライターを使いました。




　完全に日が沈みました。

　川のせせらぎを聴きながら、三人でかまどの火を囲んでの夕ゆう餉げです。

　主菜は乾燥させた野菜や干し肉を戻したスープです。

　先輩の提案で、その他のおかずはくじ引きになりました。

　よく似た紙包みを、三つ地面に並べます。

「ひとつだけ、ハズレがあります。賞味期限が、ちょっとだいぶ厳しい、です」

「ええ～？」

「いいっすよ。受けて立ちます。けどそういうのは言いだしっぺに返ってきますからね」

「東野くんさあ、その言い方も死亡フラグだな」

　うーむ、と東野が包みを睨むわきで、先輩はにこにこしています。

「保存食は、どれ、も探検部のみんなで、考えたメニューなん、です」

「材料は虚惑星のものなんですか？」

「はい。食べられる山の幸を探し、て、菜園を作って、パンを焼いて、魚を釣って、煙でいぶして、腐敗を抑える魔法も……」

「うわぁ畑からかあ。大変すぎる。私のお弁当考案とは全然比べものになりませんね」

「同じ、ですよ？　どちらもとても楽しい、です」

　ばしっ、と東野が紙包みを取ります。

「これに決めた！」「そんじゃ私、これ」

　残ったひとつを先輩が取りました。

「っ───ハズレだ！　やっちまった！　『地獄弁当【Hell's lunch】』ってなんだよ？」

　東野がばたりと後ろに倒れ込みます。

　紙包みに大きな字で書かれた賞味期限はもう先月です。

「ちゃんと食べられます、から」

　笑いながら先輩がなぐさめます。

　ほむらが、自分の包みを確認すると、賞味期限と英語で書かれた献立名『すいすい鶏すぅぷ【Chicken & Dumplings】』、それと手作りのスタンプが押されています。

「この、金魚とネコ印のスタンプは……」

「それは、わたしと……稲いな荷りさんのマーク、です。ふたりで考えたメニューです」

「…………」

　火に照らされた東野の顔がふっと曇りました。

「稲荷さん？　お稲荷さんですか？」

「探検部員です……元、部員ですけれ、ど」

「おお。じゃあ私たちの先輩ですね。でも稲荷なのにネコ？　狐じゃなく？」

「はい。キツネコです」

　それは嬉しそうに、先輩は微笑みました。

　東野はひいひい言いながら、保存食と格闘しています。

「あのこれ不味くは……というか美味いですが……とにかくメチャ辛なんですけど……」

「まだ辛かったです、か」

　先輩はすまなそうに水を差し出しました。

「なにぃ！　それは辛さが飛ぶのを待ってたのか！」

「また相当な辛党の先輩がいたんだね。東野くん辛いの好きでしょ。よかったじゃない」

「こんなもん保存食じゃねえ！　ベースキャンプ戻ったら赤字で注意って書いてやる」

「捨てたら？」




　そんなこんなで食事を終えました。

「痛た……座ってたら、足がかたまってきたぁ……」

　立ち上がったほむらは、よろめきながら足をさすります。

「よく歩きましたね」

「先輩、こっちの火は消していいっすか？　上のテン場で、また火は起こすんですよね？」

　鍋に汲んだ水を構えていた東野に、先輩は首を振ります。

「残りの薪は全部くべてくだ、さい」

「……キャンプファイヤー？」

「あ、なんか予想はついた」

　そう言いながら、東野は残りの薪をくべだします。

　先輩は靴を脱いで裸足になり、さらに上着も脱いでボディスーツ姿になると、じゃぶじゃぶと浅瀬に入っていきます。

「疲れてるところ大変です、が、日ノ岡さんも手伝ってくだ、さい」

「え、それは勿論ですけど───魚でもかっさらうんですか？」

　こわばった足の裏に、ひんやりした清流と、浅瀬の石が痛気持ちいいです。

　やや深みになっている場所のまわりに、大きめの石を持ち寄って流れをせきとめます。

　ほむらは先輩に言われるがまま、石を運びます。

「うわあ、石の裏で何かカサカサ動いてる……変な虫とかいませんよねえ？」

「この付近は、幸い、山ビルはいません。でもチクッとしたら言ってくだ、さい」

「チクッですか……気づくかなあ……」

　間もなく、川原に小さなダムが完成します。即席で作ったにしては立派なものです。

「こ……これはお子様プール！　はい。お風呂ですね」

「温泉とはいきませんが」

「私には効能アリアリですよ！　要は露天風呂じゃないですか！　いや～、こんな汗まみれのまま寝るんだったらもう探検部やめちゃおうかなって」

「…………」

「あっ冗談ですからねっ。そんな悲しい顔しないで」

「おめー先輩を困らせんな？───こんな感じでいいっすか？」

　東野はＹ字の太い枝を細工したスコップを先輩にみせます。

　先輩はうなずいて、ダムの一番深い場所を棒の先で示しました。

「白い石は、割れるのでさけて」

「了解っす……よいせっと」

　火でちりちりに熱された岩を枝スコップですくっては、次々とダムに放り込むと、じゅうッといい音がして、湯気が立ちあがりました。川の岩風呂です。

　湯加減も程よく、ほむらはうずうずしています。

「じゃあ、設営に貢献のあった女性陣が優先ということで……！」

「へいへい、わかったよ。俺はテン場にいるからよ」

「お約束だから一応言っておくけど───覗くでないぞ！　絶対、覗くなよ！」

「おめえまた足もむぞ？」

「あははは、勘弁して。あれくすぐったすぎる」

　ランニング中に足がつったほむら。足の裏にぐいぐい親指を突っ込まれた時の感触がよみがえって思わず笑いがもれます。

　ほむらは、タオル類を置いて斜面の木立に消えていく東野の背中を、じいっと油断無く見送ります。

「……よーし行ったな……行きましたね？　恨むなよ少年」

「日ノ岡さん。お先に」

「って早───！　早いな！」

　振り返ると、早くも裸でタオル一枚の先輩が、浅瀬につま先を差し入れて湯加減をみています。

「先輩の脱衣力を忘れてた。も、もうちょっと視聴者サービスとか意識してさ……」

　きちんと畳まれた先輩の服の横で、負けじとほむらも脱ぎ散らかします。

　先輩のやり方を見習って、下流のぬるめの流水で身体を洗います。

　自作の岩風呂。水面から突き出た棒を目印に、焼け石溜まりに注意しつつ、おずおずと体を沈めます。

　それほど深くはないので、肩まで浸かろうとすると洋式のバスタブに横たわるような体勢になりますが、二人ならじゅうぶんな広さです。

　ほむらがぽつりと呟きます。

「探検部の性欲処理は問題ですよね……」

「はい？」

　岩に背をあずけ膝を抱きながら夜空を見上げていた先輩が、静かに振り返ります。

「いえ、えーと───あれ？」

　そのおろされた髪の反射の異変に気づきます。

「先輩、髪の色が……また元に戻って……？」

　先輩は頷いて掌の上に濡れ髪を持ち上げてみせます。

　完全な黒髪ではありませんが、だいぶ暗めの色合いに戻ってきています。

「はい。わたしは昼のあいだが変化のピーク、で、夜間は虚惑星の影響が、薄くなる体質のよう、です」

「……ってことは、逆に夜になると影響が強くなる人も？」

　先輩が頷きます。

　ほむらはしきりに自分の身体を確認しますが、やはりどう見ても、ど人間です。周囲に目を凝らしたところで磁力線も赤外線も見えているような手応えはありません。

「この風景をわたしたちだけなんて、もったいないです、ね……」

「ですね…………え？」

　唐突に、先輩が指笛を吹き鳴らします。

　しばらくして斜面を人影が降りてきて、木立の茂みのほうから「なんすかー」と困ったふうな声が返ってきました。

「東野くん、犬っぽい……」

　そんなほむらの感想をよそに、とんでもないことを先輩は言いだします。

「東野くんも来ま、しょう」

　高めの声で、木立に呼びかける先輩。

　ほむらは我が目と我が耳を疑いました。

「ちょ、先輩、何を───」

「せっかくのいいお湯が、冷めたらもったいない、です」

「そ、そりゃあエコですけどっ、虚惑星に優しいかもですけどっ───」

　まあ新しい焼き石を運び入れるのは、かなりの重労働ではあります。

「確かに性欲処理、は問題、ですね」

「ちょ」

　冗談きついっすよ、とか叫び返しつつ木立を戻っていく気配に、先輩はまたもや指笛を吹き鳴らします。

　さらに何度か沢に指笛が響いたあと、とうとう観念した東野が、首を横に向けながらやってきます。

「わ、わ、ホントに来るやつが───」

　あわててタオルをずりあげますが、そうすると腰のほうが足りず……

　ぼやきながら東野が脱衣するいたたまれない時間も、先輩はリラックスして身をのばし岩風呂の外に手をだして、流水の感触を楽しんだりしています。

「…………ううう……」

　腰タオルで浅瀬に入ってきた東野を、ほむらは肩越しに睨みつけます。

「……しょーがねーだろ部長命令っつーんだから」

「そこね、そこから入ってっ」

　へいへい、とあきらめ気味に岩のダムを跨ぎます。

「───いただきます」

「え。なにそれ」

「なにって」

「お風呂に入るときに、いただきます、なんて言う？」

「言うよ」

「言わないって！　この状況なら、失礼しますとかでしょ」

「うちでは言うんだよ」

「変です変！　あとなんかいやらしい……」

「やらしいとか言うな」

　東野が岩風呂に浸かると、最初から三人用にしつらえてあったかのように広さはぴったりでした。

　とはいえ、ほむらは身体をねじってあからさまに敬遠の体勢ですし、先輩はまた先輩で無防備すぎますし、女子二人に挟まれて黒一点の東野は、右をみるわけにも左をみるわけにもいかず、仕方なく上を向きます。

「いや……でもこれはいいや……」

　気づけば、先輩も岩に背をあずけて夜空を仰いでいます。

　ほむらも初めてまじまじと夜空を見上げました。

　木立の途切れた川の瀬から望む空。

　いまやベーグルは、切り分けたケーキのような薄い三角形となり、夜空に燦然と輝いて、本が読めるほどの明るさです。

　さらに、そのベーグルに負けることなく無数の星々が瞬き、天の川の全貌がわかります。

「見えますか───日ノ岡さん、東野くん」

　先輩は、高く掲げた指の先で、空に大きな弧を描きます。

　本来ベーグルのある場所は、一見すると真っ暗で、星々を覆い隠す無粋な領域ですが……じっと見つめて目を慣らすうちに、そこには幾重にも連なった緩やかなアーチが現れました。

「夜の虹だ……」

　それは昼の間はまぶしくて判然としなかった、ベーグルの虹模様でした。

「帯ごとに色が全然違うんですね」

「はい。真夜中には、もっと綺麗に、見え、ます」

　構造がわかってくると、さらにはっきりとパターンが捉えられるようになります。

　どんなプラネタリウムでも見たことのない不思議な光景に、ほむらは感嘆の息を漏らします。

「……虚惑星の陰となった環が、あんなふうに多彩に見える理由、には幾つか説、が、あって───日照面の環から届く複雑な反射光による、もの、オーロラ現象と同じように太陽風を受けているもの、など───変わったものでは、虚惑星内部から磁力線のエネルギーを供給されて、蛍光灯のように発光している、など、とも」

「……環ひとつをとっても、こうやって間近に眺めてみると、不思議なことがいっぱいですね」

「はい」
















　広大なこの惑星には、まだどれだけの未知が隠されていることか。

「冬になると今度はベーグルが太陽を隠しちまうんですよね」

「えーっ、寒いのは苦手だなあ」

「そのかわり、夏がとても暑い、です」

「暑いのはもっと嫌。日に焼けそうだし」

「寒いのもダメ暑いのもダメで、どうすりゃいーんだよ」

「普通の人はそうなんだってば」

　軽口を叩き合いながらも、ほむらと東野は充分に夜空を堪能しています。

　しばしば流星が横切り、時には暗い環にさざ波のように光が走っていく姿をみることができました。

　二人の傍らで相槌をうっていた先輩が、ふと語り出します。

「日ノ岡さん……藤森先生を、恨まないでください、ね？」

　そんなあらたまったトーンに、ほむらも傾聴する心持ちですこし身を起こしました。

「……こんなふうに拉致───突然連れて来られたことですか？」

「はい」

　すまなそうにうつむく御陵先輩。

「納得できません、よね」

「…………」

　ほむらは、突然バシャッと東野の顔面にお湯をあびせかけると、中腰になり、先輩のすぐ隣に居場所を移りました。

「てめ、見ねえっつってんだろ！」

「魚じゃよ、魚がはねたの」

　うそぶきながら、先輩とぴったりと肩を寄せて水底の岩に尻をつくほむら。

　すぐ隣には前髪から滴をしたたらせている先輩。瞳には川原に残された熾おき火びの赤紫色が、ほのかに映りこんでいます。

「もうそれはいいですよ、先輩」

「……日ノ岡さん」

「ま……まあ今日のルートを、事前にこってりビデオ解説付きで脅されでもしていたら、相当尻込みしてましたけれど」

　先輩は微笑して、

「……転リ送ン環グには、転送人数に応じたチャージ期間が、必要なん、です。今回のミッションは以前から準備して、いたんです、が、日ノ岡さんの入部見込みが立ったので、延び延びに……。わたしも、できれば一緒に来てほしいと思っていま、した」

「それって……もし俺と部長だけで、先に来ていたら？」と東野。

「日ノ岡さんが転送を経験するのは、またしばらく先になっていました。その間、日ノ岡さんには、本格的な訓練を受けてもらうことになった筈、です……」

　先輩は遠くをみる眼差しで夜空を見上げます。

「虚惑星ではもちろん、ですが、訓練中だって負傷しない保証は無いん、です。中学生向けの訓練のプログラムでは、最初の段階で六割がやめてしまいます。怪我、をして恐怖心が芽生えたり、協力的だった保護者の意思が突然変わってしまっ、たり……元々、本人に参加意志が無かったり、も……」

　東野が頷きながら、口を挟みます。

「統計上は、格闘技系運動部の事故率と変わらないって結果ですよね」

「それ、モリちゃんもうちの親に力説してた」

「だろうな。他国と比べて、あまりにも日本は過保護すぎって書き込んでた人もいた。投じている予算額は少なくないのに、規模も成果も段違いで少ないって」

「それもネット？」

「いや。ネットはネットでも、これは探検部同士のコミュニティの話だよ。戻ったら端末の使い方教えてやるよ」

「うん、ぜひ。他の探検部……そっか。そうだね。私たちだけじゃないんだね」

「それがいい、です。みんな、わたしたちの、大切な仲間、ですよ」

　そろそろお湯もぬるく感じられてきました。

　すっかり身体は温まり、酷使された筋肉のこわばりもほぐれていい頃合い。男女交代を省いて延長された入浴時間も終わりのようです。

　が───

「怪談でもしましょう、か」

「え？　いきなり」「なんスか。と、突然」

　先輩がそんなことを言い出します。

　伸ばした足の先でぱしゃぱしゃと水面を叩いたりして。

「我が探検部に伝わる怪談、です。侵入する、と決して帰ってこれない、霧の谷というのが、あって───」

「わっ、わっ、怖い話大好き。それ、テントでしません先輩？」

「だめだよ。予定では朝はかなり早いんだ。もう就寝しねえと」

「…………」

「……先輩？」

　東野からたしなめられた先輩は、不満そうな顔でお湯のなかに口元まで沈んでいきます。

「ニエットNyet、です」

「いや……ニエットいいえ、って言われても」

　ぶくぶくと水面に泡を立てて抗議する先輩。

「……だって、わたしたちのテントには、東野くん、がいないじゃないです、か？」

　ぶくぶくぶく。

「あいつは放っときましょうよ。どうせ今夜は忙しくてしょうがないですよ。本日の心のお宝映像ブルーレイを分類してラベル貼って消化するので」

「日ノ岡おめえ、ホントいっぺんいわすかんな……ん？」

　そんなやりとりをよそに、先輩が何か口に運びました。東野につられてほむらもそちらを見ます。

　それは竹製の水筒でした。

「先輩それ、なに飲んでるんです。洗髪剤とかじゃ……」

「まさか。ジュースです、よ？」

　そういえば時々、岩風呂の外に手を伸ばしていたなと思ったら、こっそりそんなもので喉を潤していたようです。

「ジュース？　私もくださいっ」

「だめ、です。まだ早い、です」

「早いって何ですか、ちょっとくらいイイじゃないですかァ」

「あげません。上級生の特権、です」

　悪戯っぽく笑いながら水筒を高く掲げて、ほむらから遠ざける先輩。

　むっとしたほむらが水筒に手を伸ばした途端、今度は先輩がほむらにすがりついてきました。タオルがはだけるのも構わず。

「つかまえ、た」

　面くらうほむら。

　水音をたてて抱きついた先輩は、ほむらの胸に頰をのせてくすくす笑っています。

　先輩に抱きしめられるのは今日で二度目ですが、これは全然状況が違います。

　湯気と共に届く甘い香りが、ふわりとほむらの鼻孔をくすぐります。

「先輩のぼせて───ちが───酔ってる!?」

　浮かんで漂ってきた竹筒をすくいあげ、匂いをかいで少しなめてみる東野。

「これ、果実酒だな。たぶんサルナシかなにかの」

「やばっ……不祥事発覚だ!?　ていうか先輩、酒乱!?」

「自然発酵したのかもだけど、先輩が気づかなかったとは思えねえな……」

　あきれ気味に呟きながら、東野は背を向けて岸に上がっていきます。

「じゃ、あと頼んだ……」

「ちょっと待ってよ！　どうしろっていうのコレ！」

「日ノ岡が介抱するしかないだろ」

「にげんなっ、私だけじゃ無理！　無理だって！」

　ほむらの胸のなかで、突然振り返った先輩は今度は岩風呂をあがろうとしていた東野に飛びつきます。

「おうわっ」

「東野くんも、つかまえ、た」

「ちょ先輩やめっ、すげー力、日ノ岡なんとかしろっ」

「もも、もういい、もういいからそのまま岸まで連れてって！　私が許すから！」

「お───おうっ」

「先輩!?　もうお風呂あがりましょうね！　体拭きますから、動かないで！」

　その後、足腰の立たない先輩を連れて岸に戻ると、ほむらは素早く先輩の髪と体を拭いて、渋る東野に抱え上げさせました。タオルを胸に載せただけで裸同然の先輩は、すっかり力が抜けて東野の腕のなかでくたりとしています。

「テントまでお願い！　私は着替え持って行くから！」

「わかった」

「両目しっかりつぶって！　暗いから道はよく見て！　あとこっち振り返んな！」

「色々無理を言うな。おめーも早くしろ」

　自分だけちゃっかり服を身につけようとしているほむらです。

「ま、待ってよ、こんなところに一人にしないでよっ」

「いや、待てない。もう行く」

　観念したほむらもタオル一枚のまま、着替えをかかえて東野の後を追います。




　寝間着代わりのシャツに着替えた先輩は、テント内に敷いた寝袋の上ですっかり酔いつぶれています。

　自身も着替えを終えたほむらがテントの外に出てみると、川原にとって返し、火の始末を済ませた東野が戻ってくるところでした。

「どうだ」

「寝ちゃった。具合は悪くなさそうだから、あとは大丈夫だと思うんだけど……」

　テントの入り口から、二人はそっと中をのぞきます。

　暗いテントのなかで先輩がひっそりと寝息をたてています。確かに心配はなさそうです。

「でも驚いたァ。あのしっかりしてそうな先輩が……」

「日ノ岡がいてくれて助かった」

　頭を下げる東野に、得意げに胸をはるほむら。

「いやまったく。これはさすがに、東野くんには任せられんわ」

「こんな先輩、初めてみた───嬉しかったんだろうな、きっと。おまえが探検部に入ってくれてさ」

「…………そっか。東野くんだって、貴重な部員じゃない」

「まあ、そうだけどよ」

　東野はテントのそばに再び火を起こしました。

　濡れたタオルや洗濯した靴下を乾かしながら火を見ている東野の脇に、ほむらも腰をおろします。

「日ノ岡はもう寝ていいぞ。俺はしばらくここで見張りしてっから」

「ずっと起きてる気？」

「……いや、見張りとか本当はいらねーんだ。そこまで危険な地域には来ねーよ」

　東野は苦笑いして頭をかきます。

「虚こ惑っ星ちに来ると興奮しちゃってさ、あんま眠れないんだ。眠る時間ももったいないっつーか……」

　そう言って夜の虹を見る東野の横顔。

　ほむらも頷き夜空を見上げます。

「あ～あ、無断外泊だ。お父さん今ごろ激怒してるだろうなあ」

「モリちゃんが連絡くらい入れてくれてんだろ」

「どうだろそれは」

　薪のはぜる音。かすかな川のせせらぎの音。

　並ぶ二人の影がゆらめいて、森のなかの開けた地面に影を落とします。

　そんな心地よい沈黙を破ってしまうのは、ほむらには少しためらわれましたが、やがて口を開きます。

「三人目の部員って……稲荷先輩？」

　探検部は三人───入部前に、六地蔵先輩から聞いた言葉がずっと引っかかっていたほむらです。

「うん」

　わずかに間をおいて、東野は頷きました。

　東野本人もその事実を隠していた、というよりはただ出来るだけ語りたくなかった、そんなふうに思えた寂しげな横顔でした。

「……そっか、雨乃って子のことじゃなかったんだね。元部員だって御陵先輩は言ったけれど。退部しちゃったとか？　その人」

「稲荷先輩は二年生だ。探検部は休部扱いになってっけど、本人は学校にも来てねーんだ。もう何ヶ月も不登校なんだよ」

「不登校」

　金魚とネコのスタンプ。

　あの時、嬉しそうにほころんだ先輩の笑顔。

　二人の絆は、あんなに確かなものにみえたのに───

「探検部が原因なのかな。探検中に何かあったとか……」

「俺、その稲荷先輩の家に行ってみたんだ。モリちゃんに聞いてさ」

　うわ、と苦笑するほむら。

「また、そういう行動力はすごいね東野くん。大胆というか、空気読まないというか。じゃあ、稲荷先輩に会って……もらえるわけないか……」

　とりつく島も無い、そう言いたげに東野は首を振りました。

「インターホン越しに言われた───探検部に深入りするなって。意地悪そうな声だったよ」

「……それで」

「余計なお世話だって、怒鳴り返してやった」

「あんたねえ、上級生でしかも不登校の人に対してそこまですること───！」

「…………」東野が口元に指を当てます。

　失念していました。

　テントで休んでいる先輩を意識して、ほむらは声を抑えます。

「そこまですることないでしょっ……」

「知るかよ。先輩を放っといて逃げた奴だぞ」

「ハァ……その調子じゃ、何があったかも聞けなかったんじゃないの？」

「……モリちゃんは本人の問題だって、詳しいことは教えてくれねーんだ」

　思い詰めた表情で東野はうつむいています。

　その真剣さに、ほむらは感じ入ります。

「……他にも部員がいるなんて部室にある名簿とか個人ロッカー見ればすぐわかったよ。でもよ、それを先輩に尋ねても、稲荷はもうやめた部員だ、元部員だって言うんだよ。そんなはずねーだろ？」

　ためらいながら、苦しげに言葉をさぐる東野。

「先輩は見捨てたりなんかしねーよ。見捨てたのは、あいつの方なんだ」

　ふぅぅ、と大きくため息をついたほむらは、その場で背伸びをしました。

「東野くんの先輩びいきも相当なもんだ」

「んだと」

「東野くんは、先輩が好きなんだね。真剣なんだ、御陵真世さんに」

　答えないまま、無言で炎を見つめている東野はすっかり耳が赤くなっています。

　小さく肩をすくめ、ほむらは言いました。

「わかんないなー」

　ほむらは、からかうような微笑混じりのジト目を東野に向けました。

「だったらさ、私を探検部に誘うことなかったじゃん。東野くんと先輩で二人っきりだよ。ウッハウハでしょ」

「ウハぁ？」

「まあ、今でも充分ウッハウハですけどねっ」

　東野の肩を叩くほむら。

「東野くんが、御陵先輩を支えてあげたらいいって言ってるの」

「……それじゃ、だめなんだよ」

　膝上で組んだ腕に半ば顔を沈めた東野のその横顔はとても真剣で、でも寂しげで、取り残された子供のように、ほむらには見えました。

「…………」

　ほむらが言葉を探している間に、東野はすっと立ち上がります。

「俺、もう寝るわ。おまえちゃんと起きろよ」

「無理でしょ。目覚まし時計もないのに」

　放り投げられたのは、ゼンマイ式の小型時計でした。

　停止状態にあって現在時刻は示してはいませんが、文字盤からして十二時間は駆動するようです。つまりタイマーの一種です。

「時計は先輩が持ってるから、それ見てセットしろ」

　そう言って東野は自分の小さなテントに消えていきます。

　焚き火の前にひとり残されるほむら。

　なかなか眠る気にならず、炎を見つめます。

「……なにがだめなのよ……」




　気がつくと、すっかり眠り込んでいました。

　焚き火はすでに熾おき火びとなり、ほのかにぬくもりを放つだけ。

　テン場は暗く、静寂に包まれています。

　空を見上げれば、先輩が言っていたように、いよいよ夜の虹が色鮮やかに見えてきました。

「…………ベーグルかぁ」

　感嘆の息をもらして、空を仰ぎながら背後に手をつきます。

　わずかな間にも、流れ星が幾たびも横切っていきました。

　ほむらが映像知識でしか知らなかった流れ星よりも、ずっと速く、ずっと鮮烈な輝きを放ちます。

　この虚惑星にはショッピングモールも、行列の出来る名店も、３Ｄ映像が売りのシアターもありません。けれどもこの心に染みいる眺めに出合えただけで、やって来た甲斐が充分にあったと思えました。

「トマト……チーズ……あれはセサミ……蜂蜜……パンプキン……ブルーベリー……」

　虹を追いかけていた視界の端で、星が流れました。

　ふと、そちらに首をかしげます。

　木立の暗がりに、またひとつ───いえ、ふたつ。

　小さな、青い星が瞬きながら、静かに横に流れていきます。何度目をこすっても姿を消すことはありません。

　青い星は音もなく数を増やし、テン場を囲むように輝きはじめます。

「せんぱ……とうやく……」

　ほむらは焚き火からあとじさり、テントの中で眠っている二人に呼びかけようとしました。

　その直後───背後から、ふっふっ、と短い吐息が聞こえてきました。

「…………っ……」

　ほむらは声を発することも出来ず、すくみあがりました。

　何かが落ち葉や砂利を踏みつける音が、背後から届きます。

　かすかに鼻をつく異臭は獣の匂いです。動物園の檻でかぐような生臭い不快な匂い。

　ほむらは焚き火の前に腰をおろしたまま、身じろぎすることもできず、ふりにもならない眠ったふりで身を硬直させています。

「…………」

　がさっ、とバックパックの倒れる音。食料の入った荷物を鼻先で突き飛ばしながら探っている気配がはっきりと伝わってきました。

　ほむらはその音がしてようやく、すぐそばに置いた自分の荷物を思い出しました。そして自分の唯一の武器であるナイフのことも。

　ざりっ、ざりっと、何かが慎重に近寄ってくる気配がします。

「…………っ……！」

　無我夢中で振り返ったほむらは、バックパックからナイフを摑みあげて構えました。

　何者かにバックパックを引きずられる感触にぞっとしながら、ほむらはナイフを振り下ろします。

「──────！」

　小さな影が音もなく飛びすさります。

　きりきりととんぼを切って、離れた場所に着地し、低く構えます。

　周囲にぱたぱたと落ちたのは、ほむらが荷物に入れていたタフィーでした。

　なんの手応えもなく宙を切ったナイフは、中途半端に刀身を伸ばされたまま小刻みに震えています。

「……ひ……ぅっ……」

　笑う膝をなんとか奮い立たせて、小さな影と向かい合います。

「な、なに……だれ……っ……？」

　それだけ発するのが精一杯でした。

　幾つもの低いうなり声が、周囲から一層距離を詰め集まってきます。

　影と対峙したまま、恐怖の数秒間が過ぎていきます。

　やがて、ちっちっと舌が鳴らされ、うなり声がやみました。

「………………」

　小さな影はきびすを返すと、勢いよく森の奥へと走っていきます。大柄な獣たちもその影に続いて駆け出し、遠ざかっていきます。

　それから数秒も待たずに、かすかな異臭だけを残して、来訪者の姿はテン場からかき消えました。

「………………ぅ……」

　ほむらはその場にへたりこみます。

　他人の手のように、握りしめられた指をはがしその場にナイフを放り出します。

　散らばった荷物も焚き火の始末も、何も気にとどめることなく、ほむらはテントに駆け込みました。

「……これは夢……これは夢……」

　身震いして呟きながら、寝袋に滑り入ると、やはり寝袋の中で熟睡している先輩の背中に、ぴったりと張りつきます。頭から寝袋に潜りながら、ただ先輩の小さな吐息と、ほのかな熱だけを感じて眠りにつきます。

「………………」

　バックパック越しに向かい合った小さな影───

　あれはたしかに、人間でした。
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　まだ薄暗さの残る朝。

　軽い朝食をすませ、出立の準備を終えた一行。

　気まずい沈黙に音を上げた東野がついに声を発します。

「……なあいい加減、なんか喋れよ」

　ほむらは唇を嚙みしめたまま黙っています。

「日ノ岡も、目覚ましかけ忘れたのはもう怒ってねーから。先輩がちゃんと先に起きてくれてたし……」

　先輩と東野だけで朝食の準備を終えて、どんじりにテントから這い出してきたところに声をかけてから、ほむらはいっさい喋っていません。

「先輩も、さ」

　かたや御陵先輩も、黙々と体を動かすばかりで、東野が何か話しかけると、しおれた花のように顔を赤らめて縮こまってしまいます。起きてからずっとそんな調子です。

「体調は別になんともないんスよね？　先輩」

「ハイ……」

　聞こえるか否かの小声で頷く先輩。

　ひそかに東野が心配していたような、宿酔の頭痛にさいなまれる、といったことはなさそうです。ただそれ以上に、自己嫌悪に襲われ、可哀想なくらいに恐縮しているのでした。

「…………」

　三人で食後のインスタントコーヒーをすすります。

　まだ太陽の昇りきらない森ですが、すでに鳥の声に包まれてすっかり目覚めて活動をはじめています。

　東野はもう、ひらきなおって沈黙を吹き飛ばそうとします。

「昨日の晩はすげー楽しかったですよ。岩風呂も最高だったし！　先輩だって羽目を外すことあるんだって、ホッとしたくらいで」

「部長のわたしが一番しっかりしないといけなかったのに……」

「何でもないですって。むしろ俺が得しちまったくらいで───」

　と、大げさに頭をかいて、隣のツッコミを待ち構える東野でしたが、ほむらはカップに嚙みついたまま依然として黙りこくっています。不発です。

「ごめんなさい……あと九十秒したら、反省モード完了にしますから……」

「あ、はい。そすか」

　どうも何を言っても、そんな調子のようです。




　テン場をあとにして、再び目的地の尾根に続く道に戻ったほむらたち。

　唐突に、歩みを止めたほむらがこんなことを言い出しました。

「もう、帰ります」

　はっとして振り返った東野たちが、怪訝な顔で歩み寄ってきます。

「んだって？　帰る？　ここからか？」

「……日ノ岡さん」

　心配そうに先輩もほむらに寄り添います。

「もう、これ以上行きたくないです」

　怒りを隠さず、東野が言いました。

「中継キャンプはすぐそこだぜ？　もう見えてんだろ、あの尾根の先だよ。昨日の切り通しのルートに比べたら全然緩いコースだぜ？」

「……疲れた？　日ノ岡さん。小休止しましょうか？」

「いえ。もうミッションとか、どうでもいいので帰りたいです……」

　ほむらは先輩の指にはまる転送環を見つめます。

「ここから、すぐに地球に戻れないんですか？　その転送環で」

「……っ……日ノ岡───」

　詰め寄ろうとした東野を、先輩はやんわりととどめて、落ち着いた調子で語り出します。

「出来ますよ。でも、それは緊急離脱といって、なるべく避けたい手段なんです。必ずしも部室棟の転送室に戻れるとは限りません。事故を避けるために、転送の安定しているベースキャンプに戻る必要があります」

「……じゃあ、すぐにベースキャンプに帰りたいです」

「…………」

　御陵は、憮然としてしゃがみこんでいる東野と視線を交わし、そしてしっかりと意を決して言いました。

「わかりました。帰りましょう」

「ちょ、ちょっと先輩。もうゴールはすぐそこなんですよ？」

「いえ……東野くんも、怒らないで聞いてください」

　二人を前に、あらたまって先輩が語ります。

「日ノ岡さんに十分な準備をさせずに、無理をさせてしまったのはわたしです。昨日の滑落の事故があっても、気持ちを奮い立たせて、ここまでついてきてくれた日ノ岡さんは立派です。ミッションなんて気にすることはありません。ここがゴールです」

　納得しきれない東野でしたが、そこまで言われては言い返すこともできず、ただ頷きます。

「日ノ岡さん、気にしないで───出来ない時に、出来ない、と言うのはとても勇気のいることです。帰りはずっと下りのルートですから、昼頃には着きます」

　そう言って微笑み、ほむらの手を握った先輩の指のぬくもりに、ほむらははっとしました。

　それでも何も言葉を発することができないまま、方向転換した先輩の背を追いながら、歩き出すしかありません。そう望んだのは、ほむら自身です。

「…………」

　追い越していく東野の沈黙が胸に刺さります。

　明け方のピンク色が空を染めていきます。

　先輩と東野が会話を交わす少し後方から、無言でついていくほむら。時折、後方を振り返る先輩のその優しい表情が、ほむらを落ち着かなくさせます。

　かたや東野はまるでほむらを無視していて、一度も振り返る様子がありません。

「…………なによ……探検部に入れっていったのは誰だっての……」

　しゃくにさわったほむらは拾い上げた小石を投げつけます。

　それでも無視している東野。絶対に気づいているはずなのに。

　四発目がついに後頭部に命中します。

「痛ぇっ……日ノ岡、おめぇな……」

　振り向いた東野はどきりとして立ち止まりました。

　悔しげに睨みつけるほむらの頰を涙がつたっています。それでも涙を拭わず、歯をくいしばって鼻をすすります。

「……っ……」

　こらえきれず、その場に顔を伏せてしゃがみこんでしまったほむらに、先輩がそっと寄り添います。

　肩に置かれた先輩の掌を感じながらも、ほむらはまた東野に石を投げつけます。

「バカ……バカ東野……なんだよその剣は、飾りかっ……」

「な、なんだよ？」

「……私、ずっと怖くて……みんな寝ちゃって、一人で……」

　しゃくりあげるほむら。

　先輩と東野が顔を見合わせます。

「……昨日の晩なにかあったのか？」

　頷くほむら。

　ほむらの脇に膝をつき、東野は頭を垂れます。

「そっか……ごめんな。気づいてやれなくて」

「…………」

「……話してもらえる？　日ノ岡さん」

　先輩の言葉に、ほむらは静かに頷きました。

　胸のつかえのおりたほむらは、昨晩の出来事をとつとつと二人に語りました。

　話を聞き終えても、東野は半信半疑の様子です。

　先輩も神妙な顔で思案しています。

「───山犬の群れ、かもしれません。この付近で遠吠えを聞いたのは随分以前のことです……でもわたしたち探検部がこのルートを使う頻度が下がったせいで、また近づくようになったのかも……」

「もしかすると、勘違いで……私の見た夢だったかも……しれないです」

　腫らした目をこすって呟くほむらを、東野が励まします。

「弱気だな。日ノ岡らしくねーぞ？」

「…………」

　横目で東野を睨むほむら。

「そういう東野くんだって、私が人間と出会ったなんて、信じられる？」

「うっ……それは……起こしてくれりゃよかったのに」

「それは、悪かったわよ……」

「相手と何か話はしませんでしたか？」と先輩。

　弱々しく首を振るほむら。

「いえ、何も」

　東野が再び荷物を背負って、立ち上がります。

「川原のテン場に戻って調査してみますか？」

　東野の提案に、ほむらの体がびくっと震えます。

　先輩が気遣わしげにそれを見やります。

「……やめておきましょう。またの機会で十分です。帰りは別ルートで、浅瀬を渡って、匂いを消しながら帰りましょう」

「なるほど。了解っす」

　ふたたび帰路につく先輩と東野を、ほむらが呼び止めました。

「ごめんなさい、先輩。東野くんも───」

　振り返る二人にむけて、ほむらは深く頭を下げます。

「最後まで歩かせてください。目的地の中継キャンプまで。あの尾根のてっぺんまで」

　東野が嬉しそうに先輩を見ました。

　先輩はまだほむらを案じながら尋ねます。

「大丈夫ですか？　イージーなルートでも、しっかり集中していないと危険ですよ」

　ほむらは真剣に頷きます。

「やらせてください。ここであきらめたら私……自分が許せないです」

「…………」

　思案げな先輩を、東野がせき立てます。

「いけますよ、先輩。日ノ岡は本番に強いんです」

「わかりました」

　先輩も微笑みます。

「それでは、もうすこし皆で頑張りましょう」

「はいっ」「おーし」




　太陽と競い合うように、三人は最後の尾根道を登っていきました。

　今日もまた快晴で、みるみる気温があがっていきます。

　休まず一時間ほど登り続けると、ついに目指す小屋の印が見えてきました。

　わずかな木々の生える、見晴らしの良い尾根の頂上。今回のミッションの目的地、中継キャンプに到着です。

　尾根の主のように立つ古木は、探検部の設置した避雷針が、あたかも厳めしい冠のようにみえます。

「着いたァ！」

　探検部の建てた小屋は風雪にしっかりと耐え、彼らを待ちわびていました。

　釘で打ち付けられた扉から、プライヤーを使って釘を引き抜きます。

「やっぱ久々に人工物みるとほっとすんなあ」

　工具の扱いに慣れた様子の東野が呟きます。

「ごめんね、東野くん。あまり長居はしていられないけど……」

　先輩は一段高い岩に登って、草を空に投げ、風をみています。

「なにしてるんです？　空でも飛ぶんですか？」

「正解です、日ノ岡さん」

「へぇっ？」

「やってみますか？」

　そう言うと、両手で握るハンドル状の糸巻きをほむらに手渡して、先輩は風下に向かいました。言われるがまま、ほむらは糸を繰り出していきます。

　そこへ釘を抜き終えた東野がやってきました。

「先輩、保存食はみんな小屋に移していいんですね？」

「ええ！　そうして！」

　先輩は、脇に挟んでいた白い布を広げ、反りのある金属パイプを通して素早く組み立てました。

「……おっ、凧じゃん？」

「タコ？　あっこれ凧だ？　東野くん、私、凧揚げ初めてだよ？」

　その通り、先輩が胸の前で広げたのは小型の凧でした。

「へー、いいなあ日ノ岡」

「はぁ？　子供かね、きみは」とほむら。

「足場が狭いから、気をつけて！　いきますよ！」

「えっ、もう？」

　先輩は凧をさっと空へと放ちます。

　一瞬、横に流された凧は、すぐに糸を張り詰めさせ、風をはらんで上昇しはじめました。

「わっわっ、強いっ」

　体ごと持っていかれそうになるほむらを、とっさに背後から東野が抱き留めます。

「糸、糸、延ばせって！」

「どれ!?　どこ!?」

「リールのブレーキ、それだろ！」

　糸巻きを握りしめるほむらの指に、東野の手が重なります。

　緩めては止め、緩めては止めを繰り返しながら、糸巻きハンドルを操ってジグザグに凧を走らせると、みるみるうちに高度を上げて、白い凧は小さくなっていきます。

「……すげー」

「……もう点だよ点」

　固唾をのんで凧の行く末を見守っていた二人のもとに、やはり嬉しげに凧をみあげながら先輩がやってきました。

「もう高さはいいですね。はい、どうぞ」

　そういってハンマーを差し出します。

　慌てて東野はほむらから離れて、それを受け取りました。

「ひ、日ノ岡、離すなよ！」

「わかってますって」

　ハンドル状の糸巻きの支柱から伸びたパイルを、そのまま地面に打ち込んで固定します。

　凧が安定したことを確かめて、三人は小屋の中に戻りました。

　小屋の内部は二段ベッドが二つと小さな机がひとつ。あとは非常用の寝袋と食料など、資材置き場となっています。

「殺風景ですね……」

「ですね」

　先輩が苦笑します。

「夜も風がうるさくて眠れないんです」

　そう言いながら先輩が机に置いたのは、ずっと彼女が背負っていた頑丈なケースの中身です。

「あっそれ、国家機密の」

「はい。お待たせしました。これが今回のミッションの核心です」

　それは配線とコイルと豆電球の塊でした。

　それなりにコンパクトにまとめられているようですが、ほむらに判別できた主なパーツといえば受話器、それと真空管くらい。真空管の実物ははじめて見ます。

　なんらかの通話装置なのは明白ですが、それにしても携帯二十個分はあるでしょう。

「これは無線式の送受信機です。わたしの手製です」

「すげえな先輩、そんなことまで？」

　ちょっと誇らしげに無線機をさする先輩です。

「図面は虚惑星の物理現象に詳しい専門の方に引いてもらいました。でも、実際の製作はわたしが。確かに大変でしたけれど、そんなに難解ではないんですよ？」

「はぁ……」

　ほむらにとっては、真空管だろうが携帯ゲーム機だろうが、自作派なんて雲の上の存在です。そう、雲の上といえば───

「あっ、じゃあ凧はアンテナだ？」

「はい。仮のアンテナです」

「どうして先輩がこんなものまで自分で？」

　先輩は眼前に自分の指先を、転送環をかかげてみせます。

「転送では、自分自身で理解が及ばない道具を携行するのは難しいんです。こういった複合的なものになると特に。虚惑星では半導体も正常に動作しないので、通話手段としては今のところこれが最善のものです」

　机の上にそっと置きます。

「もちろん、うまく動けばの話ですが───」

　さらに別のパーツを取り出します。手回し式の発電機です。クランプで机に固定し、ハンドルを取り付けます。

「この小屋が中継拠点と言われるのは、日吉坂高校探検部のベースキャンプとの中間地点にあるからです」

「それでかぁ。でも中間って……ここでようやく中間地点？　それは遠い、遠すぎますよ」

「なので、この尾根で電波を中継して、最終的にはベースキャンプ同士での通信を可能にするのが目的です」

「なるほど～。関西電気保安協会♪だったんですね、今回のミッションは」

「どっちかっつーとＮＴＴドコモだろが」

「でも日吉坂高校ひよこーって、青う藍ちからなら三駅ですよ？　歩いてもそんなにはかかんないっていうか」

「地球ではそうですね。虚惑星上のこの緯度なら、直線距離で約十二倍に変換されます」

「十二倍!?　ひぃぃ……じゃあ他の学校はもっと遠いんだ」

「ええ、遠いですね……とても」

　設置完了した発電機のハンドルを、軽くゴロゴロと回して具合をみながら東野が嘆きます。

「虚惑星の表面積は木星とほぼ同じだぜ？　ざっと地球の百二十倍。このくらいパンフに書いてあったろよ？　いまさら何を───」

「ちょ、もうやめて、桁が大げさすぎてオーバーヒートする」

「大げさじゃねえっつーの」

　どちらにせよめまいがするほむらです。

「広いことはすばらしいことですよ。さあ、そろそろ通信の実験にかかりましょう。凧が安定しているうちに」

　そういう先輩自身が一番うずうずしているようです。

「うまくいけば、日吉坂高校ベースキャンプからのビーコンを捉えられるはずです。あちらにも同じ機械が設置されているんです」

　尾根に打ち込んだ凧のパイルからアンテナ線を引き出し、小屋の中の無線機と結線します。凧はしっかりと揚がっているようですが、午後になって天候が荒れてきたらどうなるかわかりません。

　東野とほむらが交代で発電機を回します。

　真空管が温まると、じきに無線機からノイズが薄れ、明瞭なビーコンが聞こえてきました。

　プー、ピー、プー、ピー、プー……

「やった……これ、日ひ吉よ坂こ高ーキャンプから届いてるんですよね？」

　スピーカーにかじりつく東野が振り向くと、先輩はしっかりと頷きました。

「はい。間違いないです」

「なんか、しょぼい、音、ですね……っ」

　重いハンドルをまわしながら、ほむらはぼやきます。

「ファンファーレ、とかなら、いいのに……ハァーッ」

　先輩は苦笑します。

「あちらはもう、地球に帰還して無人になっているので、これが精一杯ですね」

「電気はどうしてるんです？　バッテリーですか？」と東野。

「水力発電のはずです。蓄電池はとても劣化が早くて。こちらもいずれは、アンテナ塔を建てて、風力発電を補助にしたいところですけど……」

「それは、先が、長いなあ！　はい百回！　交代！」

「早かったな、ほんとに百回か？」

　東野は舌打ちして、くたくたのほむらと発電役を交代しました。

「この調子じゃ、メールひとつ送るのもいつの日になるやら」

「確かに、先は長いですね。これから、送信機の具合もみますので東野くん、もうすこし頑張ってください」

　先輩が、マニュアルを見ながら手順を確認しているあいだ、ほむらは無線機を置いた机に肘をつき、無機質なビーコンの音を聞いています。

　と、スピーカーから、ノイズまじりに声が聞こえてきました。

『………………ｃｑ……ｃｑ……』

「───先輩!?　喋ってます、声が聞こえますよ？」

「なにっ！　替わってくれ！」

「東野くん騒がしい！　はい、まわしてまわして！」

『……ＣＱＣＱ。こちらは、日吉坂高校探検部です。応答どうぞ───ＣＱＣＱ　Ｔｈｉｓ　ｉｓ　Ｊａｐａｎ　Ｈｉｙｏｓｈｉｚａｋａ　Ｈｉｇｈ’ｓ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒｓ……』

　無線の声は、英語と日本語を交互に使って呼びかけています。

　はっきりと日吉坂高校と聞こえました。

『……なんだ……故障か……？』

　続けて声はぶつぶつと呟いています。

　無線機を操作している先輩が、ほむらに受話器を差し出します。

　アイコンタクトで遠慮するほむらに、微笑しながら押しつけます。

　観念し、咳払いをして緊張気味にマイクに向かうほむら。

「こ、こちら、青藍高校探検部です。どうぞ」

『おっ、来たぁ、着信したぞ！』

　相手は背後に向かって叫んでいるようです。

　他メンバーの歓声がスピーカー越しにかすかに届きます。

　歴史的な瞬間に立ち会っているような気がして、ほむらの頰がすこし赤らみます。

『おっそい！　遅いよ真ま世よ！　待ちくたびれた！』

「すいません。お、遅くなりました」

『んん？　御陵じゃないの？　女の子？　東野くんじゃないよね？』

「は、はいっ。新入部員の日ノ岡穂ほ群むらです」

『ああ、ライブに来てくれた子！　そっかぁ、入部おめでとう！』

「ありがとうございます───ライブって、確か……上狛先輩!?　サキソフォーンの？」

『いかにも。日吉坂高校探検部部長・上かみ狛こま倖さち。よろしくね！』

　ハスキーボイスは確かに、九条織江とともにライブハウスに出演していたあの小柄な上級生です。

　さらにスピーカーからは、我も我もと名乗りをあげる声が重なり合って聞こえてきますが、上狛はそれを激しく蹴散らします。

『サカるなって言ってんだっおまえら───で、ははあ、その口ぶりだと、さては真世は内緒にしてたな？』

　ほむらから御陵先輩が受話器を引き継ぎました。

「日ノ岡さんは、今回が初ミッションです」

『ああ、真世か。よし、じゃあ青あ藍お高こ校ーパーティは全員無事に中継キャンプに着いたね？』

「はい。東野くんもいます」

　ハンドルの手を休めないまま東野は、先輩が近寄せてくれた受話器に首を伸ばします。

「東野っす！　コマ先輩、そっちは水力発電なんでしょ？　こっちは人力ですよ？　きっついっス」

　あちらはまた笑い声に包まれました。

　ほむらたちもつられて苦笑します。

『ははは、頑張れ頑張れ。それじゃあ、ダイナモくんが力尽きるまで、ライブハウスで真世大暴れの巻の放送でもするかぁ。これ、記念すべき初放送な───』

「こ、コマちゃん!?　それだめ、だめですからっ───」

　無線機にすがりつく先輩は、東野たちが見たことのない親密な表情をみせています。

　どちらも三年生の上狛と御陵は、共に探検部として、親交を深めながら高校生活を過ごしてきたのでしょう。

　入学からの二年間、あるいはもっと長い時間を。そんな彼女たちの姿が、ほむらは素直に羨ましく思えました。そしてふっと九条さんのことを思い起こします。きっかけはあったのに、いまだに何の交遊もない彼女のことを。

『ははは、冗談はこれくらいにして……。実は通信が生きてるうちに伝えなきゃいけないことがある。そっちで何か異変はなかった？』

「……っ……はい」

　御陵先輩は、手短に昨夜、ほむらが目撃したという獣の群れについて話しました。

　ただし、獣たちの中に人間らしき人影をみたという件については触れずに。

『そっか……。実はこちらでも遠吠えを聞いた』

　ほむらが目を見張ります。

『それらしい痕跡も見つけてさ。うちの動物に詳しい奴によると、どうやら野犬じゃなくて、オオカミじゃないかって言ってるんだ。それも大型の』

「オオカミ……？」

　先輩は眉をひそめますが、また気を取り直して言葉を続けます。

「それを伝えるために、滞在を延期して待っていてくれたのね。ありがとう」

『うん。ひとまずそちらが全員無事でよかった。帰路の安全を祈るよ。場合によっては、緊急離脱も考えたほうがいい』

「わかりました。情報提供を感謝します」

　さらに二人の部長は天候情報を交換します。日吉坂キャンプ側の天気の崩れは、じきに青藍キャンプ側にも起こることが多いのです。さいわい、現在の空模様はどちらも良好です。

『じゃあ、私たちは一足先に帰還する。この件については、藤森先生にも伝えておくから』

「うん。お願いします」

「あ、あの……っ！　昨晩のことなんですが……っ」

　先輩の脇から、唐突にほむらが口を挟みました。

『───どうかした？』

　ほむらの言葉の着地点を察した東野が、小声で鋭くたしなめます。

「やめとけって。戻ってからにしろっ」

「東野くんも信じてくれないの？　幻覚でも見たかって？　でも、獣たちが来ていたのは本当だったんだよ？」

「わかんねえよ。でも、確証も無いのに、軽々しく吹聴していいことじゃないだろ。宇宙人を見たっていうようなもんだぞ？」

「でもさ……っ」

　こちらの雰囲気の変化を察して、上狛も戸惑っているようです。

『……真世？』

　受話器を握りしめて沈思していた先輩は、意を決して口を開きました。

「実は───」

『…………』

　群れの中に、人間を見たかもしれない。

　ほむらから聞いた言葉を、そのまま御陵先輩は上狛に伝えました。

　彼女の背後で聞いていた陽気な日吉坂高校の部員たちも静まりかえります。誰も笑いません。

　たとえ賞賛の声でなくとも、からかい交じりな歓声を期待していたほむらは、すっかり拍子抜けしました。

『───もしそれが真実なら、虚惑星人とのファーストコンタクトになるね』

　上狛もつとめて冷静に応じます。

『真世、わかってるな』

「……うん」

　沈んだ様子の先輩の横顔を見てはじめて、ほむらは自分が一線を踏み越えてしまったことに気づきました。

　先輩が受話器を再びほむらに渡します。

『日ノ岡さん───いや、ほむらでいいかい？　わかりやすく言うよ。それはヤバい話だ。この国だけではおさまらない。世界中の自称善人も自称悪人も、どちらも喉から手が出るほど欲しがっている情報なんだ。仮に真実だとしても、信頼の置ける相手にしか話しちゃいけない。探検部員の守秘義務については勿論だけど、家族にも言っちゃいけない』

「家族にも」

『うん、家族は巻き込まないほうがいい。藤森先生にもまだ話すべきではないと思うけど……ま、これは私の意見だ。部長と相談してほしい。もちろん、私たちも口外はしない。それは約束する』

「はい……ありがとうございます」

『まあ、そんなに心配すんな。慎重にいこうぜってこと。案外、魔女だったりするかもだし』

「ま、魔女ですか？」

『そう。魔女だ』




　ミッションを終えて帰路につくほむらたち。

　中継キャンプを後にしてベースキャンプの古城を目指します。

　太陽もすっかりのぼり、尾根道は昨日に輪をかけてのどかな陽気です。低い空を流れていく雲の速さに気持ちが洗われます……これがピクニックならですが。

　険悪ではないにせよ、言葉少ななパーティの雰囲気が気になるほむらです。

「あの……さっきは、横からしゃしゃり出て、勝手なこと言ってすいませんでした」

　緩やかな傾斜を下りながら、先輩のすぐ隣に並びつけて頭を下げます。

　先輩も小さく首を振ります。

「いいんです。わたし一人ではとても扱いかねる話でした。結果的に上狛さんとも共有できて、実はほっとしてるんです。わたしこそ、部長らしくなくてごめんなさい。肝心な時にあんな……」

「いえ、そんなつもりじゃ。先輩はなにも、その……」

「…………」

　少し先を行く東野にも届くように謝ったつもりですが、彼は無言のままです。

「もう見まちがいのままで終わったほうがいいですよね？　そっちのがみんな幸せかな？　あはは」

「…………」

　先輩は複雑な表情をみせて答えを濁します。

「俺は徹底的に調べるべきだと思うけどな」

　東野が呟きます。

「って、あんたは誰の味方なんだってば！」

　振り返った東野の表情は真剣です。

「おまえ、自分で見たんだろ？　ナイフで斬りかかったんだろ？」

「うん……その筈」

「本当ならすごいことだ。何者かはわかんねえけど。墓所を探したりするより、ずっと意味あるじゃん。相手は生きてんだから」

「でしょでしょ!?」

「そいつ男か女か？　服は着てたのか？」

「…………え、服？」

　思い起こそうとすると、また胸をしめつける恐怖がよみがえります。

　あの時、焚き火は消えかかってはいましたが、虚惑星の夜は地球よりも明るいのです。

「着ていた、と思う……たぶん。柄とかは思い出せないけど……あと腕輪みたいなのをつけてた」

「じゃあ、猿の仲間ってわけじゃないんだな」

　ほむらははっとします。

「あっ……あ～、猿ってのは考えなかった……猿かぁ……」

「おいおいマジか？　まあ山犬と猿が群れを、ってのは無さそうだけど。この星のことだから何ともいえねえ。まあそれより、正体不明の相手にいきなり斬りかかるおまえの度胸に驚いたけどな」

「無謀であったと反省しております」

　半信半疑で肩をすくめた東野は、今度は先輩に向き直ります。

「そういえば、魔女ってなんです？」

　通信の終わりに上狛が口にした言葉は、ほむらも気になりました。

　先輩が頷きます。

「『魔女』は探検部員に伝わる怪談みたいなものですね。不思議なことがあると、よく森の魔女のせいにするんです。もちろん魔女を見た人はいません」

「探検部流の迷信ですか？　不思議なことって、たとえばどんなことです？」

「他愛のないことばかりですけど、そうですね……」

　道すがら、先輩は探検部に伝わる魔女の迷信を語ってくれました。

　いわく、流木や岩が溜まった天然のダムに魚が打ち上げられて思わぬ大漁となったり、木の幹に文字にしか見えないひっかき傷を見つけたり、夜空を染めるほど明るい流星が横切ったかと思うと奇妙な模様の飛行機雲を残していったり……

「魔女と出会って招かれると、帰ってこれなくなると云いますので、東野くんも日ノ岡さんも気をつけてください」

「あはは、気をつけまーす」

「魔女を見た者は決して帰らない……っすか？　だったら、そんな噂が広がるはずないのに」

「まったくそうですね……でも本当に魔女がいるのなら、わたしは会ってみたいな」

「…………」

「ハイ、私も！　火の魔法のコツを聞きたいんですよね？　あ、いやでも帰って来れなくなるのは困るぞ？」

「おめえのはもう煙の魔法でいいじゃん。あれで魚とか肉とか燻いぶせよ」

「なんですとう」

　先輩の穏やかな笑顔に、ほむらはほっとします。ただだからこそ、先輩を見つめる東野が垣間見せた浮かない顔が気になるのでした。




　先輩が朝に言ったとおりに何度か浅瀬を渡りきり、昨夜のキャンプ地も含めて狼の出没しそうな場所や万が一遭遇したら逃げにくそうな場所を避けながらの帰路です。

　すこしずつではありますが、虚惑星の風景を、ほむらも見馴れてきました。

　口では言い表しにくいものの、手つかずの自然と思われた景色のなかに、かすかに人のぬくもりを感じられるようになってきました。

　探検部の面々しか通ったはずのない細い道です。

　けれど、荒々しい岩場で最大の巨岩は、まるで巨人の斧で断ち割られたかのように二つに割れて、一行に道をあけて、自然の切り通しとなっています。

　見晴らしのいい場所を彩るように花々が咲いているのは、あたかも誰かがそこで葬られ、慰めを求めた名残のように見えます。

　遥か昔に、誰かがこの山の背を歩き、同じ景色を眺めながら身を休めた──事実ではないかもしれません。でも、そう思ったほうが素敵です。

　山といえば、携帯の電波も届かない不便で不快な場所……そんなふうにしか考えたことのなかったほむらが、人のぬくもりを重ねて想うだなんて、これまでの彼女にはあり得ないことでした。




　ベースキャンプに続く谷の入り口にさしかかり、一行は最後の休憩をとりました。

　帰路は順調そのもので、夕刻までまだだいぶ間のあるうちに、ここまでたどり着くことが出来ました。

　大きな倒木を椅子がわりに、三人は横に並んで座ります。

　先輩と東野が会話しているその脇で、ぼんやりとこの二日間の出来事を思い出していたほむらは、思わず「あー」と声を出して両手に顔をうずめました。

　そのまま膝の間にまで、顔を突っ込む勢いです。

「どうかしました？」

「恥ずかしくて……もう、ずっと失敗ばっかりで。皆に迷惑かけて。最初のミッションですよ、探検部デビューだったのにですよ。試験でいったらマイナス点ですよね……」

「だな。部室で赤点補習だな」

「探検部は補習無しって言ったのにぃ」

　補習は必要でしょう。無いのは追試ですよ、ほむらさん。

　ほむらと東野が言った言わないを騒がしくやりとりしていると、ぽつりと先輩が呟きました。

「雪ゆき割わり草そうの心、候きざしを知り、春を待つ、です」

「……？」

　きょとんと、ほむらが先輩を振り返ります。

「我が家に伝わる家訓です。つらい時は誰にでもあります。元気を出してください」

「家訓……」

　はい、家訓です、と先輩が頷きます。

　ドラマでしか聞き慣れない単語に、ほむらは目を見張ります。

「御陵の家は、元は五百石の禄を頂く武家でしたが、一度取り潰しの憂き目に遭いました。辛酸を嘗めましたが、後に商人として再興したんです」

「先輩のご先祖さま……」

「雪の下に咲く花は、誰の目にもふれません。けれど、いずれ春が来れば雪は溶けます。春が来ないということはありませんよ。やることなすことうまくいかなくても、心まで枯らしてしまっては勿体ないです」

　薄暗い木立のなか、先輩は木漏れ日に照らされた小さな花を見つめます。

「焦らなくていいんです。ほむらさんの良いところは、どんな時でも明るさを失わないことです。雪の下に咲く花、です」

　ほむらは感激して頷きました。

「そのままの私が一番、ってことですよね？」

「ちげえんじゃね？　都合良く解釈すんな」

「……もうちょっと体は鍛えたほうがいいですね」

　目を輝かせるほむらに、先輩は苦笑しました。




　古城の地下室で腕を組み、輪になったほむらたちは、転送環の力によって虚惑星から無事帰還を果たしました。

　転送室に忽然と出現した三人を、待ちかねた様子で藤森が出迎えます。

「よぉーっし諸君、ご苦労！　よく戻った！」

　転送室への侵入───すなわち探検部員の帰還を報せるブザー音と赤い回転灯を、端末からの遠隔操作で停止します。

「オオカミの件はコマから聞いてる。大変だったな。でも、明日は寝坊すんなよ」

「……遅刻はノーカンじゃ？」

「あれはタテマエだ。部員勧誘のための撒き餌だ」

「マジかよ……先生はぐっすり寝てたふうだけど」

　寝癖だらけ、ほっぺたには畳の目らしき跡もみえる藤森を、さりげなくにらむ東野ですが、当人はものともせず胸をはっております。

「……大丈夫か日ノ岡？　転送酔いか？」

　先輩に支えられたほむらが、ぼんやりとした目つきで頭を振ります。

「気分は悪くない、です……ただ、こっち戻った途端に、なんか疲労とねむけがどっと……丸一日寝てたい気分なんですけど。先生、自宅に連絡してくれたんじゃ？」

「歓迎会で遅くなるとは言っといたがな」

「それ、真っ赤な噓じゃないですかぁ」

「噓じゃないよ。歓迎したもん？　守秘義務よろしく！」

　更衣室にて、何度もこっくりと頭を落とし、先輩に手伝ってもらいながら、なんとか学校制服に着替え直します。

　帰り際、照明の落とされた待機室に立ち寄ったほむらは、壁にかかる時計を見て愕然とします。

　ほむらにとっての最初のミッション。虚惑星での滞在時間は、三十六時間におよびました。それが───地球ではたった六時間の経過。転送された当日の午後十時に過ぎませんでした。








つづく。










解説




奈須きのこ









　星空めておの世界にようこそ。

　遙かなる第二の開エ拓デ地ン、虚ヌ惑テ星ラを巡る冒険がついにスタートしました。

　本作は古典にして最新のジュヴナイルＳＦ小説です。ＳＦ的解釈に満ちた魔法とか新惑星とか出てきますが、それはあくまでバックボーン。

　ここにあるのはあなたと私の物語。

　未知なるものへの憧れと畏れ、

　未来に待ち受ける期待と不安。

　大人になる前の『あなた』が抱いていた思春期のあらゆる夢と、

　大人になった『誰か』が追い抜いてきた、若かりし日の苦あまい葛藤。

　そんなものを主動力にして回る、煌めく星のような青春の断片です。




　そして本書は、近年ライトノベルと呼ばれるジャンルの小説です。

　ライトというのは〝軽い〟という意味ではなく〝読者にとって親しみやすい〟という意味なのだと僕は思っています。著者である星空めてお氏も、おそらくはそのような意識で本作を書き上げたのではないでしょうか。




　重厚なのに足取りは軽く。

　底は深いけど底は見せない。




　星空めておという作家が当然のように持ち合わせていながら、決してメインにしなかった〝温かさ〟が、本作には満ちています。

　そして、『開拓』は何も物語中だけのテーマではありません。さらなる進化をとげたニュー星空めておの本を、貴方も新鮮な気持ちでお楽しみください。




　◆




　では、ここからラブレターを綴るとしましょう。

　ラブレター、なんて大人になった僕が口にするのは恥ずかしいけど、解説というより恋文なんだからしょうがない。なにしろ奈須きのこがデビューする前から好きだった、偉大な先輩ライターの一人なのですから。

　僕が星空めておを強く認識したのは、２００２年の事でした。

（ほんとはもっと前から……それこそデビュー作からプレイしてファンだったのだけど、めてお氏にそれを言うといつも〝それは黒歴史というのですよ奈須さん？〟と雨に濡れたコーギーのようなお顔をなされるので、あえて伏せておく事にします）

　そう。既に星空めておの愛読者である読者諸兄には語るまでもない怪作。ライアーソフトさん発・18禁ノベルゲーム『腐り姫』の発表です。そのタイトルとキャラ造形、世界観、背景美術、画面演出。当時多くの業界人がこの『腐り姫』に打ちのめされました。僕もその一人です。





◆






　退廃的かつ前衛的。


〝視界の隅に佇む、世界の染みのような赤い着物の少女〟



　迷信と妄信。


〝ひなびた廃村にヒタヒタと這い寄るオオカミ〟



　既視感と既知感によって織りなされる目眩。


〝いつか見た明日。いつか見た終わり。積み重なる文明の瓦礫〟



　ループする終末は甘美な毒となってプレイヤーを救罪する。


〝赤い雪によって世界は唐突に、眠るように腐り落ちる〟







◆






　当時、ＰＣの18禁ノベルゲームの制作者たちは、自分たちがオタク文化の最先端にいると自負していました。（その文化は２００５年からライトノベルに流れるのですが、それはまた別の話）

　優れたノベルゲームのライターは、同時に監督でもあります。監督権限があったのではなく、監督業をやらざるを得なかったのです。脚本をゲームとして成立させる為には、ライターはすべての部門に口を出さざるをえなかったワケですね。

　中には予算の都合やライターさんが外注、という事で〝脚本のみ納品する〟ケースもあったでしょう。ですが名作と呼ばれるゲームは必ずそのブランドにいるライターが脚本を仕上げ、制作の指揮をとったものです。

　何のために？

　決まっています。自分の世界観、自分のイメージを、〝脚本〟から〝ゲーム〟にするためです。




　星空めておの『腐り姫』は、そういった土壌から生まれた怪物でした。

『腐り姫』をプレイしたユーザーの多くは、その美しさに陥落しました。『星空めてお」の名前のプライオリティを一気に引き上げた。彼の持つトータルバランスの美しさ。確固たる世界観。すべてをコントロールする強い意思と、その芸術センス。




「なんでこんな人がブルマー２０００とか作ってたんだ!?

　いや、ブルマーはブルマーで最高に愉快だったけど！」




　そんな驚きの声がユーザーに浸透する中、星空めておは更なる躍進を続けます。

　一つの銀河を舞台にした一大エンターテインメントレース『キャノンボール』。

　新宿と幻想と、オトナ子供とコドモ大人の人生譚『フォレスト』。

　北欧神話をベースにした大陸横断旅行記『セブンブリッジ』。

　それは18禁ＰＣゲーム業界がもっとも栄え、野心作と名作、怪作を生み出し続けた黄金過渡期におきた、知られざるエースの記録レコード。

　彼は頭ひとつどころか体一つ分まるまる飛び抜けていました。

　ノベルゲームは小説は違う。あれは一枚の絵と同じです。

　この黄金期、面白い脚本を書くライターは枚挙の暇がないほどでしたが、星空めておほどビジュアルと空気感ふくめて〝完璧な一枚〟を仕上げる画家はいなかったと思えます。




　ですが───そう、あまりにも完成された絵だったからこそ、彼の作品は一部の好事家たちの間でしか話題になりませんでした。ようはちょっと敷居が高かったのです。それは星空めてお氏が『自分』や『ユーザー』より、『絵の意義』に専心していたからなのだと、今では思えます。

（その究極として制作中の『ガールズワーク』があるのですが、これもまた別の話）




　２００５年後半、星空めてお氏はTYPE-MOONに入社しました。

　憧れていた同業者は、本当にイメージ通りの知識人でした。

　誰よりも心に強固なものを持っているクセに、熱く語らず、偏見はなく、理解は深く。

　氏が書き上げるテキストは思慮に満ちていて、読む度に奈須きのこは打ちのめされました。そして同時に、氏が同じ戦場に来てくれた幸運に感謝せずにはいられなかった。

　凄まじいライバルが同じテーブルにいる事が、これほど自らの励みになるとは知らなかった。

　自分はまだまだ未熟だと分かっていても、物差しがなければ明確な数値は計れない。２００７年までの自分はそうでした。２００８年以降、奈須きのこの視点が変わっていたとすれば、それは間違いなく星空めておがすぐ近くにいたからです。

　彼の『ガールズワーク』を読んだ時、一から出直そうと決めた自分がいるからです。や、本当に恥ずかしいですね！　めてお・ラブ！




　さて。

　それと同じように、星空めておもTYPE-MOON色に変化しました。

　TYPE-MOONが打ち出すものの基本は〝娯楽〟である事です。

　先ほど、星空めておは『絵の意義』を最優先していたと述べましたが、それはユーザーを軽んじているのではなく、その作品ごとの比重をどこにおくか、という話でした。

　小説内の比重は大きく三つに分けられます。

　物語の為に綴った物語。

　自分の為に綴った物語。

　読者の為に綴った物語。

　このバランスをどう扱うかは物語のテーマによるでしょう。

　僕は『ファイヤーガール』の『読者分』に、今までのめてお作品にはない重さを感じました。これは日ノ岡ほむらの活躍を読んで、〝これは私たちの物語だ〟と受け入れた僕の所感です。

　奈須きのこは語り手である○○○（※ネタバレ防止につき伏せ字）に倣うように、フツーに怠惰なＪＫ・ほむらの青春模様にシンクロした。

　思い返せば一年前。

　読了後、めておさんに感想を告げるために走った時の気持ちを今でも覚えています。




「さて。君は本当の意味での冒険を知っているかい？」




　そんな売り文句で『ファイヤーガール』は書かれたに違いない、と昂奮しながら奈須きのこはTYPE-MOON事務所に向かったものです。めておさんの事だからぜぇぇぇったい、そんな言葉は口にしないだろうな、と思いながら。




　◆




　とまあ、ここまで付き合ってくれた読者諸君はとっくに気付いているでしょうが、この解説は『ファイヤーガール』の解説ではなく『星空めてお』の解説でした。

　氏がどのような人物なのかはまだまだ全然語れていませんが、それはやはり、氏の作品を楽しんだ読者の皆様があれこれと想像して楽しむこと。これ以上の解説は野暮というものでしょう。







　───それでは。

　胸おどる、星空めておの世界へようこそ。これはマクロなＳＦ世界観と、ミクロな等身大ＪＫの価値観が交差する、ほんわかジュヴナイルＳＦ。




　虚惑星での冒険は、僕らが夢見た未知と冒険に満ちている。







星空めてお

HOSHIZORA METEOR




TYPE-MOON所属のシナリオライター。
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